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　店の外に出た桜さくら木ぎ千ち春はるは、すっかり暗くなった空を見上げながら言った。

「店長、そろそろ店閉めますよ」

「ああ、頼たのむよ」

　閉店時間は午後七時だが、今はもう七時半を過ぎている。常連の客が予約していたケーキを取りに来るのが遅おそくなったからだ。

　都内郊こう外がいの町中にある、こぢんまりした洋よう菓が子し屋。お洒落しやれなパティスリーとは違ちがうが、常連客も多く、美味おいしいと密ひそかに評判の店だ。

　千春は、高校を卒業してすぐにこの店に就職した。

　もともと洋菓子職人───パティシエになりたいと思っていたわけではなかった。

　兄弟が多い千春は金銭面からも、なにより大学まで行って勉強をするつもりはなく、初めから就職希望だった。ただし、これと言って希望の職種はなく、自分でもどうしようかとずっと迷っていたのだ。

　そんな高校三年生の夏休み、この洋菓子店がバイトの募ぼ集しゆうをしていることを知った。奥さんが病気になり、手が足りなくなったらしい。この店のケーキが好きな母親の強い希望により、千春はバイトをすることになった。

　融ゆう通ずうの利きかない性格で、五人兄弟の真ん中という立ち位置。いつも上下の兄弟を世話し続けているせいで世話焼きで所帯じみている千春は、穏おだやかで優やさしい店主と妙みように気が合った。

　それに、手先が器用な千春は、案外パティシエの仕事が自分に合っているのではないかと感じた。いや、店主の仕事を見ているとそれはまさしく職人といった様子で、繊せん細さいで綺き麗れいなケーキの数々を生み出す技術がすごくて、自分でもやってみたいという欲求がだんだんと強くなっていった。

　その上、職場は家から近い。

　ようやくやりたいことが見つかった千春は、自分も訪おとずれる客が笑え顔がおになれるような菓子職人になりたいと思うようになった。

　店主も、真面目まじめにバイトをしていた千春を好ましく思ってくれていたようで、このまま働きたいという千春の申し出を快く受け入れてくれた。

　華はなやかな見掛けとは違い、菓子職人は意外に力仕事だし、見習いの千春は毎日することがたくさんあって大変だが、とても遣やり甲が斐いを感じている。

「……っと」

　ぼんやり考え事をしていた千春が、気を取り直してシャッターを閉めようと道路に背を向けた時だ。

　ヘッドライトの光が近づいてきたかと思うと、店の前に一台の車が停とまった。

　車に興味がない千春でもわかる高級外車だ。いったいどうしたんだと思いながら視線を向けたと同時に、運転席のドアが開いて男が降りてきた。

「閉店ですか？」

　千春よりも年上の、ちゃんとしたスーツを着た男が尋たずねてくる。甘さ控ひかえめのこの店のケーキには男の常連客も多いが、目の前のスーツの男が買うにはここはあまりにも普ふ通つうの洋菓子店だ。

　───似合わない。

　そうは思ったものの、シャッターを閉めるまでは開店時間という店主の方針もあり、千春はすぐにいいえと答えた。

「まだやっています。どうぞ」

　千春の言葉に明らかに安あん堵どした様子の男は、なぜか後部座席のドアを開けながら言った。

「やっているようです。ご自分で選びますか？」

　どうやら、男は一人ではないらしい。一いつ瞬しゆん恋こい人びとかとも思ったが、それにしては丁てい寧ねいな口調だ。

（……ん？　小さい）

　しばらくして見えた足は小さく、やがてその姿を確かく認にんし、千春はなるほどと納なつ得とくした。

　おそらく、本当の意味での客はこちらの子供だ。そう考えた千春は自然に腰こしを屈かがめ、四、五歳だろう子供の目線に合わせた。

「いらっしゃいませ」

「……」

　思いがけない対応だったのか、それとも普段目つきが悪くて強こわ面もてだと評される千春の顔が怖こわかったのかは判断がつかないが、子供は男の背に隠かくれたまま姿を現さない。

　己おのれの容姿に自覚のある千春は気にせず、そのまま店のドアを開けた。




「今からバースデーケーキは作れますか？」

　男が少しだけ困ったように尋ねてきた。

　店主への説明を離はなれた場所で聞いていた千春は、いまだ男の後ろから出てこない子供に深く同情した。

（それは可か哀わい想そうだな……）

　今日は、この男の子の誕生日だったらしい。

　バースデーケーキは銀座の、千春でも知っている有名パティスリーで予約をしていたそうだが、先ほど取りに行った時問題が起きた。どういった手違いかはわからないが、予約がされていない状態だったらしい。

　店側はすぐに謝罪して準備をすると言ったらしいが、男の子の方がそれを拒きよ否ひした。どうやら、急きゆう遽きよ作るのなら、それは自分のバースデーケーキではなく、誰だれのにでもなるケーキだと。

　わからないでもない。この店に買いに来る誕生日の子供たちは一人残らず嬉うれしそうな、輝かがやかしい顔をしていて、大事に自分だけのバースデーケーキを持ち帰っている。たかが予約、されど予約だ。

　きっとそのパティスリーは、急な注文でも完かん璧ぺきにこなしただろう。いや、きっと謝罪も込めて、注文のものよりもっと良いものを準備したかもしれない。だが、それでは駄だ目めだ。それは《急遽用意されたバースデーケーキ》で、この男の子の《バースデーケーキ》ではない。

（こだわるのも当たり前だよな。一年に一回の誕生日なんだし）

　しかし、だったら大だい丈じよう夫ぶだ。店主ならきっと、この男の子のためのバースデーケーキが作れる。

「わかりました。坊ぼうや、坊やの好きな果物は何かな？」

　男の注文を快かい諾だくした店主は、奥から出てきて男の子に話しかける。優し気なその雰ふん囲い気きに少し気持ちが緩ゆるんだのか、それでも表情は硬かたいまま男の子は小さな声で答えた。

「……いちご」

「そうか、イチゴか。じゃあ、イチゴたっぷりのケーキを作ろう。少し待って……いや、こっちにおいで」

　店主は男の子の背を軽く押し、カウンターの中へ招き入れる。そして、レジの側そばに置いてある奥さん用の椅い子すを厨ちゆう房ぼうが見える位置に移動させると、そこに男の子を座らせた。

「特等席だよ。そこで見ながら、してほしいことがあったら何でも言っていいからね」

「……なんでも？」

「今から作るのは君の誕生日ケーキだからね」

　店主の言葉に、それまで硬かった男の子の表情が一気に変化する。そして、さっそく用意された山盛りのイチゴに視線が釘くぎ付づけになっていた。

（やっぱ、すごいな）

　単にケーキを売るだけでなく、落ち込んでいた男の子の気持ちを浮ふ上じようさせた。千春にはまだまだできないことだ……いや。

　千春は男の子の前にもう一度屈んだ。

「動物、何が好きだ？」

　唐とう突とつな問いにびっくりしたのか、大きな丸い目が見開かれる。改めて見ると整った可愛かわいらしい顔をしている。この顔で笑ってくれたら、絶対もっと可愛いはずだ。

「そのお兄ちゃんは、魔ま法ほうの手を持っているんだよ」

「て、店長っ」

（ハードル上げ過ぎだって！）

　ケーキ作りはまだまださせてもらえないが、手先の器用さを買われて装そう飾しよく……マジパン作りは千春の担当だ。

「……ぜんたろー」

「ぜんたろー？」

　魔法というのが気になったのか、男の子が千春の制服のエプロンを摑つかんだ。

「おっきな、いぬ」

「セントバーナードを飼っていたんです」

　男の子の言葉に、男が付け加える。特定の犬種がわかるのは大助かりだ。

「セントバーナードか」

　しまってあったマジパンの生き地じを用意し、千春はさっそくセントバーナードを作り始める。多少デフォルメした、それでも一目でセントバーナードとわかる犬を作ると、今度はじっと男の子を見る。

　次に作るのは今日の主役である目の前の男の子だ。バースデーケーキが準備されていないという不幸にみまわれたが、今作っているのは正しよう真しん正しよう銘めいこの男の子のためのバースデーケーキだ。

　やがて、イチゴたっぷりのバースデーケーキの上に、セントバーナードと戯たわむれる男の子を模したマジパンが配置され、バースデーケーキには欠かせないチョコのプレートが載のせられる。

《秋しゆうくん　誕生日おめでとう》

　差し出されたバースデーケーキに目を輝かし、男の子は宝物を抱だくように箱を持つ。ここで落とすかもしれないからと言って取り上げない男も空気を読んでいる。

　子供らしい表情になった男の子の頭を、千春は少々乱暴に撫なでた。

「誕生日、おめでとう」

　二人いる弟たちと同じようにしたが、どうやら嫌いやがられることはなかったようだ。

「……ありがとう」

　小さな返事に、はにかむような笑え顔がお。

　それだけで、今日一日の疲つかれが吹ふっ飛びそうだった。
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「……はぁ……」

　千春は大きな溜ため息をついた。

　平日の午後。天気が良い公園には数組の親子連れが遊んでいる。まさに微笑ほほえましい日常の風景だが、千春にとっては薄うす暗ぐらいスモークが張られたような景色に見えていた。

「どうするかなぁ……」

　三週間ほど前、店主が自転車とぶつかって右みぎ腕うでを骨折した。奥さんも千春も、大ごとではないことに安あん堵どしたが、店主本人にとっては大きな出来事だったらしい。

　店主は七十一歳。奥さんはその三つ下。夫ふう婦ふと千春三人で店をまわしていたが、実際に菓か子しを作るのは店主だけで奥さんは接客と経理、千春に至っては雑用が主だ。そんな状じよう況きようで、店主の怪け我がが完治するまでの数カ月間、営業ができるはずがない。

　数カ月間の休業を取り、完治後また営業すればいいと千春は考えたが、店主の仕事に対する意欲はかなり落ち込んでしまっていた。その上、奥さんも病やみ上がりなので、高こう齢れいの両親を心配していた二人の息むす子こが無理に仕事をする必要はないと言い、結局は閉店することになってしまった。

　本当に、あっという間のことだった。

　高校の時からバイトをしていたとはいえ、就職してからはまだ数カ月。しっかりとした技術を習得しないまま失業する形になった千春は呆ぼう然ぜんとした。せっかく菓子作りが楽しいものだと思い始め、店主からたくさん学ぼうと思っていた矢先の出来事に、どうしてとどうしようもない感情が胸の中を渦うず巻まいた。

　しかし、今回のことは誰だれのせいでもない。強しいて言えば店主とぶつかって怪我をさせた自転車の主だが、相手はすぐに救急車を呼んでくれたし、その後の謝罪も真しん摯しなものだったと聞いている。

　店主夫婦に対しても、どうしようもない状況なので恨うらみなどない。ただ、本当に自分が不運だと落ち込むだけだ。

　就職して数カ月での失業に店主夫婦は深く謝罪をしてくれ、店都合だからとすぐに失業手当が出るようにと手配もしてくれた。その辺りのことは考えていなかった千春にとって、感謝するほかない。

　問題は、次の就職先だ。

　高校を卒業してすぐに就職したので、製菓学校も通っていない。菓子作りに関してはほとんど素人しろうと状態の上、強こわ面もての千春を雇やとってくれる店はなかなかなかった。

　千春自身、元の店の雰ふん囲い気きが好ましく、最近の華はなやかなパティスリーには足が運びにくいので、余計に選せん択たくの幅はばは狭せまくなっていた。

「……はぁ」

　何度目かの溜め息が口をついて出てくる。

　気持ちを新たに製菓学校に通うことも考えたが、それなりに高い学費がネックだ。親が学費は出すと言ってくれたが、自分以外の四人の兄弟はまだ学生で学費がかかるし、一度社会人として就職した気持ちがあるせいか、親に金を出してもらうことに躊躇ためらいがあった。

　数カ月分の給きゆう与よと退職金、それに失業手当も出るのでそれを学費にあてようとは思うものの、その先のことを考えると憂ゆう鬱うつでしかない。

　そのうち、ちらちらとこちらを見る視線を感じた。こんな時間に何をしているのかと、母親たちが警けい戒かいしているのかもしれない。

　千春は立ち上がると自宅に戻もどろうとしたが、その前にふと働いていた店を見たくなった。

　あれから一カ月弱、今店はどうなっているのだろうかと思いながら足を向けると、そこには看板を下ろし、ショーウインドー越ごしに見える中ががらんとした店があった。ガラスには入店者募ぼ集しゆうの紙が貼はられてある。

「……」

　もう、ここには誰もいない。

　それを思い知らされたようで胸が痛くなった。

「……どうにかしないとな」

　立ち止まっていても、時間が過ぎていくばかりだ。本格的に今後のことを考えるしかない。唇くちびるを嚙かみしめた千春が踵きびすを返した時だ。

　一台の車が店の前の狭い道で停とまった。見るからに高そうな外車に、一いつ瞬しゆんどこかで似たようなことがあったような気がした。

　何となく視線が外せずにいると、突とつ然ぜん後部座席のドアが開き、小さな影かげが飛び出してきた。

「ぜんたろー！」

「……ぜんたろー？」

　誰だ……いや、どう見ても男の子の視線は自分に向けられている。それに、整った容姿の、表情が乏とぼしい子供……その顔に見覚えがある気がして、千春は思わず視線を合わせるように腰こしを屈かがめた。

「……あ、誕生日の」

　そして、すぐに思い出した。目の前にいる男の子は一カ月ほど前、まさしく店主が怪我をする一週間前に閉店間ま際ぎわの店に訪おとずれたバースデーケーキの男の子だ。

　たくさん訪れる客の中でも、この男の子のことは特に記き憶おくに残っていた。それは目の前でマジパンを作り、直接笑顔を見ることができた初めての客だったからだ。

　あの経験で、本格的に菓子作りがしたいと改めて思ったのだ。

「お、久しぶりだな。元気だったか」

　千春は手を伸のばし、その頭を撫でる。サラサラの髪かみは触さわると気持ちがいい。千春の行動に男の子の目が丸くなるのがわかり、あの時と同じだと笑みが零こぼれた。

「どうしたんだ？」

「おみせ……」

「ああ……店な、店は……」

　閉店したと言って理解ができるだろうか。言いよどむ千春の目に、運転席から降りてきた男の姿が映った。

「……でか……」

　思わず呟つぶやくと、目の前の男の眉み間けんに皺しわが寄る。さすがに良い言葉ではなかったかと思い、千春はすぐに謝罪した。

「すみません」

「……いや」

　ずいぶん溜めて、男は短く言った。

（あの時の奴やつとは違ちがうけど……）

　降りてきた男は、あの夜男の子と一いつ緒しよにいた人物ではなかった。あの時の男はもっと穏おだやかな表情で、人当たりも悪くなかった覚えがある。しかし、目の前の男は違う。

　一七五センチという、日本人としては長身の部類に入る千春より、さらに目線が上だった。おそらく一八〇センチは軽く超こえているだろう、かなりの長身だ。

　軽くセットされた髪はチョコレート色で、眼鏡めがねの奥の目はそれよりもさらに濃こい色だった。

　あまり表情がないせいか、整っている容よう貌ぼうがさらに際立っているし、嫌いや味みなほど長い手足はテレビや雑誌に出てくる俳優やモデルと比べても遜そん色しよくない。普ふ通つうのシャツにズボンという休日仕様の格好だが、今千春が着ているものとは雲うん泥でいの差があるほど高価なものだろうと自然と納なつ得とくできた。

（……あれ？）

　不ぶ躾しつけに見ていると、その面影が男の子と似ていると思った。年齢差による違いは当然あるものの、目元や口元が似ている。

「えっと……お父さん、ですか？」

　一見して三十歳前後だろう相手に今いま更さらながら敬語で尋たずねると、軽く顎あごを引かれて同意を示された。

「……」

「……」

「……」

　男の子はいつの間にか千春の袖そでを摑つかんでおり、立ち上がることができない状態のまま父親という男を見上げるしかない。

（こ、この状じよう況きよう……）

　饒じよう舌ぜつな方ではない千春がこの沈ちん黙もくをどうすればいいのかと考えていると、男の視線がその背後に移った。どうやら空の店を見たらしい。

「……閉店か」

「……っ」

　ゾクッとするほど低く、意外に甘い声。

　千春は一瞬動どう揺ようしてしまった自分を誤ご魔ま化かすように軽く頷うなずいた。

「そうです」

「人気店だったと聞いたが」

「聞いた？」

「以前、息子と一緒に男がいただろう。私の秘書だ」

「……秘書」

　そんな職業があることは当然知っているが、千春の身近にはまったくいない。秘書という存在を側そばに置いているこの男は本当に別次元の相手だなと半ば感心していると、男はさらに言葉を継ついできた。

「それで？　どうして閉店した？」

　この男は常連客ではないし、当然店主の知り合いでもないだろう。事情を話してもいいものかどうか迷ったが、閉店の経緯いきさつは不特定多数の人間が知っている。

　不ふ可か抗こう力りよくの怪け我がのせいだし、店主の名めい誉よを傷つけることはない。千春は正直に閉店の経緯を説明した。

　意外にも男は聞き上手で、千春の話の合間にタイミングよく言葉を挟はさんでくる。その中に下世話な好こう奇き心しんの色はなく、本当に事実の確かく認にんといった雰囲気だったので、千春はつい自分の現状までも話してしまった。

「……なるほど。じゃあ、今君は無職なんだな」

「……就活中です」

　一応言い直すと、男はそれまでおとなしく話を聞いていた男の子を見た。

「この子は、あのバースデーケーキをとても喜んでいた。特に、上に飾かざってあった犬と自分の菓か子しが気に入って、あれから食べずにずっと部屋に飾っていたんだ」

「あのマジパンを？」

「マジパンというのか」

　少しだけ驚おどろいた声がしたが、今の言葉に感激中の千春は気づかなかった。

　これまでも、千春が作ったマジパンの飾りを喜ぶ客はたくさんいた。直接言葉でも伝えられたし、喜ぶ顔も見ることができて、本当に嬉うれしかったことを覚えている。しかし、そのマジパンを食べたり捨てたりせず、一カ月もの間飾ってくれていたとは。

（……すげぇ……嬉しい……）

　ケーキの飾りなどに使われるマジパンは、食べられるもののあまり美味おいしいとは言えない。本当に飾りの役目が主で、そのまま捨てられることも多いことを千春は知っていた。それを、大切にとってくれていた。あの時、嬉し気に顔を輝かがやかせていた男の子の顔を思い出し、千春は思わず強くその頭を撫なでてしまった。

「ありがとな、あれ、俺の自信作だった……あ、悪い」

　力を入れ過ぎたせいで、男の子の綺き麗れいな髪が乱れてしまった。慌あわてて直していると、男の子が小さな声で言った。

「また、つくって」

「え？」

「ぼくと、ぜんたろー。ねこも、らいおんも、ぞうも……えっと、いっぱい」

　拙つたない言葉で一いつ生しよう懸けん命めい伝えようとしてくれている。まだ菓子職人でもない、見習いとも言えない自分が作ったものを気に入ってくれてまた望んでくれていることが本当に嬉しくて、千春は反射的に頷いていた。

「ああ、たくさん作る！」

　そこまで望んでくれるのなら、仕事としてではなく個人的にも大だい歓かん迎げいだ。

　しかし、その後すぐに、千春は男の子の父親の存在を思い出した。男の子は望んでくれても、保護者である父親がどう思うのかわからない。そうは思うが、男の子の希望も叶かなえてあげたい。

　どうしたらいいのか、千春は男の顔を見上げる。

「あの……」

「……時間はいいか？」

「え……あ、はいっ、暇ひまなんで」

「そういう時は、馬ば鹿か正直に暇と言わない方がいい」

「は、はい。えーっと、何とか時間を空けます」

「……そうか。ありがとう」

　考えて返事をすると、男の口元が少しだけ緩ゆるんだ気がした。










「……まじか……」

　高そうな車だと見ていたそれに、今実際に自分が乗っているのが不思議だ。それだけではない、この車でマジパン作りに必要な材料をスーパーに買いに行ったのも何だか申し訳ない気分になった。

　しかし、一緒に買い物に行った男の子───日くさ下か部べ秋が、表情が乏とぼしいながらも嬉しそうな様子を見せてくれたので、まあいいかと甘えることにし、そのまま秋と父親───日下部章あき仁ひとが暮らす家に向かったのだが。

「……」

「どうした？」

「い、いえ」

　みっともなく口を開けて見上げる千春に、日下部が声をかける。それに何とか返事をしたが、千春は内心ついてきて本当に良かったのだろうかと心配になった。

　日下部親子が暮らすのは、都心のタワーマンションだった。それも、ワンフロアーに一つの家といったタイプで、開いた玄げん関かんの先に続く廊ろう下かの長さにも圧あつ倒とうされてしまう。

　極ごく々ごく一いつ般ぱん家庭で生まれ育った千春にとって、このマンションはどう考えても別世界だ。

（車を見た時点で気づけよ、俺……）

　そうは思うものの、秋の嬉しそうな顔を見るとこのままＵターンはできない。

「どうぞ」

「お、お邪じや魔まします」

　靴くつを脱ぬぐ場所もわからないので日下部を横目で見つつ、用意されたシンプルで上品なスリッパに恐こわ々ごわ足を入れた。

「キッチンはこっちだ」

「あ、あのっ」

　千春の緊きん張ちようなど気にした様子もなく歩き出した日下部を慌てて呼び止める。振ふり向いたその顔の無表情さに気き後おくれしながらも、千春は気になることを口にした。

「今いま更さらなんですけど、身元不明な俺を家に入れていいんですか？」

「……」

「……」

「知っている」

「え？」

　思いがけない返事に、千春は声が裏返る。

（知ってる？　え？）

「秋が気に入った菓子を作っている職人だ。疑う余地はないだろう」

「……え？」

　もしかしたら身元を調べられているのかと焦あせったのに、返ってきた言葉は根こん拠きよのない信しん頼らいだった。親が子供を信じるのは良いことだが、それを千春を信じる根拠にするのは無む謀ぼうすぎる気がする。

「行くぞ」

　どう見ても、それなりの地位にいるだろう大人の男の判断としては頷うなずきがたいのだが……千春はじわじわとした喜びが込み上げてきて、にやけそうになる顔を慌てて俯うつむかせた。

　この信頼に反することなどできるはずがない。

　もしかしたらそれこそが日下部のやり方なのかもしれないが、千春は内心、秋を絶対喜ばせてみせると強く誓ちかった。










「すげぇ……」

　案内されたモデルルームのような生活感のないキッチンは、まるで使う人などいないようだ。そういえば、母親の姿はないが、不在中に使ってしまっていいのだろうか？

「あの、本当にここで作ってもいいんですか？」

「ああ」

　あっさり頷かれると、それ以上千春も言うことがない。

　久しぶりにマジパンを作った。

　マジパン自体、材料は集めやすいし、子供でも作ることができる。だが、千春は対象物を観察する目には自信があるし、手先の器用さもその自信を後押ししてくれた。

　作ったのは、前と同じく秋とセントバーナードのぜんたろー。それに、リクエストの中から猫ねこと象も追加した。

　買い物をする時、昼時だったので何かリクエストがないかと尋たずねてみた。それに、秋がパンケーキと答えたので、パンケーキの皿にバランスよくマジパンの人形たちを並べてみた。自分でもなかなかの出来だと思う。

「秋君、できたよ」

「わぁ……」

　フワフワのパンケーキに、仲良く並ぶ秋と動物たち。その光景に秋は目を煌きらめかせている。その様子に思わず笑ったが、千春は日下部の前にも大きな皿を置いた。

「どうぞ」

「……これは、私か？」

「はい」

　大人の男にパンケーキはどうかと思ったが、日下部も同じものでいいと言ったので秋のものより一回り大きく焼いてみた。そして、皿にはマジパンで作った日下部と秋が手を繫つないでいる人形を飾かざっている。日下部は、まさか自分を作るとは思わなかったのだろう、会ってから初めて、わずかに驚おどろいたように目を見張った姿に、千春は内心ガッツポーズを作った。　>>>♥

　身を乗り出して日下部の皿を覗のぞき込んでいた秋が、

「似てる……」

　と呟つぶやく。

「似ているか？」

「うん」

「……」

　どう答えていいのか迷っているふうの日下部を置いて、秋はさっさとパンケーキを食べ始めた。しっかり卵を泡あわ立だてて、生クリームも混ぜてある自信作だ。意外に食に関して口うるさい兄弟たちに食べさせるために、洋菓子店の店主に相談してレシピを作り上げた。

「……おいし……」

「そっか。良かった」

　自信はあったが、ちゃんと言葉で伝えてもらい、千春も安心して息を吐はき出す。そして、今度は日下部へと視線を向けた。まだ皿を見ている姿がシュールだ。

「えっと、日下部さん？」

「……上手うまいものだな」

「え？」

「ちゃんと私だとわかる。秋が気に入って飾っていたのも納なつ得とくできるな」

　淡たん々たんと言った日下部が、パンケーキを頰ほお張ばる秋へ目を向ける。

「普ふ段だん食が細い秋が、こんなにも勢いよく食事をするのを初めて見た。君のおかげだな、ありがとう」

　口数が多いように見えないのに、こんなふうに言葉を惜おしまず礼を言ってくれるのがこそばゆい。

「い、いえ、俺こそ、久しぶりにマジパンを作れました。正直、なかなか就職が決まらなくて菓か子し職人になりたいのかどうか迷っていたんですけど……改めて、喜んでくれる秋……君の姿に、やっぱり諦あきらめないって思いました」

　就職は先に延ばし、製菓学校に行って基き礎そからしっかりと学ぶ。だが、学費と家に入れる生活費を考えて、まずはバイト探しだと考えていると、黙だまって話を聞いてくれていた日下部が言った。

「次の就職先が決まるまで、うちで働く気はないか？」

　驚いて日下部を見たが、その表情は相変わらず読めない。だが、こんな時に冗じよう談だんなど言うはずもなく、それが千春のことを思っての言葉だと思えて、まずは感謝の気持ちが沸わき上がった。だが、千春が目指すのは、買ってくれた人が喜んでくれる菓子職人だ。日下部が何の仕事をしているのかは知らないが、まったくの畑はたけ違ちがいに首を突つっ込むつもりはない。

「ありがとうございます。でも、俺、菓子職人を目指してるんで、別の仕事は……」

「秋の食事作り」

「……食事作り？」

「ああ。小食の秋が君の作ったものはよく食べるし、人見知りなのに君を怖こわがる様子はない。働き口が決まるまで、秋の友達としてうちに来てくれたら助かるんだが」

「ちょ、ちょっと待ってください。俺、今日初めて日下部さんと会いました。秋君とも二回目です。そんな俺を簡単に信じていいんですか？　不用心だと思うんですけど」

　家に入っていて今更かもしれないが、今回は日下部が一いつ緒しよにいたが、この先もし秋の食事作りに通うとすれば彼が不在の時もあるだろう。大事な息むす子この側そばによく知らない人物を置くのは良くないと思う。

　それに、子供の食育を考えるのは親の、特に母親の役割が大きいのではないだろうか。

「きっと、奥さ……母親が作ったものの方が美味しいと思います」

「母親はいない」

「え？」

「三年前に離婚している。食事は通いのハウスキーパーが作っているが、秋はあまり食べない」

　あっさりと家庭の事情を説明され、千春は何と言っていいのか言葉が出てこなかった。

　三年前に離婚しているのなら、秋にとって母親の味というのは記憶にないのかもしれない。だとすると、単なる食事作りとはわけが違うような気がした。秋のことを考えるのなら、もっとちゃんとした人を雇うべきだ。

「日下部さん、俺みたいなのを雇うより、もっとちゃんとした人を雇うべきです。だいたい、初対面も同然の俺をすぐに信用しないでください」

「これでも、私は人を見る目がある。それとも、君は犯罪を犯おかす人間か？」

「そんなわけあるか！」

　反射的に叫さけんでしまい、千春はあっと動きを止めた。目の前の日下部が、にやりと目を細めるのが見える。

「じゃあ、構わないな。君を信用する」

「……あれ？」

（ハメられ……た？）

　千春が言っていることを日下部のような男がわからないはずがない。それが、巧妙に話を逸らされ、結局彼の申し出を受け入れる流れになってしまった。

　千春はもう一度反論しようと思ったが、その前に日下部がさっさと話を進めてしまう。

「明日、履り歴れき書しよを持ってきてくれ。代理の人間が受け取ると思うが」

「履歴書……」

　まるで今日一日で面接を受けた気分だ。

（ここに通う……？　どっちにしろバイト先を探さなくちゃいけなかったけど……）

　日下部が信用してくれると言うのなら、秋のために自分も覚悟を決めるしかない。

　ある程度の金を貯ためるために働く場所が、可愛かわいい秋の側ならば……いいかもしれない。

「……よろしくお願いします」

　そうなると、雇こ用よう主は日下部となる。若じやつ干かん誘ゆう導どうされた気分だったが、それでも千春は椅い子すから立ち上がって頭を下げた。

「パパ」

「秋、桜木君が秋の食事を作ってくれる。彼の作ってくれるものなら食べられるな？」

「……うん。ぜんたろーも」

　秋がセントバーナードのマジパンを摘つまみ上げる。

「去年、天国に行ったんだ。秋が生まれた時から一緒にいたから寂さびしがる」

「……そうですか」

　死んだ愛犬を思って、毎回マジパンに犬をリクエストしていたらしい。

　そう言われてリビングを見れば、幾いくつもの写真立てがあり、そこに大きなセントバーナードに抱だき着く秋の写真もあった。マジパンを作った時はあくまで千春のイメージだったが、偶ぐう然ぜんにも毛並みが似ている気がする。

　そして、そこには母親らしき女性が写った写真はなかった。事情を知った今となってはそのことに触れるわけにもいかず、千春は犬の写真をじっと見つめた。

「あれがぜんたろーか」

「私の父がつけた。良いことを運んできてくれるようにとな。その通り、善ぜん太た郎ろうは君と私たちを結び付けてくれた」

　日下部には似合わない精神論だが、自然と納得できる。

「また、ぜんたろーを作るから」

「うん」

「今度は秋君も一緒に作ろう」

「ぼくも？」

「ああ。その方がぜんたろーも喜ぶと思う」

「うん」

　千春の言葉に、秋は小さく頷うなずいた。

　この時点で、期間限定だが千春は日下部と雇用契けい約やくを結ぶことになった。
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　日下部は大学四年の時に起業した。人の下で働くのを好まなかったということもあるが、自分の力でどこまでできるか試ためしてみたかったという気持ちもあった。

　時流に乗ったＩＴ関連の企き業ぎようはどんどん業績を伸のばし、その後の拡大や合がつ併ぺいによって、ＩＴ企業の中でもかなりの上位に立つことができた。

　プライベートでは、二十五歳の時に二歳年上の仕事仲間との間に子供ができ、自立心があり、同じ方向を向いている彼女となら人生を歩めると思い結けつ婚こんした。

　熱愛の上での結婚ではなかった。それでも、日下部なりに家族を大事にしようとしたが、元々が仕事人間の妻は出産後すぐに仕事復帰し、我が子とはいえ幼い子の世話をすることを苦痛に思うようになったらしい。

　今から思えば、彼女なりに努力したのだろうが、どうしても自分というものを捨てきれなかった彼女はそのまま仕事にのめり込み、次し第だいに日下部との間に亀き裂れつが入っていった。子供が寂しがっているのをわかっていても、家族との時間よりも自分の仕事を優先する彼女についていけず、結局二年で離り婚こんすることになった。

　子供は、日下部が引き取った。

　その後も、子供のことで何度か元妻と会うことはあったが、もう妻として、母として彼女を見ることはなくなった。

　驚おどろくことに、離婚から一年後、彼女は再婚した。相手は取引相手の外国人で、そのまま海外に行くことになってしまった。

　最後に会った日、日下部は彼女に聞いた。

「二度と結婚しないと言っていなかったか」

　その問いに、彼女は苦く笑しようして答えた。

「結婚してくれないと死んでしまうって言われたの。これほど愛されて、逃にげられないって思ったわ」

「秋のことは？」

「……私は秋の母親にはなれなかった。あなたは立派な父親よ」

　責任を押し付けられたような気がしたが、日下部にとって秋はもう大切な家族だった。慣れない子育てをしながら、秋に不自由な思いはさせたくないと、仕事にもいっそう励はげんだ。

　秋は育てやすい子供で、通いのハウスキーパーもまったく手がかからない良い子だと報告してきた。さすが我が子だと、誇ほこらしく思った。しかし、仕事が忙いそがしくなるのに比例し、家にいる時間が少なくなっていき、それは秋との時間もなくなっているということだと日下部はすぐに気づけなかった。

　気がついた時、秋はあまり笑わない子供になっていた。

　食事や遊びといったものにもあまり興味を示さず、静かに一人の時間を過ごしていた。いや、一緒にいたのは、十年前から飼っていたセントバーナードの善太郎だ。

　海外に転勤になった友人から引き取った善太郎はもう老犬になっていて、日中もあまり動くことはなくなった。それでもいつでも秋と一緒にいてくれて、まるで善太郎が秋の父親のように見えた。




　そんな善太郎が死んでしまうと、秋はますます自分の殻からに閉じこもるようになってしまった。

　別れた妻には、もう何の感情もない。だが、秋とは家族として温かい家庭を作りたかった。

　そのためにも秋との時間を取ろうとするが、今の段階では無理がある。忙しくしている原因は自分だが、どうするかとジレンマを感じているころ、秋の誕生日がきた。ケーキを注文し、その日は早く帰るつもりが、結局午後九時過ぎに帰宅することになってしまった。

　約束を、また破ってしまった。

　秋はもうベッドに入っていた。

　秋のベッドの枕まくら元もとには見たことのない小さな人形のようなものが飾かざられていた。自分の代わりに秋につけていた第二秘書に尋たずねて、ケーキの予約ができていなかったことに眉まゆを顰ひそめ、偶然行き当たった洋よう菓が子し店の心こころ遣づかいに感謝した。

　飾っていたのがケーキの上に載のせる菓子だと初めて知って、その出来に感心した。




　その日からしばらく秋はご機き嫌げんだったが、次第に人形からツヤがなくなっていくのと同じように元気がなくなってきた。どうやらこの飾りがかなり気に入っているみたいだと知った日下部は、秘書にまたその洋菓子店に行ってほしいと頼たのんだ。

　しかし、その洋菓子店は閉店してしまっていた。もうあの飾りは手に入らないと告げるのも可か哀わい想そうで、他ほかの店のものを用意したが、なぜか秋はその違ちがいが判わかり、だんだん態度が頑かたくなになっていった。

　ようやく休みを取り、気分転てん換かんにドライブに連れ出したが、秋は黙だまって窓の外を見つめるだけだ。

　ふと、日下部は秋が気に入ったというあの洋菓子店のことを思い出した。既すでに店は閉店しているが、もしかしたら別の場所で開店する可能性もあるかもしれない。

　ほとんどないであろう可能性だったが、日下部は店があったという場所に車を走らせてみた。

　住宅街の中の狭せまい道を走り、聞いていた店の場所まできた時───一人の若い男がその前に立っているのが見えた。

　長身で、細身の身体からだ。真っ黒の髪かみは少しボサボサで伸びている。

「あ」

「秋？」

　日下部と同じように外を見ていた秋が声を出したので、日下部はとっさに車を停とめた。

「秋っ」

　その途と端たん、自分でドアを開けた秋が若い男の側そばへと駆かけ寄る。

「ぜんたろー！」

　秋の言動で、その若い男が秋が気に入っている菓子人形を作ったのだとわかり、日下部は改めてその風ふう貌ぼうを見た。

　秘書の話では目つきは悪いものの、人当たりは良い青年だったらしい。

　───その言葉通り、青年の目つきは確かに悪かった。言葉遣いも目上相手に丁てい寧ねいとは言いがたいが、それでも実直な様子は窺うかがえ、何より秋に向ける眼まな差ざしの温かさに警けい戒かい心しんは不思議と消えた。

　これでもそれなりの地位にいる日下部に寄ってくる者は多い。仲間はもちろん、対価がある関係にある者はまだいいが、うま味だけを毟むしり取ろうとするような人間が男女を問わずかなりいる。しかし、彼───桜木千春はそんな人間ではないように思えた。

　秋が彼から離はなれる様子がないため、彼を家に誘さそった。初対面の人間をプライベートな空間に呼ぶなんて、それこそ初めてのことだったが、意外にも楽しい時間を過ごせた。

　それに、千春の菓子人形を作る腕うでは確かだ。まだ働き始めたばかりだと言っていたが、元々手先が器用な方なのだろう。善太郎の姿も懐なつかしく、秋の目が久しぶりに輝かがやいていたのが嬉うれしかった。

　その上、千春は料理も上手だった。

　作ってくれたのはパンケーキだが、ハウスキーパーが作るものよりもはるかに柔やわらかく、美味おいしい。

　小食の秋が旺おう盛せいな食欲を見せたことに、日下部はこれが良い切っ掛かけになるのではないかと思った。本人には悪いが、千春は今無職で時間がある。料理の腕もいいし、秋も懐いている様子だ。ずっとというのは無理かもしれないが、しばらくここに通ってもらえるのなら───。

「次の就職先が決まるまで、うちで働く気はないか？」

　そう切り出した日下部に、千春は驚いて目を丸くした。そうするとどちらかというと強こわ面もての顔が幼く見え、なんだか可愛かわいく感じてしまう。

　一回り歳としの差はあるが、会社を経営している日下部には千春を簡単に丸め込む自信があった。

　卑ひ怯きようだが秋のことも絡めて説得すると、最終的に千春は秋の食事作りを引き受けてくれた。これで、少しは秋も楽しい時間を過ごせるはずだ。

　もちろん、根本的な問題も忘れているわけではない。父親である日下部こそが秋のよりどころにならなければならないのだが、長く距きよ離りがあいたままの時間を過ごしたせいで、らしくもなく……怖こわいのだ。




「秋」

　千春と会ったその夜、ベッドに入った秋に話しかけた。

「桜木君を呼んでよかったか？」

　秋は頷うなずく。

「……うれしい」

「そうか」

「いっしょに、ぜんたろーつくる」

　もう次の約束を口にする秋の表情には、わずかに子供らしさが滲にじんでいる。

　その表情を生み出したのが自分ではないことに勝手に落ち込んでしまいそうになったが、続く秋の言葉に日下部は我わが儘ままな己おのれの感情を深く反省することになった。

「パパも、つくる」

「私も？」

「いっしょ」

　言葉が途と切ぎれ途切れになり、ゆっくり秋の瞼まぶたが落ちる。日下部は軽く髪を撫なでたが、その頰ほおはみっともなく緩ゆるんでしまった。

「……一いつ緒しよか」

　父親らしいことなどほとんどしていないのに、秋はちゃんと日下部を父親として認めてくれている。そのことを指す言葉が、ジワリと温かく胸に広がっていた。

「……感謝しないといけないな」

　今日、あの洋菓子店に行ってよかった。ほんの思いつきだったが、あそこで千春と会えたことが自分たち親子にとってどれだけ幸運だったか。

　日下部は小さな我が子の髪を撫でながら静かに喜びを嚙かみしめていた。








第二章









　インターホンを押すと、しばらく経たってドアが開いた。

「おはようございます」

　顔をのぞかせたのは年配の女性だ。

「おはようございます」

　千春は頭を下げた。

　彼女は日下部家の通いのハウスキーパー、大おお森もり江え津つ子こだ。千春の母親と同世代で、おっとりとした雰ふん囲い気きの人だ。

　これまで、基本的に彼女は午前九時から午後九時までの勤務形態で、昼間は数時間休みがあったらしい。

　帰宅の遅おそい日下部の代わりに秋の風ふ呂ろから就しゆう寝しんまでを見守っているという話で、秋が二歳のころから三年間も通っているらしく、千春から見た限り秋も少しは懐いているようだった。

「じゃあ、お願いしますね」

「はい」

　千春が来るようになって、彼女の勤務時間は変わった。朝九時から昼一時まで。昼には千春が来て、秋が寝ねるまでいることになる。

　当初、千春は洗せん濯たくや掃そう除じまでするのかなと考えていたが、日下部はそれでは大森の仕事が無くなると言った。それに、そもそも千春は秋の食事作りのために雇やとったので、ハウスキーパーとしての仕事は大森に任せるようにと告げられたのだ。

　自分が来たばかりに他ほかの人の仕事が無くなるのは嫌いやだったし、家事を完かん璧ぺきにできる自信もないので、千春はその条件を受け入れた。

　仕事が減った形になった大森だが、以前から秋の小食ぶりを気にしていたらしい。

　千春の作ったものは食べるという日下部の話に、快く条件変へん更こうを受け入れたと聞き、千春は大森の優やさしさに感謝した。

「あ、大森さん、これ」

　千春は靴くつを履はく大森を呼び止め、手にしていた小さな紙バッグを差し出す。

「少ないですけど、どうぞ」

「まあ、何かしら」

「シュークリームです。朝作ってきました」

「まあっ、私大好きなの！　千春君の作るお菓か子しは美味しいから楽しみだわ。ありがとう」

「いいえ」

　千春が大森に家で作った菓子を渡わたすのはこれで三回目だ。

　店のように器具が充じゆう実じつしていないので作れるものには限りがあるが、それでも腕がなまらないように時々菓子を作っている。焼き菓子は以前勤めていた洋菓子店でもよく手伝っていたのでまあまあ自信があるのだ。

「それじゃあ」

「はい、また明日あした」

　大森を見送り、リビングに向かう。大きなソファを回り込めば、ちんまりと秋が座っていた。

「こんにちは、秋」

「……」

「どうした？」

　何か言いたげな秋の顔を覗のぞき込むと、おずおずと伸のびてきた小さな手が服の袖そでを摑つかんだ。

「……しゅーくりーむ」

　どうやら、玄げん関かんでの会話を聞いていたらしい。自分にはないのかと少し拗すねた雰囲気を感じ取り、千春は笑いながら秋を抱だきしめた。

（本当に可愛いなぁ）

　はっきりとシュークリームが食べたいと言えばいいのに、秋はなかなか自分の要求を口にしない。性格的な問題もあるかもしれないが、五歳ならもっと我儘を言ってもいいのだ。

「秋のシュークリームは一緒に作ろうと思ってるんだ」

「……つくる？」

「焼きたても美味おいしいんだぞ。パパの分も一緒に、俺と作らないか？」

「うん」

　千春の提案に、秋は即そく座ざに頷く。さっきまでしょんぼりとした様子だったのに、今は子供らしく楽し気に笑っていた。

「よし。じゃあ、キッチンに行こうか。まずすることは？」

「てをあらう」

「正解」

　小さな秋の手を繫つなぎ、千春は広いキッチンに向かった。

（いつ見てもすごいキッチンだよな）

　最新の設備が整ったアイランドキッチン。パン作りもできるように天板は大理石だ。大森が毎日のように掃除をしているので、キッチンはとても綺麗だ。主婦ならとても喜びそうな───。

　そこまで考えて、千春は軽く頭を振ふる。この家に主婦という存在がいないことを思い出したからだ。

（母親がいたら、秋ももっと子供らしかったのかもしれないな）

　正式にアルバイト契けい約やくをした後、千春は日下部の家庭事情を聞いた。

　日下部は三年前に離り婚こんしていて、元奥さんは外国に行ってしまったこと。

　子供である秋は日下部が引き取ったが、仕事が多た忙ぼうでなかなか向き合えていないこと。

　寂さびしさの中、感情の起き伏ふくが乏とぼしい子供になった秋は、食事も小食なこと。

　千春の立場で家庭の事情にあまり踏ふみ込んだことを聞くのはどうかと思ったが、秋がなぜ会って間もない自分のことをこれほど慕したってくれているのか、その謎なぞが少しわかったのは良かったかもしれない。

「今日も、善太郎を作るか？」

「うん」

　両親が側そばにいなくて寂しい秋に、ずっと寄り添そってくれていたセントバーナードの善太郎。その死んでしまった善太郎を生み出した千春のことを、まるで魔ま法ほう使つかいのように思ってくれているのだろう。

　千春が見ている中で、秋は自分専用の台を持ってくる。これは千春が日下部に頼たのんで用意してもらったものだ。

「ハル」

「あ、ごめん」

　もう自分で手を洗ってしまった秋が、早く早くと視線で千春を呼ぶ。《ハル》と初めて呼んでくれたのは、ここに通うようになって十日目だったか。

「よし」

　持ってきたシュークリームの材料を広げ、千春も手を洗う。

　仕事ではなく、これは秋と一いつ緒しよにする勉強だ。家で作ったものよりももっと美味しいシュークリームを作ろうと、千春も気合いを込めた。










「お帰りなさい」

　午後九時過ぎ、日下部が帰宅した。いつもより少し早い帰宅だ。

「秋は？」

「さっき寝ました」

　秋は日下部が帰宅するのを毎日待っている。まだ五歳なので午後八時を過ぎるとウトウトし始め、八時半には寝てしまう。千春は基本午後九時までだが、一人になる秋が心配で、日下部が帰宅するまで待つようにしていた。

「……甘い」

　リビングに入ってきた時、日下部が何かを確かく認にんするように視線を巡めぐらせて呟つぶやいた。まさか昼間のシュークリームの匂においが残っていたのかと慌あわてたが、どうやら日下部はそれを不快に思ってはいないらしい。

　問うように見つめられ、内心では言葉に出して聞けばいいのにと思いながら、千春は大きな冷蔵庫の中からシュークリームを取り出した。

「昼間、秋と作ったんです」

「秋が？　作れるのか？」

「クリームを入れる係です」

　カスタードクリームを、秋でも入れられるように皮の部分を上下に切り分けた形にしたのだ。

「夕食は？」

「食べてきた。これを貰もらってもいいのか？」

「じゃあ、コーヒーを淹いれますね」

　ダイニングテーブルにシュークリームの皿を置き、千春はコーヒーを淹れる。この家に来るまではインスタントが普ふ通つうだったが、ドリップしたコーヒーがとても美味しいことを初めて知った。

「どうぞ」

「ああ」

　日下部はシュークリームを食べる。大口だが、上品に見えるのは良い男だからか。

「……美味うまい」

　そんな良い男が、実は甘党だというのはちょっと面おも白しろい。もちろん悪いわけではなく、クールな男が甘いものを食べるとわずかに頰ほおが緩ゆるむのが可愛かわいいのだ。

　本人には内緒だが。

「今日、秋はどうしていた？」

「楽しそうでした。……あ」

　千春はあっと思い出した。

「今日も善太郎作りました。新しいのは秋の部屋に飾かざっています」

「今日も作ったのか」

　善太郎という飼い犬が死んで一年余り。時々思い出すのは良いが、秋はあまりに善太郎に依い存そんし過ぎていると日下部は心配しているらしい。できれば善太郎のマジパンも作ってほしくないようだったが、千春は別の考えを持っていた。

「秋、すごく想像力が豊かですよ。善太郎のいろんなポーズを想像して俺に教えてくれるんです。すごいですよね」

　千春の前で秋が泣くことはない。そればかりか、あんなことをした、こんなことがあったと、楽しそうに思い出話をしてくれる。

　いつもは言葉数の少ない秋だが、善太郎に関しては普通の五歳児になるのだ。

「秋は君とはよく話すんだな」

　淡たん々たんとした物言いなのに、少しだけ拗すねている雰囲気が伝わる。日下部がどれだけ秋のことを思っているのか伝わってきて、千春は自然と口元が緩んだ。

「日下部さんとも話したいと思っているはずですよ。いつも日下部さんが帰ってくるのを待ってますし。でも、途中で寝ねてしまうけど」

「……早く帰ろうとは思っているんだが……」

「空いているちょっとした時間で良いんですよ。もっと話を聞いてあげてください」

「……」

「秋、日下部さんが忙いそがしいことをちゃんとわかっています。それでも、我が慢まんできるまで寝ないで待ってくれてるんですよ、いい子ですね」

　日下部は黙だまったままシュークリームを食べきり、千春が淹れたコーヒーを飲む。

　千春も日下部の返事を聞きたいわけではなかったので、帰るために立ち上がった。

「帰りますね」

「送って……」

「大だい丈じよう夫ぶです。まだバスもありますから」

　幸い、都心であるこの辺りはバスの本数も多く、千春が帰る手段は十分ある。それに、男である自分が心配されて送られるのも何だか……恥はずかしい。今までの千春だったら、強こわ面もてのせいでどちらかというと誰だれかを守る側だったからだ。

　それに、何よりここには秋がいる。少しの間でも、夜に秋を一人にするのは心配だ。

　鞄かばんを持ち、玄げん関かんに向かう千春の後ろを、日下部が黙ったままついてきた。自分よりも長身の男が背後からついてくるのはちょっとおかしい。

「じゃあ、おやすみなさい」

「……おやすみ」

　玄関を出てエレベーターの扉とびらの前に立つ。ふと何気なく振り向くと、玄関を開けて立っている日下部を見た。

（え……）

　まさか、見送ってくれているのか。

　視線が合ったまま、どうしてか目を逸そらすことができない。

（く、日下部さん、もう戻もどって良いからっ）

　日下部の方から目を逸らしてもらいたかったが、なぜか彼はドアに寄り掛かかった姿でこちらを見ている。スーツの上着を脱ぬいだ格好のせいか、妙みように男の色気を感じて、千春はぎこちなく顔を動かした。

　そのタイミングに合わせるかのようにエレベーターの扉が開いたので、千春は急いで中に入る。一階のボタンを押して下降し始めて、ようやく息をつけた気がした。










　そんなことがあった数日後だった。

「日下部さん？」

　午後六時を過ぎたころ、日下部が突とつ然ぜん帰ってきた。彼は一人ではなく、落ち着いた雰ふん囲い気きの初めて見る男と一緒だった。

「あの……」

　千春の後ろには、秋が足にしがみつくようにしてついてきている。それでも怯おびえた様子はないので、おそらく顔見知りだというのは予想がついた。

「初めまして、日下部の秘書をしております、東とう郷ごう伊い月つきと申します」

「あ……秘書さん？」

　確か、以前洋よう菓が子し店に秋と一緒に来た男も秘書だと聞いた気がする。ＩＴ企き業ぎようの社長だとは知っていたが、秘書が二人もいるなんて、千春が思ったよりも相当大きな会社なのだろうか。

　しかし、そんなことを考えている暇ひまはなかった。東郷に肩かたを借りて立っている日下部は明らかな不調を訴うつたえる顔をしている。

「どこか悪いんですか？」

「風邪かぜを引いたようです」

　社内の医務室で診みてもらったらしく、本人はまだ仕事をすると言い張ったようだが、東郷が強ごう引いんに連れて帰ったらしい。

「私に引っ張ってこられる自体、弱っている証しよう拠こですから」

　東郷はそのまま日下部を寝しん室しつまで連れて行き、スーツの上着とネクタイを手早く外した。

「下まで脱がされたいですか」

「……自分でできる」

「お願いします。桜木さん」

「は、はいっ」

　いきなり名前を呼ばれ、千春は反射的に背筋を伸のばす。すると、東郷は柔やわらかく笑えんで、持っていた鞄の中から薬の袋ふくろを取り出した。

「食後に飲ませてください。後は放ほうっておいても頑がん丈じようなので大丈夫です」

「え、で、でも」

「私は仕事があるので。社長、明日は休みにしましたので、完かん璧ぺきに治して戻ってください」

「……わかった」

　低い声で返した日下部に一礼し、東郷はさっさと寝室を出ていく。千春は慌あわてて後を追って玄関に向かった。

「あのっ」

　いきなり病人を置いて行かれても困る。だが、東郷は靴くつを履はくと軽く頭を下げてきた。

「後はよろしく」

　バタンとオートロックで閉まった玄関に一人立ち、千春はどうすればいいのかめまぐるしく考える。だが、いつまでもここで考えていてもしかたがない。

　千春は引き返し、再び寝室に戻った。

　部屋の中では、日下部がさっきと変わらない体勢でベッドに腰こしを掛けていた。俯うつむいた肩が浅く上下しており、つらそうな様子が見えた。

　千春は手の中の薬の入った袋を見る。これを飲ませるにしても、寝かせるにしても、まずは着き替がえさせなければならない。

「日下部さん、パジャマに着替えましょう」

　ベッドの上には、大森が洗せん濯たくをしてくれたパジャマがきちんと畳たたまれて置いてある。それを手に取り、千春は日下部の耳元で言った。

「手伝いますから。ボタンを外しますよ」

　シャツのボタンに手をかけ、一つ一つ外していく。露あらわになった首筋には汗あせが滲にじんでいて、千春は少し待ってくださいと寝室を出た。

　バスルームでタオルを取ると、廊ろう下かに秋が立っていた。

「秋」

「パパ……びょうき？」

　秋の顔が不安に曇くもっている。千春はくしゃっとその髪かみを撫なでた。

「大丈夫。ただの風邪らしい」

「ハル……」

　普ふ段だん泰たい然ぜんとしている父親の見慣れぬ弱々しい姿に、何を思ったのか秋は千春の服を強く摑つかんでくる。広すぎるこの家に病気の父親とこの秋を二人残すなんて……できなかった。

「秋、今日、ここに泊とまってもいいか？」

「……おとまり？　ハル、いっしょ？」

「ああ。くさか……パパにもちゃんと言って、今日はここに泊めてもらう。だから安心していいぞ」

　この後、薬を飲むために食事をとらせなければならないし、夜中に日下部の症しよう状じようがどうなるのか気になる。どちらにせよ、病気の人間と幼い子供二人を残して帰ることはとてもできなかった。

「パパを着替えさせるから、リビングで待っててくれ」

　今度はしっかり頷うなずいてくれた秋の頭を撫で、千春は寝室に戻る。

「日下部さん、汗拭ふきますよ」

　一々説明して、千春は日下部を寝かせる準備を進めた。シャツと肌はだ着ぎを脱がせ、意外に鍛きたえている肌に浮うかぶ汗を素す早ばやく拭き、新しいシャツとパジャマの上を着せた。

　次はズボンだ。

「……」

　ベルトを外し、ズボンのファスナーに手をかけた時、大きな手にそれを遮さえぎられた。

「日下部さん」

　熱い手が、熱の高さを感じさせる。千春にとって今の日下部は病人だが、どうやら当人は少し違ちがうらしい。

「……自分でできる」

　掠かすれてはいないが、普段以上に低い声だ。

「大丈夫ですか？」

「ああ」

　もしかしたら、自分よりも年下の男に世話をされることに気まずさや羞しゆう恥ちを感じているのかもしれない。兄弟の世話に慣れている千春にとって、病気になった時は汗を拭いて着替えさせてやったり、おかゆを食べさせてやったりするのはごく普通のことだった。

　ただ、それを日下部に押し付けるつもりはない。

「わかりました。じゃあ、軽く食べられるものを作ってきます」

「……いらない」

　まただ。珍めずらしく拗すねた口調に、思わず笑ってしまった。

（日下部さんでも、甘えることってあるんだな）

　そう、これは甘えだ。病人特有の甘えに、千春はできるだけ柔らかな口調で言う。

「薬を飲むのに、何か胃に入れておかなくちゃいけませんから。本当に、一人で着替えることができるんですね？」

「……ああ」

「それじゃ、後で来ます」

　今は日下部の言い分を受け入れ、仮に後で来た時に着替えられていなかったらまた手を貸せばいい。

　千春は立ち上がった。










「パパは？」

　リビングに行くと、すぐに秋が近づいてきた。テレビも見ずにじっと千春が来るのを待っていたらしい。

　それほど日下部のことを心配していたのかと思うと微笑ほほえましく、千春は軽くその髪を撫でた。

「大丈夫だ、薬を飲んだらすぐに治る」

「おくすり……」

　飲んだことがあるのか、秋の顔がくしゃっと歪ゆがむ。その表情で、苦かったんだろうなとすぐにわかった。

「薬を飲むには何か食べないといけないんだ。今から作るから、夕飯はもう少し待てるか？」

　午後六時過ぎ、いつもなら秋の夕食の時間だ。でも、秋に食べさせる前に日下部に薬を飲ませたい。今日の夕食のメニューはハンバーグで、一応日下部の分もあるが、あの状じよう況きようではとても食べることはできないだろう。

　あっさりとしたおかゆを作るつもりなので、数十分、秋の方に待ってもらうつもりだった。

「うん。ぼく、おてつだいする」

「お手伝い？」

「パパがなおるの、おてつだいする」

　どうやら、日下部の食事作りを手伝ってくれるようだ。正直に言えば、秋にできることなどないが───いや、病気の父親に何かしたいと思っている気持ちは大事にしたい。

「よし、じゃあ、手伝ってもらおうかな」

　しまってあった一人用の土ど鍋なべを取り出し、少なめの米を水から炊たく。そこに入れるのはわずかな顆か粒りゆう出汁だしと塩だけだ。

　台の上に乗り、自分の役目を待っている秋には、小さなボウルと卵を渡わたした。

「ここに卵を割って入れられるか？　うまくできなくても大丈夫だから」

　普段は土鍋に直接割って入れるが、秋がするとなると失敗して殻からが入ってしまうかもしれない。その場合を考え、先にボウルに割ってもらうことにしたのだ。

　初めて卵を割る秋は、真しん剣けんな眼まな差ざしで卵を持つと何回かボウルに当てて割ろうとする。初めてでも、これまで千春がしていたことはちゃんと見ていたようだ。

　慎しん重ちようにし過ぎて力があまり入っていないのか、なかなか殻にヒビは入らない。それでも秋は諦あきらめなかったし、千春も自分がするからと取り上げなかった。

　コツコツコツ

　卵をボウルに当てる音が響ひびく。そして、それが何回目だったろうか、カシャッと音が変わったかと思うと、秋の手の中で殻は割れて、潰つぶれた黄身がボウルの中に落ちた。

「……」

　黄身が潰れたのを失敗だと思ったのか秋が泣きそうになったが、千春はすごいなと褒ほめた。

「上手にボウルの中に割れたな。お、殻も入ってない。大成功だ」

「でも……われちゃった……」

「練習したら、黄身が潰れないように割ることができる。これは一回目だからな。じゃあ、次は混ぜるか」

　フォークを持たせて軽く卵をかき混ぜさせると、いい具合に米が煮に立たってきた土鍋の中にゆっくり流し入れた。すぐに火は止め、蓋ふたをする。これで完成だ。

「あ」

（何か冷やすものあるか？）

　さすがに氷ひよう囊のうはないだろうが、冷やしたタオルだとすぐにずれてしまうかもしれない。

　念のため冷蔵庫を開けてみると、上段の隅すみに冷れい却きやくシートの箱が見えた。子供用なので小さめだが、これなら額に貼はれる。

（これ、秋のために用意していたんだろうな）

　多た忙ぼうで、なかなか秋と一いつ緒しよにいる時間がない日下部だが、ちゃんと秋のことを思っているのがこのひと箱でもすごく伝わる。千春は自分の方が嬉うれしくなった。

「秋、本当は一緒に行きたいけど、秋に風邪かぜが移ったら大変だからここで待っていられるか？」

　日下部のために手伝ったおかゆを食べさせたいと言い出されても、風邪が完治していない状況で寝しん室しつに秋を入れることはできない。

「……まってる」

「秋……」

　秋は素す直なおに千春の言葉に従った。行きたいと我わが儘ままを言われることを覚かく悟ごしていたので拍ひよう子し抜ぬけしたが、同時にこれくらいの我儘も言わないのかと悲しくなった。

　ずいぶん仲良くなったと思ったが、秋にとって自分はまだ遠えん慮りよする存在みたいだ。

「……すぐ戻もどるからな」

　土鍋と水の入ったカップ、そして冷却シートをトレイに載のせ、千春は寝室に向かう。あれから二十分くらい経たったか、着き替がえはどうなったかと思ったが、何とか自分で穿はき替えたらしい。パジャマ姿になった日下部はベッドに寝ねていたが、それはどちらかと言えば倒たおれこんでいるように見えた。

　トレイをベッドの側そばのチェストの上に置き、千春は日下部の身体からだを引き起こそうとする。身体に力が入らない、千春よりも大おお柄がらな男は……重かった。

「日下部さん、ちゃんと掛かけ布ぶ団とんの中に入ってください」

「……このままでいい」

「風邪が酷ひどくなりますよ」

　ぐっと腕うでを引っ張ると、日下部は低く呻うめきながらもどうにか身体を起こしてくれた。その間に下した敷じきになっていた掛布団を外し、マットの上に誘ゆう導どうする。

「このまま寝ないでくださいね。おかゆ、食べてください」

「……いらない」

「薬が飲めません」

「……」

「秋君も一緒に作ってくれたおかゆです。ほら、起きてくださいってば」

　日下部は口の中で何やら言っていたようだが、秋が作ったと聞いて食べなくてはと思ったらしい。何度か身体を動かし、ヘッドボードに背中を預ける格好で落ち着いた日下部は、深く息をついて目を閉じたまま顔を上げた。

　その様子を見てトレイを持ってきた千春は、とても日下部が自分で食べることはできないだろうと判断する。

　考えたのは一いつ瞬しゆんだった。

　広いベッドの端はしにトレイを置くと、蓋を開けて良い感じに半熟になった卵をかき混ぜる。そして、レンゲに少量のおかゆをすくうと、何度か息を吹ふきかけて冷まし、日下部の口元へ運んだ。

「日下部さん、口を開いてください」

「……」

「日下部さん」

　レンゲで軽く唇くちびるを押すと、わずかにそれが開いてくれる。すかさずレンゲを差し入れて傾かたむけると、日下部はゆっくりとおかゆを咀そ嚼しやくしてくれた。　>>>♥

「……味がない」

　しばらくしてようやくおかゆを飲み込んだ日下部は、眉み間けんに皺しわを寄せながら呟つぶやく。

　こんな時でも日下部らしくて、千春はふっと笑ってしまった。

「病人食なんてこんなもんです。はい、口を開けて」

　少しでも食べなければ、せっかくもらってきた薬も飲めない。千春は味のしないおかゆを食べたくなさそうな日下部に何度も声をかけながら、とりあえず半分は食べさせることができた。これなら薬も飲める。

「もっと食べますか？」

「……いらない」

　美味おいしくなくても、少し腹に溜ためたせいか初めよりも声が出ている。その様子に安あん堵どしながら、千春は用意していた薬を取り出した。

「この薬を飲んでください。そしたら寝てもいいですから」

「……桜木、くん」

「はい？」

「帰る時間は、いいのか？」

　時刻はそろそろ午後七時。いつも午後九時まではいる千春にとって帰るには早い時間だ。

　熱で意識が混こん濁だくしているのか、おそらく日下部は自分がいつも帰宅する時間、午後九時を過ぎていると思っているのだろう。

「今日は、泊とまらせてください。リビングのソファで寝ますから」

「……泊まる？」

「はい、薬」

　今はあまり考えさせない方がいい。

　千春は話を打ち切って薬を飲ませ、日下部の身体をベッドに横たえる。食べ物を胃に入れたせいか、それとも薬を飲んだからか、さっきまでよりもかなり柔やわらかな表情になったが、それでも眉間の皺が取れないのが日下部らしかった。

「もう寝てもいいですから」

「……秋……」

「秋君は俺が見てます」

「……あり……が……」

　深い呼吸に交じる言葉は小さくなってしまい、最後まで聞き取ることができなかった。それを残念に思うと同時に、こんな時もちゃんと礼を言ってくれる日下部の律りち義ぎさが嬉しく思える。

　あの眉間の皺は、どんな時に消えるのだろう。

　ふと、そんなことを思ったが、皺がなくなると日下部らしくないと考え直す。

「あっと」

　土ど鍋なべを下げようとした時、置いたままの冷却シートが目に入った。意識がある時に貼ると嫌いやがるかもしれないと思って後回しにしていたのだ。

　日下部を見下ろすと、目を閉じて眠ねむっているように見える。千春は汗あせばんだ日下部の額の髪かみをかき上げ、そっとタオルで拭ぬぐうと、封ふうを開けた冷却シートを額に貼った。

「……っ」

　ジェルの冷たさに、一瞬日下部が小さく呻く。しかし、目を開けなかったので、千春は軽くシートを押し当てた。すると、今度は気持ちよさそうな吐と息いきが漏もれる。

　子供用の小さなシート。秋のことを考えてちゃんと用意していたのだろうが、日下部のような仕事人間の大人の男がよく細かなことまで思いついたものだと感心する。それだけ秋のことを大切に思っているのだろうが、二人きりの家族なのだ、自分のことも大切にしてほしい。

　家族の多い千春の家では、誰だれかが病気になると誰かが必ず側にいた。そのほとんどは世話好きの千春の役目だったが、病気の時、気が弱っている時に人が側にいてくれるのは心強いのではないかと思う。

　千春は上掛けを直した。

「早く、元気になってください」

　二人きりの家族の秋が安心するよう、一日も早く治ってほしい。

　リビングに戻ると、すぐに秋と目が合った。

「パパは？」

「大だい丈じよう夫ぶ。薬も飲んだし、きっとすぐに治るよ」

　そう言うと、秋はソファの上で抱かかえていた足に顔を押し付けている。不安で泣きそうなのだろうか。心配して千春が隣となりに座ると、秋は顔を上げないまま小さな声で言った。

「パパ……いなくならない？」

「え？」

「ぼく、ひとりにならない？」

　千春からすればただの風邪かぜ。しかも普ふ段だん健康な大人の風邪なんて、一晩寝たら治るもんだと楽観できた。だが、秋にとっては重大な問題なのだろう。自分にとって唯ゆい一いつの保護者が寝込む。これまで母親の話はしたことがない秋だ、父親である日下部の存在はそれだけ特別なものなのかもしれない。

　不安でたまらないだろう秋に、言葉だけを継ついでも納なつ得とくできないだろう。千春は秋の両りよう脇わきを持って立ち上がった。

　驚おどろいて千春を見る秋の目が濡ぬれている。それに気づかないふりをして千春は笑いかけた。

「じゃあさ、夕飯食べた後、パパが元気になるお菓か子し、作ろうか」

「……おかし？」

「パパ、結構甘いもの好きだろう？　きっと、好きなものを食べたらすぐに元気になるよ」

「……うん」

　日下部の側にいたいだろうが、それで秋に風邪が移ったら大変だ。それよりも、大切な父親のために何かするという方に意識を持っていった。

「よし、まずは夕飯食べるか」

「うん」

　千春は秋を抱だき上げたままダイニングテーブルに移動した。




　　　　＊　＊　＊




『大丈夫ですから』

　夢の中で、何度も聞いた声。

　熱のせいで寝ね苦ぐるしかったが、何度もその声が聞こえ、そのたびに熱がすっと冷まされるのを感じた。

「……」

　ゆっくり開けた日下部の目に映ったのは見慣れた天てん井じようだ。どうやら家に帰って自室で眠っていたらしい。

　ここまでどうやって帰ってきたのかもおぼろげなので何とか記き憶おくを辿たどりながら、身体からだを起こしてみた。寝過ぎたのか、それとも熱のせいか身体が重く感じるものの、夕方に感じていた熱さは引いている気がする。

　見下ろすパジャマも汗ばんでいるので、きっと熱を出し切ってしまったのだろう。

　気づくとそのまま眠る気にはなれず、日下部はベッドから降りた。立ち上がってみて問題がないことを確かく認にんし、そっと寝しん室しつから出る。

　間接照明が灯ともっているので足元は暗くないが、今は何時なのだろうか。

　バスルームに向かう前、時間の確認と渇かわいた喉のどを潤うるおすためにリビングに向かった。

「……っ」

　廊ろう下かからリビングに続くドアを開けた途と端たん、ソファにこんもりとした山ができているのに気づいた。瞬しゆん時じに警けい戒かいしたものの、山の端はしから見える黒いものに、ゆっくりと警戒が解とけていく。

（確か……泊まると言っていたか）

　おぼろげな記憶の中に、世話をしてくれる千春の姿が浮うかんだ。確か、彼は今夜泊めてほしいと言っていたように思う。

　ここにはゲストルームもあるのでそこで寝たらいいのに、なぜこんな狭せまいソファの上で眠っているのか───いや、はっきりした性格のように見えて気を遣つかう千春ならではの選せん択たくかもしれない。

　日下部は千春を起こさないようにキッチンに向かい、水を飲もうとグラスを取ろうとした。すると、キッチンの上にあるビニール袋ぶくろが目に入り、そこに使用済みの冷れい却きやくシートが何枚か入っているのがわかった。

「……」

　日下部は自身の額に手を当てる。そこには目の前のものと同じ冷却シートが貼はってあった。

　使用済みのものが何枚もあるというのは、それだけ何回か貼り替かえられたということだ。それをしてくれたのはソファで眠る千春しかいない。

　契けい約やく内容に、そこまでするようにとは書いていないはずだ。だが、日下部は嬉うれしかった。

　誰かが側そばにいてくれた、そして、看病してくれたということに、じんわりと胸の中が温かくなった。

　この歳としになり、今の日下部は誰かを世話する側にある。それは子供の秋だし、会社の社員たちでもある。ずっと張りつめていたので病気になどならなかったが、いざこんな状じよう況きようになった時、側にいてくれる存在のありがたさが身に染しみた。

　一見強こわ面もての青年なのに、千春は本当に細やかな心配りをしてくれる。こんな優しい青年と一緒に暮らせる家族は幸せだろうと思う。

　そこまで考えた日下部は軽く頭を振ふった。熱が出たせいで、少し感傷的になっているのかもしれない。

　千春を好ましく思っているのは事実だが、それをもっと特別に考えるのはどうだろう。

　熱は下がったが、もう少し頭を冷やそう。

　そう思った日下部は、冷却シートを取り出すために冷蔵庫を開ける。すると、中段にトレイに載のったいくつかのグラスが見えた。

「……プリン、か？」

　色から見るとプリンだ。それがグラスに作られているとすれば、間ま違ちがいなく千春の手作りだろう。

　ふと見ると、一番大きなグラスの側に小さな紙があった。摘つまんで見ると、そこには拙つたない字で《パパの》と書いてある。

「秋……」

　するとこれは、千春と秋が日下部のために作ってくれたものだ。

　一番大きいグラスに作られた冷たいプリン。今食べるべきではない……そう思いながら、日下部はグラスを取り出し、スプーンを用意して一口……口にした。

「……美味うまい」

　今まで食べた中で、一番美味おいしいプリンだ。

　日下部はソファに眠ねむる千春を見て、そして秋が眠る部屋へと視線を向ける。

「……ありがとう」

　二人に聞こえるはずのない礼を口にし、日下部はまたプリンを食べる。これを食べ終えてしまったら、明日はもう自分のプリンはないのだろうか。

　冷蔵庫の中のグラスの数を数えながらそんなことを考え、ふと笑えみが零こぼれる。風邪を引いて得したなどと、誰にも言えるはずがなかった。








第三章









　翌日は朝からめまぐるしかった。

　朝、インターホンの音で目覚め、千春は寝ね坊ぼうしたことを悟さとって焦あせった。

　慌あわてて玄げん関かんドアを開けた千春の姿に大森が驚き、日下部が風邪を引いたと知ってすぐにパジャマやシーツの交こう換かんをしてくれた。

　寝起きの千春はただ恐きよう縮しゆくして礼を言うしかなかったが、これが仕事だからと大森は安心させるような笑みを見せてくれた。

　千春が起きた時には既すでに日下部は起きていた。額に貼っていた冷却シートは外され、セットしていないものの髪かみはべたついた様子はない。服もパジャマから部屋着に着き替がえており、一見してとても風邪を引いている人間には見えなかった。

「治ったんですか？」

「ああ」

（……さすが）

　翌日にはかなり回復するだろうと思ったが、まさか朝から通常モードになっているとは思わなかった。さすがと思うしかない千春だったが、同じく寝坊して起きてきた秋が日下部を見るなり抱き着いた様子を見て、良かったと安心できた。

　親子を邪じや魔まするつもりもない。千春はそのままリビングを出た。

「……あ」

　洗面所を借りて顔を洗った千春は、携けい帯たい電話をチェックする。昨夜ゆうべ、母親には事情を話して外がい泊はくすることは伝えたが、知らなかった兄弟からメールがかなり届いていた。

　その件数を見るとうんざりするが、皆みんなが千春のことを心配してくれているのは知っている。立場が変われば、千春もきっと兄弟を心配する。

　そう考え、千春はメールが一番多かった一番下の弟に電話をしてみた。土曜日なので学校は休みだろう。

「も……」

　もしもしと言う前に、

【どこいるんだよ！】

　急せき込むように言われてしまい、千春は苦く笑しようしながら落ち着けと宥なだめた。

「バイト先に急きゆう遽きよ泊とまるって母さんには言ってあるはずだ」

【……聞いてない】

「連れん絡らくしなくて悪かった」

　普ふ段だんは口うるさい千春に文句を言うことも多い中学二年生の弟だが、実際はすごく甘えん坊で寂さびしがり屋だ。母親に連絡するなら兄弟にもメールくらい送るべきだったと反省し、千春は電話の向こうで黙だまり込む弟に言った。

「今日は帰るから」

【……ハルのコロッケが食べたい】

「かぼちゃ入り？」

【ツナコーン】

　また面めん倒どくさいなと思ったものの、ここしばらくは日下部家のことで手いっぱいだったので、たまには甘やかすのもいいかもしれない。

「わかった。じゃあな」

【ちゃんと帰って来いよ！】

　電話を切ってホッと息をついた千春は、まだパジャマ姿の秋がこちらを見ているのに気づいた。

「……かえる？」

　どうやら今の電話を聞いていたらしい。今日は日下部も一日休みらしいので千春がいなくてもいいだろうと思ったが、秋の様子は明らかに寂しいと感じているみたいだ。

　嬉しくなって、千春は笑いながらその場に屈かがみ、秋と視線を合わせる。

「帰るけど、まだいるぞ」

「……」

「今日もパパに美味しいお菓か子しを作るって約束しただろう？　朝ご飯を食べたら買い物に行こうか？」

　昨夜、日下部に食べてもらう菓子として、喉のど越ごしの良いプリンを作った。プリン液をかき混ぜたり、グラスの中に注いだり、秋はその作業が楽しかったようだ。何より、父親のために自分も何かできるんだと思えたのが良かったのだろう。

　そんな秋に、千春はこれからも菓子を作ろうかと提案した。夕食はほとんど一いつ緒しよに食べることはできないが、疲つかれて帰ってきた日下部に美味しいものを食べさせたいと、千春自身も考えたのだ。

　料理はまだ難しいが、菓子作りは子供でも出来ることが多い。そう思って切り出した千春の提案に、秋は即そく座ざに頷うなずいた。

　今日は日下部も病やみ上がりだ。食べやすいゼリーでも作ろうか。

「よし、じゃあ、顔を洗おう」

　顔を洗う秋を見守りながら、千春はふと昨夜作ったプリンのことを思い出した。さっそく今から食べてもらい、秋に感想を言ってもらおう。

　着替えるという秋を見送り、先にリビングに戻もどった千春はそのままキッチンに向かって冷蔵庫を開けようとする。だが、その前に流しの水切りに伏ふせられているグラスが目に入った。

「これ……」

　見覚えがあるそれに手を伸のばそうとした時、ちょうど大森がやってきたので尋たずねた。

「大森さん、このグラス、洗いましたか？」

「いいえ、私が来た時はもう洗ってあったわよ」

「……」

　千春の視線は、自然にリビングのソファに座っている日下部に向けられる。新聞を広げて読んでいるその姿はいつもと変わらない。

「……ハル？」

　そこに、着替えた秋もやってきた。

　千春はグラスと日下部、そして秋を順に見て、秋の耳元で囁ささやいた。

　それを聞いた秋が日下部のもとへ歩み寄る。

「……パパ」

「なんだ」

「……おいしかった？」

　何がとは言わなかったが、日下部はすぐに答えた。

「ああ、美味おいしかった」

　その返事に、秋が日下部に抱だき着いた。新聞がクシャクシャになったが、日下部は秋を注意しない。

　ポンポンと、頭を撫なでるように叩たたいていた日下部の視線がこちらに向けられた。

「桜木君」

「は、はい」

「もう一つ、食べてもいいんだろうか」

　これこそ、何をなんて聞き返すこともない。千春はにやけそうになる頰ほおをなんとか抑おさえた。

「あと二ついいですよ」

「そうか。ありがとう」

「どういたしまして」

　くすぐったい思いを隠かくして答えると、日下部はさらに思いがけない提案をしてきた。

「後、買い物は私が連れて行こう」

「え？　で、でも、病み上がりじゃないですか」

　今はもういつもの日下部に見えるが、昨夜の苦しそうな姿はまだ目に焼き付いている。せめて今日一日は安静にした方がいいはずだ。

「せっかくできた休日だ。秋とできるだけ一緒にいたい」

「……」

　秋のことを持ち出されると、千春も駄だ目めだと強く言えなくなる。

　ここは頷くべきなのだろうかと迷う千春の耳に、子供の高い声が聞こえた。

「パパ、おるすばん」

　日下部に抱き着いた格好のまま、秋は決定打というように言い切っている。

「秋」

「まってて」

「……わかった」

　五歳児に諫いさめられる三十一歳。

　笑うのを必死に堪こらえる千春とは反対に、それを聞いていた大森が軽かろやかに笑った。










　日下部が倒たおれた後から、千春は秋と一緒にやることができた。それは、毎日の菓子作りだ。

「今日はチョコチップ入りクッキーを作ろうか」

　風邪かぜが治ってから、またいつものように帰宅が遅おそくなる日下部のため、夜食代わりの菓子を作る。菓子職人を目指す千春にとっても良い機会だ。

　日下部が療りよう養よう日だと休んだあの日、昼食は千春特製のパンケーキを作った。病み上がりの日下部には重いかとも思ったが、彼は大きなパンケーキをおかわりした。食欲が萎なえることはないらしい。

　添そえた生クリームだけでなく、たっぷりかけられた蜂はち蜜みつ。デザートに作ったゼリーのおかわり。これはもう決定的だった。

「日下部さん、かなり甘いもの好きですよね？」

「ああ」

　日下部は誤ご魔ま化かすことなくあっさり頷いた。

　毎日仕事が大変なので甘いものを欲ほつしているのか、それとも単に好きなのか。判断に迷うところだが、日下部が千春の作った菓子を好んでいるのは事実だ。

　それならば、忙いそがしい日下部の疲れが少しでも癒いやされるように、千春は彼の好きな甘いものを用意することにした。進路に困っていた千春に、好条件のバイトを紹しよう介かいしてくれた日下部に対して、少しでも恩返しになればと思ったのだ。

　そして、それには秋の手も借りることにした。

　秋が日下部のことを慕したい、日下部も秋のことを大切に思いながらも、二人ともどうにも口が重いみたいなので、会話の切っ掛かけの一つにでもしてほしかった。

　秋はこの年とし頃ごろにしては根気強く、物作りも好きみたいで、積極的に手伝いをしてくれる。センスもよくて、時には千春よりも上手にできることもあった。

　そんな時の嬉うれし気な秋の顔はとても可愛かわいくて、この顔を日下部にも見てほしいと思う。

　クッキーを焼いている間に、秋が日下部に手紙を書く。毎日ほとんど顔を合わせることがない親子のコミュニケーションだ。

　それを見て、千春もノートを書くことにした。毎日秋が何をしていたか、何を食べたか、自分が気づいたことも付け加えてテーブルに置く。それを見て、また話の切っ掛けになればと考えた。

　すると、翌日には千春の書いた後に日下部の返事があった。

　用意してあった夕食を食べたこととか、菓子が美味しかったとか。次は何を食べたいかなどのリクエストが、短いメッセージとして残されているのを見た時、千春は今までに感じたことのない戸と惑まどいと嬉しさに、気持ちがゴチャゴチャになったような気がした。

　通常、千春は日下部が帰宅した後に帰る。大体午後九時前後で、その時は必ず顔を合わせて言葉を交かわした。

　そう考えると、ノートに残してくれているメッセージはその時言葉で言ってくれてもいいはずだ。それを、わざわざ文字として残してくれていることが、少し……特別な気がするのはおかしいだろうか。

「……」

　昨日のメッセージは一言だった。

「ツナコーンコロッケが食べたい……か」

　それは、千春が家で作ったということをポロっと口にしたからだ。

　昨日のメニューはチキンカツで、同じ揚あげ物でもコロッケは手間がかかるとか、どうとか……そんな、千春にとってはまったく意識していないただの雑談を、日下部は覚えていて食べたいと思ったのだろう。

「ツナコーンか」

　今日はもう焼き魚にしてしまったので、コロッケは明日たくさん揚げることにする。できれば揚げたてが一番美味しいが、忙しい日下部に午後六時に帰って来いというのは無理だ。それこそ、前のように風邪を引いた時くらいだろうが、あんな弱々しい姿を見せるとまた秋が心配してしまう。

「ハル、なった」

　千春が考え込んでいる間に焼きあがったようだ。

「熱いから少し離はなれて」

「うん」

　オーブンを開くと、綺き麗れいに焼けたクッキーが見える。ほんのりとチョコの匂においもして美味しそうだ。

「あ、秋の作った善太郎もうまく焼けてるぞ」

「ほんと？」

　チョコチップクッキーなので色味は違ちがうが、形はもう作り慣れたような善太郎だ。

　冷めるのを待ち、クッキングシートから目当てのものを取り出してやると、秋が大事そうに皿に載のせた。

「後で食べるか？」

「……ハルと」

「俺と？」

　これまでは、善太郎を模かたどったものはすぐに食べず、部屋にしばらく飾かざることが多かったので少し驚おどろいた。

「そうか、ありがとう」

　千春は秋の頭を撫でた。










「ただいま～」

　午後十時前、帰宅した千春はすぐにリビングに向かう。

「お帰り」

　母はまだ起きていて、千春の姿を見ると声をかけてくれた。

「みんなは？」

「父さんは寝ねたわよ。和かずと裕ゆうは飲み会。智さと司しと雅まさ樹きは部屋にいるわ」

「じゃあ、風ふ呂ろ、いい？」

「ええ。追い焚だきして入りなさい」

「わかった」

　着き替がえを取りに行くため二階に上がると、いきなり目の前のドアが開いた。

「……」

「なんだ、起きてたのか」

「……まだ十時だし」

　中学二年生の雅樹はパジャマ姿で、髪かみも少し乱れている。多分、乾かわかさずにそのままベッドに横になっていたのだろう。

「髪は乾かして寝ろ、風邪引くぞ」

　働く前は文句を言いながら強制的に千春が乾かしていた。面めん倒どくさがりのうえに風邪を引きやすいので、お節せつ介かいかもしれないがずっと世話を焼いていた。それは雅樹が赤ん坊ぼうのころからなので、千春にとっては当たり前のことだ。

「ハル」

「ん？」

「いつまで家政婦するんだよ」

「家政婦じゃない」

「どっちでもいいよ。ハル、菓か子し職人になるんだろ？　就活とかしないのか」

「……」

　今の千春には痛い言葉だ。

（わかってるんだけどな……）

　日下部家でバイトをすればそれだけ金は貯たまる。しかし、菓子職人としての腕うでは鈍なまらないだろうか。

「……ちゃんと考えてるから。お前は心配しなくていい」

「心配なんかしてないっ」

　バタンと音をたてて閉められたドアをしばらく見つめ、千春は溜ため息を零こぼした。

　考えているとは言ったが、今の千春の一番の関心事は秋だ。寂さびしがり屋で、感情表現の苦手なあの男の子が普ふ通つうに笑えるように、千春ができることはしてやりたいと思う。

　ただ、一方で菓子職人になる夢もけっして忘れたわけではない。時間がかかっても、あの店主のように客を笑え顔がおにできる菓子を作りたい。そう考えると、たとえバイトでも菓子作りに関係のある場所にするのが本当じゃないか。

「……参った」

　自分はもっと信念があった気がする。

　それが、今は迷うことも多い。

『ありがとう』

　大勢の客ではなく、たった一人の言葉の方が重いと思うなんて……千春はまた深い溜め息をついた。










「え、お休みですか？」

「ああ」

　数日後、夜帰宅した日下部に言われ、千春は心配がぶり返した。

「またどこか悪いんですか？」

　風邪かぜが治りきっていないのかと心配になったが、日下部はすぐに違うと否定した。

「家で出来る仕事は家でしろと言われた。たまには秋と過ごしてやれと」

　どうやら、先日の体調不良を契けい機きに、日下部の業務内容が見直されたようだ。幼い秋と過ごす時間が少ないことも指し摘てきされたらしい。

　きっと、秋も日下部と一いつ緒しよにいられて嬉しいだろう。そうなると、留守番も兼けん務むしている千春はどうすればいいのか。

「俺は……」

「いつもの時間に来てほしい」

　日下部は迷いなく言った。

「秋も、君と一緒にいるとよく笑う。私といると気まずいかもしれないが……」

「気まずくなんてないですよ？」

　確かに日下部は言葉数が少ないが、それでも一緒にいる空間を嫌いやだと思ったことはない。それよりも、甘い菓子を眉み間けんの皺しわを消して食べたり、秋とぎこちなく会話をする様子を見ているのは楽しいくらいだ。

「……じゃあ、明日は日下部さんも一緒に菓子作りしますか？」

「……いいのか？」

　その返事から、日下部もやってみたかったのだろうということがうかがえる。

「秋もきっと喜びますよ」

「……そうだといいが」

　何も不安に思うことはないと思うのだが、日下部はどうも秋に対して遠えん慮りよをしている。ここはお節介でも、もっと二人が歩み寄れるよう手伝いをすることにした。

（何がいいかな……）

　作る菓子はケーキがいいかもしれない。スポンジは朝千春が焼いていき、デコレーションを日下部と秋にしてもらう。秋が好きなのはイチゴだったので、イチゴたっぷりのショートケーキがいいだろう。

　あとは、最近テレビで見た折り紙も持っていくことにした。テーブルで隣となり合って折っていれば、自然と会話も生まれるだろう。日下部は器用そうなので、秋に教えてあげるのもポイントが高そうだ。

（あ、俺は久しぶりにマジパン作ろうかな）

　秋が喜んでくれたマジパン。今でも時々作っているが、久しぶりにケーキのデコレーションとしてちゃんと飾りたくなった。

「桜木君？」

「……あ」

　ウキウキとし過ぎて、すっかり今どこにいるのか忘れてしまっていた。

　千春は着替えてリビングに戻もどってきた日下部の前に、ムースを載のせた皿を置く。

「食べた後は歯を磨みがいてください」

「……わかった」

「じゃあ、俺は帰ります」

　都心のスーパーはまだ開いているので、帰りに材料を買って帰ろう。

　そう考えながら玄げん関かんに向かっていると、いつものように日下部が後ろからついてくる。

「玄関まででいいですよ」

「ああ」

　そう言いながら、今日も日下部は千春がエレベーターに乗り込むまで見送ってくれた。律りち義ぎというか、過保護というか。

「……でも、嬉うれしいけど」

　呟つぶやく自分の言葉が気き恥はずかしかった。










　翌日の昼、千春はいつものように日下部家へやってきた。しかし、手荷物はいつもの倍近くある。

「こんにちは、千春君」

「こんにちは、大森さん」

　玄関先で出で迎むかえてくれた大森は荷物を担かつぐ千春の姿に少し驚おどろいていたが、すぐにふふっと笑ってリビングへと視線を向けた。

「お二人ともお待ちかねよ」

　秋はともかく日下部まで待っているというのは大おお袈げ裟さだ。きっと、父親と一緒にいられる秋のテンションが高いのだろう。

　既すでに大森は帰宅の準備をしていて、千春と入れ替かわるように玄関を出ていく。

「じゃあ、またね」

「はい、お疲つかれ様でした」

　彼女を見送り、千春はリビングへ向かった。

「こんにちは」

　待ちかねていたのかどうかは二人の表情からわからないが、親子はリビングのソファに並んで座っていた。

　千春の言葉にすぐに立ち上がった秋が寄ってきて、その手にある紙かみ袋ぶくろをじっと見つめている。やんちゃな子ならさっさと取ってしまったり、覗のぞき込んだりしてもおかしくないが、秋はおとなしくただ見つめてくるだけだ。

　千春は自ら紙袋を開いて見せた。

「ほら、イチゴいっぱいだろ？」

「……うん」

　ぱぁっと、秋の表情が明るくなる。

「それと」

　紙袋はもう一つあった。その中から取り出したものを秋に見せる。それは昨日家の中を探しまくって見つけた子供用のエプロンだ。秋の目がそれを追うのを微笑ほほえましく思いながら、千春は青地に犬の絵が描かかれたエプロンをつけてやる。おそらく、初めて身につけただろうエプロンに興きよう味み津しん々しんな様子が可愛かわいい。

「これ、俺たち兄弟が代々使ったものなんだ。今日はとっておきのケーキを作るから、秋もちゃんと準備しような。あ、日下部さん」

　エプロンはもう一つ。千春は日下部に渡わたした。

　モデル張りにスタイルの良い日下部に似合うエプロンはなかなかなくて、いっそ買った方が早いのではないかと思った。だが、わざわざ買う時間もなかったし、第一、日下部に似合うものを選べる自信もなかったので、家にある極ごく々ごく普ふ通つうのエプロンを持ってきたのだ。

　一応、秋に合わせた紺こん色いろの、本当にシンプルなエプロンだ。

「気に入らないかもしれないですけど、服が汚よごれるかもしれないので」

「わざわざ持ってきてくれたのか」

「わざわざっていうか……」

「ありがとう」

「い、いえ」

　改めて礼を言われることでもないと思い、千春は恥ずかしくなって話を逸そらそうと材料の入った紙袋を掲かかげた。

「朝焼いたスポンジもいい感じに落ち着いてるんで、さっそくケーキ作りを始めましょう」

　広いキッチンに三人並ぶと、千春はスポンジケーキを取り出す。それを横半分に切ると、今度はホイップクリーム作りだ。

　ボウルに生クリームと砂糖を入れ、泡あわ立だて器を日下部に渡す。

「これをしっかり泡立ててください」

「……どのくらいだ？」

「ツノ……クリームが持ち上がるくらいフワフワで」

　洋よう菓が子し店で勤務経験のある千春は店主の仕事を間近で見てきたので、工程や物の状態もよく知っている。しかし、それを言葉で説明するのは難しいものだと改めて知った。日下部が理解できるか心配だったが、料理初心者らしい彼は素す直なおに千春の言葉に従ってくれる。

「わかった」

　休日仕様のシャツを肘ひじまでまくり上げ、日下部は生クリームを泡立て始めた。

　主婦がおらず、料理もしないこの家には電動のハンドミキサーがないだろうと予想はしていた。家から持ってくることも考えたが、それだとあっという間にホイップクリームができてしまう。

　今日は秋と日下部に、親子の時間をゆっくり過ごしてもらうというのが一番の目的だ。それなので、日下部にはしっかり働いてもらうことにした。

「秋は、イチゴを洗ってくれるか？」

「うん」

　少し値段の高いイチゴは大おお粒つぶで赤く、見るからに美味おいしそうだ。秋は自分で台を用意して上り、イチゴをゆっくり洗っていく。

　側そばではカシャカシャと、泡立て器を動かす音が聞こえていた。横目で見ると、日下部は真しん剣けんな眼まな差ざしで腕うでを動かしている。

「疲れたら交代しますから」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「ホイップクリームの出来は大事ですから。頑がん張ばってください」

　仕し事ごと柄がら、普段はデスクワークが多いだろうに、日下部の動きはまったく危なげなかった。

（そういえば……）

　日下部が熱を出して帰宅した時、彼を着き替がえさせる手伝いをした。その時に見た日下部の上半身にはしっかりと筋肉がついていて、少し意外だと思ったことを思い出す。身長ばかり高くて、少し瘦やせ気味の自分とは違ちがう、羨うらやましいくらいバランスの良い身体からだ。手も大きくて……。

「ハル、あらった」

「あ、ああ、じゃあ、次はヘタ……この緑色のところを取ろうか」

　千春は慌あわてて秋の方へ視線を向けた。今、自分は何を考えていたのか。今は日下部のことより、秋にどう楽しんでもらうか考えなければならないはずだ。

（手の大きさとか、関係ないだろっ）

「ハル？」

「つ、次は、マジパンを作ろうか」

（とりあえず、落ち着け、俺っ）

　菓子作りに没ぼつ頭とうすれば、この妙みような気持ちの騒ざわめきも収まるはずだ。

　千春は得意のマジパン作りを開始した。最近は家庭でも簡単にマジパンを作れるマジパンペーストも売っているが、今回はアーモンドプードル、粉砂糖、卵らん白ぱくで作ることにした。こうすれば、何が使われているかわかるからだ。

　あとは、色付け用に使いかけの食用色素をいくつか持ってきているのでそれを混ぜていく。

　千春が作るマジパンを知っている秋も、最初から作るのを見るのは初めてで、興味深そうに顔を近づけていた。

「秋は、今日は何を作る？」

　いつもは善太郎や動物だ。今日もそうだと思っていたが、返事は意外なものだった。

「パパと、ハルと、ぼく」

「え？」

「さんにん、いっしょ」

　日下部と秋の二人ならわかるが、そこに千春も入れてくれるらしい。秋の中の自分の存在感がかなり大きくなっているように感じて嬉しくなる。

「このくらいか？」

　そこに、日下部が声をかけてきた。振ふり向くと、立派なツノが立っているホイップクリームを見せてくる。もっと時間がかかると思っていたのに、意外に早い。

「は、はい、そのくらいでいいです。秋、先にケーキを完成させよう」

「うん」

　小さな果物ナイフを手にする秋のそれに手を添そえ、大粒のイチゴを切っていく。

「私は何をすればいい？」

「イチゴを載のせるんで、切ったスポンジの面にクリームを塗ぬってください。あ、バターナイフで塗れば簡単にできますよ」

「わかった」

　日下部親子は黙だまって作業を続ける。千春は切ったイチゴを一切れ、秋の口に入れてやった。こんなふうに途と中ちゆうで味見ができるのも家での料理の楽しみの一つだ。

「……あまい」

　秋の表情が柔やわらかくなる。少々高くても買った甲か斐いがあったと千春もホッとすると、秋は千春を見上げて言った。

「パパも」

「パパも？」

（え……まさか、日下部さんにも味見させろって？）

　さすがにどうかと思いながらチラリと視線を向けると、タイミングよくというか……目が合ってしまった。日下部にも秋の声が聞こえていたはずだ。その上で嫌いやがった様子がないというのは……千春は切ったイチゴと日下部を何度か交こう互ごに見つめ、やがて思い切ってその一切れを彼の口元まで運んだ。

「ど、どうぞ」

　唇くちびるがイチゴに触ふれる瞬しゆん間かん、躊躇ためらわずに開かれた口。そっと差し入れると、

「……っ」

　手を引く寸前に閉じる唇が指先に触れた気がした。

「……甘いな」

「そ……で、しょう」

　かろうじて返す自分の声が震ふるえているのがわかり、千春は再び変に意識してしまった自分自身に動どう揺ようする。　>>>♥

「パパ、おいしいね」

「ああ。さすがに菓子職人が選んだだけのことはある」

「……」

（い、いや、俺まだ見習いだったからっ）

　内心突つっ込みながら、その間千春は何度も深呼吸して気持ちを立て直した。

　真剣な二人に対して、教える側の自分が動揺していては話は進まない。自分の中にいまだ残る不可解な感情をいったん忘れることにして、千春は味見を終えて再び手を動かし始めた日下部を見た。

（……すげぇ、慎しん重ちよう）

　今日の作業で、千春はまた一つ気づいた。それは、日下部がかなり慎重だということだ。

　切ったスポンジの上にクリームを載せる単純な作業。切った時の断面の美しさに関係はあるものの、隠かくれてしまう部分なのでそれほど神経質になることもない工程だ。

　しかし日下部はまるで難しい書類でも見ているような真剣な眼差しで、均等の厚さになるように何度もバターナイフを動かしていた。極きよく端たんに厚過ぎないならばそれほど丁てい寧ねいにしなくても大丈夫な箇か所しよに、何度も顔を近づけて確かく認にんしながら手を動かしている。

　ようやくそれを終えた時。

「パパ、いい？」

　日下部とは違い、案外思い切りのいい秋が日下部が綺き麗れいに塗ったクリームの上に大だい胆たんにイチゴを並べていく。

「秋、ちゃんと考えて載せているのか？」

「うん」

　日下部の言葉に頷うなずいた秋だが、どうやらどれだけたくさんのイチゴを載せるかを考えて手を動かしているようだ。

　何とかイチゴを載せ、またその上にクリームを塗ってもらう。先ほどよりもイチゴが載ったことで高さが不ぞろいになってしまったそこを均等にするよう、またしても日下部の手は慎重に動いている。

　それをじっと見ているうちに、千春はなんだかおかしくなった。菓か子し作りは分量が命だし、繊せん細さいな作業をしてきたつもりだが、目の前の日下部よりは自分はかなり大おお雑ざつ把ぱだったかもしれない。

「日下部さん、次のスポンジを載せますよ」

　タイミングを見て、千春は切ったもう半分のスポンジを載せる。

「今度は全体にクリームを塗るんですけど……俺がしましょうか？」

「……私がする」

　予想した答えに、千春は小さく笑った。

「お願いします。じゃあ、秋、俺たちはマジパン作ろうか」

　秋が自分たち三人の人形を作るのなら、自分は何を作ろうか。

（でも、あんまり大きなものは作らない方がいいかも）

　今日の主役は日下部親子なので、自分が目立つことはしないつもりだ。久しぶりのマジパン作りに気合いが入っていたことは確かだが、二人の作品の邪じや魔まにならないよう、千春はどんな飾かざりを作ろうか考えていた。








第四章









　初めてケーキを作った。

　プロの───本人は見習いと言い張っているが───千春の指導によって、かなり上手うまくできたと自負している。

「パパ、すごいね」

　秋も、目を輝かがやかせてケーキを見つめている。自分が手伝ったということが嬉うれしいのだろう。

　最初、千春がケーキを作ろうと言った時は心配だった。日下部自身料理はほとんど作らないし、菓子作りなんて考えたこともない。

　それでも、顔に似合わないとよく言われるが甘いものは好きな方なので、自分が実際に食べるケーキがどんな工程で作られていくのか、それを実際に知ることができたのは大きな収しゆう穫かくだった。

　ケーキの上には、秋の作った三つの人形が載せられている。秋本人と、日下部と、そして今日一いつ緒しよにケーキ作りをした千春の人形だ。

　もちろん、プロが作るものに遠く及およばないものの、五歳児が作ったにしてはそれぞれの特とく徴ちようがよくとらえられていた。

　千春も、マジパンで人形を作っていたが、それらはケーキの上ではなく白い皿に並べられている。まるで動物園のようなたくさんの動物たちが並ぶその光景に秋はさらに顔を綻ほころばせた。その中には秋の好きだった愛犬、善太郎もいる。

　こういうところが、千春は優やさしい。無口な自分たち親子に対して苛いら立だつことや怯おびえること、反対に媚こびをうることもなく、むしろ心を砕くだいてくれる千春に対し、日下部の彼に対する好意や信しん頼らいは日々大きくなっている。

　二人がケーキの出で来き栄ばえを楽しそうに話している声を聴ききながら、日下部はコーヒーを淹いれることにした。千春も美味おいしいと言ってくれるドリップコーヒーと、秋には甘いココアだ。

「よし、じゃあ切ろうか。秋」

「ぼく？」

「秋のケーキだからな」

　それも持参していたのか、包丁ではなく細長いナイフを秋に握にぎらせ、その上から自分の手を重ねた。

「ゆっくりでいいからな」

（……細い）

　意外にも、千春は細い指をしていた。それに秋と比べれば当然大きい手だが、日下部の手にすっぽりと隠れてしまいそうだ。あの手が、様々な甘くて美味しい菓子を生み出している。魔法のようだ……そんな、らしくもないことを考えてしまう。

「……あ」

「大だい丈じよう夫ぶ、そのまま」

　力加減が難しいのか、ナイフがずれてケーキの形が崩くずれた。店で売っているような綺麗な断面ではないことに秋は動揺しているようだが、千春は構わずに秋をサポートし、ホールケーキから三切れのケーキを皿に載のせた。

「これは、秋にサービス」

　秋の皿のケーキに、千春は残っていた大おお粒つぶのイチゴを追加する。

「さあ、食べようか」

　ケーキは、想像以上に美味しかった。

　もちろん有名店で売られているようなケーキには遠く及ばないとはわかっているが、今まで食べたケーキの中で一番美味しく感じた。

　ケーキを食べた後、千春はまた思いがけないものを取り出した。

「なに？」

「折り紙か？」

　秋とともにリビングのローテーブルに置かれたものを見る。色とりどりの四角い形のものが折り紙だというのはわかるが、日下部は実際にそれで遊んだ覚えがなかった。

「そう、折り紙です。これで……」

　千春はその中の青い色紙を手に取って折り始める。

「……」

　細い指が躊躇ためらうことなく動かされ、四角いだけだった紙の形が次々と変化していく。秋はもちろん、日下部もじっとその様子を見つめた。何ができるのか想像できなくて、目が離はなせなかったのだ。

「はい」

　やがて、ようやく手が止まった千春が折ったものを秋に見せる。

「……ぺんぎん？」

「当たり」

「……凄すごいな」

　一枚の紙から、見ただけでペンギンだとわかるものができるとは。凄いと思うと同時に作ってみたくなった日下部の気持ちを悟さとったのか、それとも初めからそのつもりだったのか、千春は折り紙を秋と日下部に差し出しながら言った。

「秋と日下部さんも作ってみませんか？」

　頷うなずいたのはどちらが先だったのかわからない。日下部は初めて前にする折り紙に、顔には出さないが気持ちが高まった。

「じゃあ、最初は簡単なもの……えっと、やっこさんを作ってみましょうか」

（やっこさん？）

　言われてもピンとこず、見本で折ってくれるそれを見て、どうやら人形らしきものだというのはわかった。見た限りでは簡単そうなので、秋に掛かかりきりの千春を隣となりに、まずは自分一人で折ってみる。

　折り方はちゃんと覚えていた。それなのに、どうしてか千春の折ったものとはどこか違ちがうものができる。

（……間違えたか？）

　一つ一つを確かく認にんしながらもう一度折ったが、やはり上手くいかない。

「できた」

「お、上手だな。じゃあ、次は紫陽花あじさいを作ってみるか」

　チラリと見た秋の折り紙は千春のものよりは歪いびつだったが、日下部の折ったものよりは原型に近い形だ。

「……」

　日下部は黙だまってもう一枚手にした。
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　秋は物覚えが良く、千春が説明した折り方はほぼ一回で覚え、実じつ践せんしていった。

　やっこさんから始まり、紫陽花、カメラ、鶴つるまで折れたのを見て、千春はクシャクシャにその髪かみを撫なでる。

「凄いなっ。この分だったらすぐに動物も折れるようになるぞ」

「どうぶつ？　いぬ？」

「犬だけじゃないぞ。さっきのペンギンもだし、象とかキリンとか、あ、確か虫もあったな」

　そこまでくると千春も本を見ながらでないと折れない。ただ、動物を折れると聞いた秋はさっそく折り紙を取って用意しているので、かなりやる気になったのは間違いないだろう。

「秋、これまで折れたものを何回も練習するのも大切だぞ」

　新しいものを知りたがるのは大切だが、繰くり返すというのも大切な学習だと思う。

　素す直なおな秋は頷いて、さっき折ったばかりの鶴を折り始める。その様子をしばらく見つめていた千春は、ふと静かな反対隣へ視線を向けた。

（……あれ……）

　日下部の前にはいくつかの折った折り紙が並んでいる。おそらく千春が作る時の様子を見て折ったのだろうが……どこかおかしい。

　形は何を作っているのかわかるのだが、どこか変に見えた。

「日下部さん、折ってるの見てていいですか？」

「……ああ」

　日下部は顔を上げることなく、そのまま手を動かしている。

（……そっか）

　じっと見ていると気づいた。ケーキ作りの時は驚おどろくほど几き帳ちよう面めんに見えた日下部。折り紙を折る手つきも慎しん重ちようなのだが───工程を見ているとかなり不器用だ。どうしてなのだろうか、千春はその違いを考えた。

　すると、ケーキ作りの時とは、日下部の手の動きが違うことに気づいた。

　クリームを塗ぬる時、日下部は慎重すぎるほど慎重に手を動かしていた。均等に、少しも歪なところがないように、一々手を止めて確認していたはずだ。

　しかし、折り紙では違う。日下部の手の動きには迷いがなく、実際折る手順は正しい。

　クリームの状態や中身によって完成形が違うケーキと、誰だれが折っても最後は同じ形になる折り紙。おそらく、頭が良い日下部は折り紙の完成形が頭の中に確かにあって、何も考えなくても同じ形になると思っているのだろう。だから、自分でも意識しないまま勝手に手が動き、少しずつどこかがずれていっている。

　見ていると、端はしと端を合わせて折るのは几帳面らしく綺き麗れいにできているのに、少し曲げたり、広げたりする箇か所しよは中ちゆう途と半はん端ぱになっていた。

　ここは口を出すべきか、どうか。

　千春はチラリと秋を見て、また日下部を見る。二人とも真しん剣けんなのは嬉うれしいが、会話がないのは寂さびしい。

「日下部さん」

　千春が声をかけると、ようやく日下部は顔を上げてくれた。

「こっち、こっち来てください」

　立ち上がった千春は今まで自分が座っていた場所を日下部に譲ゆずり、自分は二人の向かいに座りなおす。

「二人とも、次はペンギンを折ります。俺のを見て、お互たがいに教え合いながら折ってみましょう」

「うん」

「……わかった」

　珍めずらしく自信なさそうな日下部の様子は置いて、千春はゆっくりペンギンを折る。一回折るごとに紙を二人の向きにして、細かく説明した。

　すると。

「パパ、ここ、もっとしたまでおらないと」

　秋は日下部の手元を見ながら言い、

「秋、ここはどうなってるんだ？」

　日下部は素直に秋に尋たずねている。

　さっきよりも格段に会話が増え、千春も嬉しくなって身を乗り出した。

「日下部さん、ここはこう……あ、すみません」

　言いながら指先を伸のばすと、日下部の指に触ふれてしまう。慌あわてて手を引く千春に、日下部は顔を上げ、目元を細めた。

「こう、か？」

「……っ」

　初めて見たかもしれない日下部の柔やわらかな表情に、なぜか心臓の鼓こ動どうが高まった。

（反則だろ、これっ）

　あんな表情もできるのだ。一いつ瞬しゆんだけ見たその表情が、なぜか千春の脳のう裏りに焼き付いて消えなかった。










「……あ」

　日下部家のリビングに足を踏ふみ入れると、ローテーブルの上に折り紙があった。今日はどうやら蟬せみのようだ。

「上手うまくなったなぁ」

「パパ、じょうずになった」

　側そばにいた秋が自じ慢まんげに胸を張る。その頭を撫でながら、千春はまじまじと蟬を見つめた。

　日下部の休みにケーキを作った日。意外にも不器用な日下部の姿に親近感と、謎なぞの胸の高鳴りを覚えたあの日から、どうやら日下部は折り紙にハマったらしい。

　トイレに起きた秋が、夜中にリビングで折り紙を折っている日下部の姿を見たと言った。折り紙の本も買ったようで、いろんな動物や昆こん虫ちゆうなども折っていると、秘密だからと教えてくれた。

　しかし、厳密にはそれは秘密ではない。

　千春は数日前の日下部との会話を思い出した。

『これ……』

『蟹かにだ』

『か、蟹ですよね』

　千春は渡わたされた折り紙を見下ろす。

『上手ですね』

『まだ君には及およばない』

『いやいや、俺、蟹なんて折れませんって』

　子供のころに一度、そして弟たちが幼い時に折り紙をする機会があったものの、複雑な折り方はもう覚えていない。本を見ながらとはいえ、ここまで折れるようになった日下部の方が、今では千春より上手いと思う。

『でも、君ならすぐに折れるようになる』

『日下部さん……』

　その絶対的信しん頼らいがどこからくるのか。なんだかすごく価値のある人間のように見てもらうことが申し訳ない。

（でも、一カ月でここまでできるのか）

　仕事も忙いそがしいだろうに、折り紙の勉強をする時間を作るなんて尊敬する。きっと、秋のために努力しているのだ。

　練習し始めて間もなく、日下部は夜帰宅した時に千春に折り紙を披ひ露ろうするようになった。作品の出来はもちろん、秋の喜びそうなものかどうかの確かく認にんもある。

　この数日前は、蜘く蛛もを作っていた。上手だが、さすがに秋には怖こわいだろうと却きやつ下かすると、代わりにフクロウを折って見せてくれた。そして、なぜか見せてくれた折り紙は千春にくれるのだ。

　なので、ここに飾かざられているのと同じフクロウの折り紙を千春も持っている。

　秋が持っていない蜘蛛の折り紙も、だ。

　貰もらうのは勿もつ体たいなく思い、遠えん慮りよもしたが、持っていてほしいと日下部に言われた。二、三日ごとに一つずつ部屋に増えていく折り紙を見つめ、ぼんやりと日下部のことを考えるのがここのところの日課だ。

（あの時は、不器用な様子が微笑ほほえましかったのに……）

　千春にとって完かん璧ぺきな大人の男の日下部が、子供がするような遊びが不器用なのが可愛かわいかった。そう思うことは減ってしまい、少しだけ物足りなくも思う。

「ハル」

「あ、ごめん。秋、今日は夕飯何が食べたい？」

「……ろーるきゃべつ」

「何味？」

　ロールキャベツは秋の好きなメニューの一つだ。味も、トマトソース、コンソメ味、和風味、クリーム煮にと色々ある。

「……くりーむ」

　いつもと同じ答えに笑い、千春はソファに置いたばかりの鞄かばんを手にした。

「そっか。じゃあ、一いつ緒しよに買い物に行くか？」

「うん」

　日中なら出かけてもいいという許可は貰っている。マンション近くのスーパーは高級店なので少し足を踏み入れにくいが、遠くの商店街まで連れていくには秋はまだ幼い。夕食の材料費はかなり潤じゆん沢たくに預かっているので、ここは割り切ることにしている。それに、高級店には変わった食材も多いので、実は見るだけでも楽しいのだ。

「よし、まずはキャベツだ」

　片手でカートを押し、もう一方の手で秋と手を繫つないでスーパーの中を歩く。

「大きくて、重くて、綺麗な緑色のキャベツを選んでくれ」

「うん」

　商品棚だなを見上げる秋の後姿を見ながら、千春はふっと息を吐はいた。小さな秋の姿に、一番下の弟の姿を重ねてしまったからだ。

『これ』

　昨夜ゆうべ帰宅した時、玄げん関かんに入るなり弟の雅樹が封ふう筒とうを突つき付けてきた。

　突とつ然ぜんのことに困こん惑わくしながら受け取った封筒に書かれた文字に、千春はハッと顔を上げて雅樹を見た。

　そこに書かれていたのは製せい菓か学校の名前だった。入学案内書だ。

　雅樹は何も言わず二階に上がってしまい、残された千春は呆ぼう然ぜんとそれを見下ろした。

　その製菓学校は、千春も行こうかと悩なやんでいた学校だった。実際に入学するのは来年の春になるが、その前にいろいろと準備ややることもある。

　一番は学費。それは今のところ足りると思う。学校に行く間は忙しくてバイトも出来そうになく、その間に家に入れたいお金の分は……まだ少し覚おぼ束つかない。

　日下部家でのバイト代は高く、このまま続けるのも悪くはない。ただ、その間本格的に修しゆ業ぎようができないのは───。

「ハル？」

「あ」

　目の前に、大きなキャベツを抱だいた秋がいた。

「大きいの選んだな。じゃあ、次は肉を買うぞ」

　自分の経験値を上げるには洋菓子店でバイトをする方がいい。でも、強こわ面もての自分は華はなやかな洋菓子店になかなか雇やとってもらえない。

　そこまで考えた千春は眉み間けんに皺しわを寄せた。これが自分の勝手な言い訳だとわかっているからだ。選ばなければ、おそらくバイト先は見つかるだろう。

（俺自身がその可能性を潰つぶしているのかもしれない）

　仮に、このまま学校に入学するまで日下部家でバイトをするにしても、実際に学校に行くようになれば多た忙ぼうになり、バイトを辞やめなければならなくなるだろう。

　可愛い秋と会えなくなるのは寂さびしい。そして、日下部と会えなくなるのも。

「……ぇ？」

　そこまで考えた千春は自分の気持ちに戸と惑まどった。秋と会えなくなる寂しさと同じくらい、日下部と会えなくなる寂しさをつらいと思っていることに動どう揺ようしてしまった。

　普ふ通つう、雇こ用よう主と会えなくなることを寂しいと思うだろうか。

（俺は……日下部さんを、尊敬してる）

　息むす子こである秋のことを思い、多忙の中できるだけのことをしている日下部のことを凄すごいと思うし、会社の社長までしている彼を同じ男として尊敬する。それならば、この寂しさは尊敬する相手と会えなくなるために感じているのかと言えば……少し違ちがう気がした。

　日下部はけっして完璧な人間ではない。秋に対してはどこかぎこちなく、彼の方が幼く見える時もある。

　不器用な面もあるし、甘いものが好きで、ありがとうという感謝の言葉も言える人で───。

「まさか……」

　ずっと、会いたいと思う。

　眉間の皺が、秋を見る時は柔やわらかく解ける姿をずっと見ていたいと思う。

　自分も、あの大きな手で頭を撫なでられたい……そう、思った。

　この感情がどんなものか、千春も想像できないほど子供ではない。誤ご魔ま化かし続けていたが、千春は日下部に特別な感情を抱いだいていることを、たった今自覚してしまった。

（噓うそだろ……）

　じわじわと顔が熱くなり、千春は片手で顔を覆おおう。

　今まで女の子と付き合ったことはないが、いいなと思うのはみんな女の子で、同性相手にこんな感情を抱いたことはなかった。しかも相手はイケメンで、お金持ち、さらには子持ちだ。秋のことを考えれば、この感情は誰だれにも知られることなく消すべきだ。秋の食事係としてだけ側そばにいて、このまま辞めるのが一番誰にも迷めい惑わくをかけない。

「ハル」

「！」

　秋が精肉売り場の前で振ふり返る。

「おにく、すくなくていい」

「……好き嫌きらいは駄だ目めだぞ」

　いまだ小食ながら、秋は自分が何を食べたいかは主張するようになった。それは、千春が言ったからだ。

『自分の気持ちは、ちゃんと言葉にしたり、行動しないと伝わらないぞ』

　五歳児には難しい言葉かもしれないが、極きよく端たんに感情の起き伏ふくが乏とぼしい秋にとって主張というものはとても大切だと思った。

　あの洋菓子店のケーキを気に入ってくれた秋は、もう一度店に来ることを望んでくれた。

　店がなくなったと知ると、今度は千春にまたあのマジパンを作ってほしいと訴うつたえた。

　秋にとってそれは、どれほどの勇気を伴ともなった行動か、きっと千春が想像するよりも凄いことだと思う。

　そんなふうに秋に言った千春が、何も言わないで逃にげ出してもいいのか。

「……駄目だ」

「ハル？」

　逃げることを選んでしまったら、きっとすごく後こう悔かいする。

　世の中は様々な恋れん愛あいの種類があって、その中には同性同士の恋愛もあることは知識として知っている。ただ、千春の中の常識では、同性相手に好きだと思うのはありえなかった。

　人間として好き……きっと、そう思う方が自分も楽だ。

　気のせいだと、見ないふりをするのがきっと正しい方法かもしれない。でも、正しいと思うかは自分次し第だいだとも思う。










　いろいろ考えた。

　感情は行ったり来たりしてなかなかまとまらなかったが、自分の気持ちを自覚した三日後、帰宅した日下部に千春は言った。

「少し、時間いいですか？」

　いつもなら、その日の秋のことを話すのだが、千春は改めて切り出した。日下部も、いつもとは違う千春の様子に少しだけ目を細め、すぐに頷うなずいてくれた。

　リビングのソファに向かい合って座ったが、千春はなかなか言葉が出てこない。日下部も相変わらず自ら話を切り出すタイプではないので、しばらくの間沈ちん黙もくが続いた。

　ずっと手元を見ていた千春は、思い切って顔を上げる。よく睨にらんでいるのかと言われる目つきの悪さが気になったが、今は緊きん張ちようしているのでそれよりもずっと険しい表情だろうと思うとなんだか情けなくなった。

　断られるのはわかっているとはいえ、好意を持っている相手に悪く思われたくない。強こわ張ばる頰ほおを撫でようとしたが、上げかけた手を止めた。格好をつけても、これから伝える言葉でどう思われるかわからない。

　千春は一度大きく息を吐はいた。

（……よし）

　長引かせてもしかたがない。

「日下部さん」

「なんだ」

「俺、あなたが好きみたいです。あ、恋愛対象としてという意味です」

（あ……驚おどろいてる）

　さすがに思いがけなかった言葉なのか、日下部が目を見張っている。初めて見るその表情に、驚いても格好良いなと思わず笑った。

「……みたい？」

　すぐに、何を言うんだとか、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと一いつ蹴しゆうされると思ったが、日下部は妙みようなところに引っかかったらしい。しかし、千春としてはこれが今の正直な気持ちだ。

「好きだという気持ちは本当です。でも、自分でもまだ信じられないっていう気持ちもあるんで」

「……そうか」

「突然すみません。でも、ちゃんと言っておきたいと思ったんです」

　言うまでは心臓が爆ばく発はつするかと思うほど緊張したが、実際言ってしまうとなんだかあっけなく感じた。だが、気持ちが軽くなったのは確かだ。その分、日下部には嫌いやな思いをさせてしまうかもしれないが、ここで言えて良かったと思う。

「来年から、製せい菓か学校に通おうと思っています。すごく良い条件で雇ってもらえてますが、多分忙いそがしくなると思うのでここに通えなくなると思います」

「来年ならまだ時間はある」

「はい。でも、今のことで、日下部さんが俺を辞やめさせたくなるかもしれないし、そうなったとしても気にしないでほしいんで」

「……正直に言えば、驚いた」

「はい」

　日下部らしい感想だ。でも、そこに千春への嫌けん悪お感かんは見えなかったので、それだけでも良かったと安心できた。いくらその気がないとしても、気持ち悪がられるのはきついからだ。

「秋も、俺が学校に行くから辞めると説明すればわかってくれます。あの子は頭が良いですから」

　しばらくは寂さびしいと思うだろうが、ずいぶんと距きよ離りが近くなった父親の日下部が気にしてくれたら、いずれ千春のことは忘れるだろう。完全に忘れられるのは寂しいが、泣かれるよりはずっといい。

「それでも、寂しがる」

「日下部さん」

「……驚いたが、好意を持ってもらうのは嬉うれしい。ただ、君は女性には見えないから、いろいろと……考えるのが難しい」

　すごく、日下部らしい答えだ。千春も、人からの好意は嬉しく思う。嫌われるより断然いい。だからと言って、見るからに男の自分と、恋愛どうこうは考えられないというのはよくわかる。

（うん、想像した通り……）

　この後、日下部はきっと、いつも通り通ってほしいと言うだろう。秋のため、ギリギリまで千春の手を必要としてくれるはずだ。だが、それを笑って受け入れられるかと言えば難しい。さすがに、千春も振られた相手と平然と同じ空間にいられなかった。

　少し時間を置いたらいいかもしれない。ただ、しばらくは自分の熱が冷める時間が欲しい。

　千春は立ち上がった。

「帰りますね」

「桜木君」

「突とつ然ぜん変なことを言ってすみません。反省しています」

　頭を下げて玄げん関かんに向かう。その後ろを日下部が追ってくるのがわかった。

「じゃあ、おやすみなさい」

　早口に言って外に出ると、やはり玄関の外まで出て見送ってくれる。いつもは嬉しいが、今日はあの場で別れてほしかった。

　エレベーターが来るまでの時間が、いつもよりずっと長く感じる。着いたエレベーターの扉とびらが開き、中に乗り込んで初めて、千春はその場にしゃがみ込み、顔を覆おおった。

「……くそ」

　告白したことに後悔はないし、その結果も受け入れる。それでも、この感情を受け入れてもらえなかった寂しさはあって、なんだか泣きそうになった。

　もしも、千春が中性的な見た目だとしたら、日下部の答えは変わっていただろうか。それとも、同性だという時点で可能性はゼロだったか。

　千春は溜ため息をつく。

「……よしっ」

　しばらくそのままの格好でいた千春は、一階に着いた音に頰を叩たたいて立ち上がる。

　明日から来ないようにとは言われなかった。だったら、いつもと同じ顔をして秋に会いに行く。

　千春はそうできると思った。










「あら、今起きたの？」

「……起きてた」

　昼過ぎ、二階から降りてきた千春に、母はあきれたように声をかけてきた。

「バイトが休みだからって、ダラダラしないのよ。規則正しい生活をしろって、いつもあなたが言っているじゃない」

「……うん」

　千春はボサボサの髪かみをかいた。

　一大決心をして、日下部に告白して───五日。

　そして、バイトが休みだと言って休んでいるのが───五日。

　家族に心配かけないようにそう言っているが、実はバイトは休みではない。日下部からはそう言われていないし、千春自身休むつもりはなかったのだ。

　だが、勢いで告白し、日下部の正直な気持ちを聞いてしまった千春は、そのまま平然と日下部家に通うことができなくなった。特に、秋に対してどんな顔をしたらいいのかわからず、ずるずると休んでしまった。

　最低限したことと言えば、大森に休むことを伝えたくらいだ。日中から夜まで千春がいなければ、秋は一人であの広いマンションにいることになる。それはできなくて、急な休きゆう暇かを取ることと、秋のことをお願いした。

　意外だと思うのは、日下部からメールがきたことだ。

　彼らしく短文で、《今日は休みか？》とだけだ。

　返事をしないという選せん択たくはなく、千春も短文で《すみません》と送った。

　こんな言葉で返せば、もしかしたら日下部に罪悪感を抱いだかせてしまうかもしれない。これはあくまで千春の気持ちの問題で、日下部には何の落ち度もないのだ。それでも、返す言葉を考えているうちに頭の中がぐちゃぐちゃになってしまって、結局その一言になってしまった。

　人には偉えらそうに言いながら、情けない自分に気持ちは日々落ち込むばかりだ。

（……せめて、あと……一日）

　そう思いながらもう五日経たっている状態で、これではいつまでたっても引きこもりだ。

　重い足を動かして顔を洗い終え、久しぶりに風ふ呂ろ掃そう除じをした。隅すみ々ずみまで磨みがくと少しばかり気分が上じよう昇しようする。

「母さん、今日の夕飯俺が作るから」

「あら、みんな喜ぶわねぇ」

　何を作ろうか考えながら出かける支し度たくを終えた時だった。

　ポケットに入れようとした携けい帯たい電話が震ふるえ、何気なく画面を見た千春は息をのんだ。

「もしもし、秋？」

　電話の相手は秋だった。秋は子供携帯を持たされていて、日下部と千春の携帯電話が登録されている。そのことは知っていても、今までかかってきたことは一度もなく、いったい何があったのかと千春は焦あせった。

【……ハル……】

　電話の向こうから、泣きそうなか細い声が聞こえてくる。

「秋、どうしたんだ？」

【ハル……どこ？】

「どこって……秋？　今家じゃないのか？」

　秋の声の背後で車のクラクションの音が聞こえた気がする。それだけではない、雑然とした雰ふん囲い気きも感じ取り、千春は嫌な予感に背筋に汗あせが流れた。

　この時間、秋はマンションにいるはずだ。大森がきちんと見ていてくれる……そう思うのに、頭のどこかで違ちがうと警けい鐘しようが鳴った。

【ハル、さがして……ここ……わかんない……】

「え……一人で？」

　セキュリティーも万ばん全ぜんなマンションから五歳の子供が一人で出られるのか。しかし、実際に秋は今一人で町にいる。

　泣いている気配に、千春はすぐに言った。

「いいか、そこから動くな。すぐに迎むかえに行くからっ、いいな、すぐ行くから！」

　千春は電話を切り、急いで靴くつを履はく。

「千春？」

「出かけてくる！」

　怒ど鳴なるように言った千春は、すぐさま日下部の携帯電話に連れん絡らくした。万が一の連絡先で、絶対に自分からかけることはないだろうと思っていたが、まさか今、こうして電話しているとは。会い難にくいからなんて言っていられなかった。

【桜木君？】

「日下部さんっ、秋が迷まい子ごになってる！」

【秋が？】

　いぶかし気な日下部の声は無視して、千春は早口で事情を説明する。するとすぐに日下部は待っていろと言ってから間もなく、短くある場所を告げてきた。それは日下部のマンションから少し離はなれた場所だ。

【ＧＰＳで確かめた。すぐに向かう】

「俺も行きますっ」

　連絡を待ってなどいられなかった。

　千春は大通りに出てすぐにタクシーを拾い、日下部から教えてもらった住所に急ぐ。そのまま待っていろとは言ったが、不安で動き回り、事故に遭あう可能性だってあるのだ。

（俺のせいで……ごめんっ）

　自分の感情を優先して、秋がどんな気持ちでいるのか考えることもしなかった。連絡もせず五日も休んだら、寂さびしがり屋の秋が心配するのは当たり前だ。　>>>♥

「ごめん……秋っ」

　どうか無事でいてほしい。

　千春が家を出てから三十分。ようやく聞いた場所に着いた時、既すでにそこには見覚えのある高級車が停とまっていた。

「秋っ？」

　千春が駆かけ寄るよりも先に後部座席のドアが開き、小さな影かげが飛び出してくる。

「ハル！」

　大きな声で叫さけんだ秋は、駆け寄ってきて抱だき着いてくる。小さな手が必死に自分の腰こしに抱き着くのを、千春も泣きそうな気分で抱きしめた。

「ごめん……ごめん、秋」

「ハル、ハルッ」

　いつの間にか運転席から出てきた日下部がこちらを見ている。千春は涙なみだで潤うるむ目で、必死にその視線を見返していた。








第五章









　日下部は、おとなしい秋がこんな真ま似ねをするとは想像もしていなかった。

　今日、大森は休みだった。一人になる秋を心配したが、一人で大だい丈じよう夫ぶだと言われてしまい、早く帰ることを約束して仕事に出かけた。その間に、秋は一人でマンションの部屋を出て、エントランスも通り抜ぬけたらしい。

　エントランスには必ずコンシェルジュがいるはずだが、聞けばちょうど通りかかった夫ふう婦ふに頼たのんで一いつ緒しよに外に出たようだ。パパが外で待っているからと言って。

　秋がそこまでしたのは、理由も言わず千春が休んでいるせいだ。その原因が自分にあると言えない日下部は、秋を𠮟しかれずに淡たん々たんと注意をするしかなかった。

「すみませんっ、俺が休んだせいでっ」

　千春に会えた安心感からか、秋は帰ってくるとすぐに眠ねむってしまった。今はリビングに千春と二人で、彼は深く頭を下げて謝罪を続けた。

　謝る必要などなかった。悪いのは優ゆう柔じゆう不ふ断だんな日下部のせいだ。

　千春の告白に驚おどろいたのは確かだった。それでも不思議と不快感はなく、むしろ自分の中にある千春への好意が、好意以上のものに変化してきているのに気づいた。

　細やかな気き遣づかいに、温かい言葉。外見は男らしく、むしろ凜り々りしく見えるのに、時折笑う顔は驚くほど可愛かわいく見えた。

　今まで同性と恋れん愛あい関係になったことはないし、そもそも周りから寄ってくる状じよう況きようは煩わずらわしいくらいで、この歳としであまり恋愛に興味もなかった。第一、自分は既に子持ちだ。それに、一見男らしい千春とどうこうなることはすぐには考えられない。

　だが───気持ち悪くない。今は考えられないとしても、いずれ変化するかもしれない。そう考えてしまうこと自体、そうなる未来を考えているということを、日下部は案外冷静に受け止めていた。

　告白をした千春の方は断られるのが当然と思っていたらしく、言い逃にげのように去ってしまった。お互たがい、いや、千春の方こそ考える時間が欲しいのだろうとわざと電話はかけないでいたが、その間秋の寂しさが限界を超こえてしまったようだ。

　そこまで千春のことを慕したっていたのかと思うと同時に、日下部自身千春の顔を見て嬉うれしいという思いが沸わき上がった。

　時間を置くなんて、悠ゆう長ちようなことをしていたら逃げられる。ここは覚かく悟ごを決める時かもしれなかった。




　　　　＊　＊　＊




「本当にすみませんっ」

　何度謝罪してもし足りない。

　千春は日下部に深く頭を下げた。秋が無事だったからと言って、いや、それは結果論で、こんな大変なことを引き起こしてしまったことを深く後こう悔かいしていた。こんなことなら、日下部に告白などするんじゃなかった。告白しなければ、ずっと秋の側そばにいることができた。

「いや、こちらこそすまない。心配させた」

「……」

　謝罪されると、居たたまれなくて逃げ出したくなる。千春は強く膝ひざの上の手を握にぎりしめた。

「俺……」

「一つ、提案をしたいんだが」

「提案、ですか？」

　それは、秋の食事係を辞やめてほしいということだろうか。当然、そう思われるのもしかたないので、千春は緊きん張ちようで頰ほおを引き攣つらせながらも頷うなずいた。

「試ためしてみたい」

「……え？」

「恋こい人びとになれるかどうか、しばらく試し期間を置かないか」

「……は？」

（何を言ってるんだ？）

　千春は日下部の言っている意味がわからなかった。辞めてほしいと言われるのだろうと思っていたのに、まさか恋人のお試し期間を提案されるとは考えもしていなかった。

「……恋人、ですか？」

「ああ」

「俺、男ですよ？」

「知っている」

　まさか、日下部は男も───そんなことを考えて慌あわてて首を振ふる。子供もいる日下部が、今まで男を恋愛対象にしてきたとは考えられない。

　クールだが、千春の知る日下部はとても優やさしい。今の言葉も千春のことを思って言ってくれたに違ちがいなかった。それにしても、恋人のお試し期間とは言い過ぎだ。

「あの、気にしないでください。この間のことは、俺……」

「私も、君に好感は抱いだいている」

　千春の言葉を最後まで言わせず、日下部が続けて言った。

「ただ、私も同性にこんなことを感じたのは初めてなんだ。少し時間をかけて、君と恋愛関係になれるかを考えたい。……私の答えは受け入れてもらえないか？」

「……考えてくれるんですか？」

「ああ。君とこのまま距きよ離りを置くことは考えていない。秋のためにも……いや、私のために、君の時間をくれないか」

（夢……とか？）

　この場だけの言葉とは思わなかった。日下部はこんなことで噓うそなど言わない人だし、こうして口に出すからには本気でそう思っているのだと信じることができる。

　じわじわと、千春の胸の中が温かくなり、嬉しさが込み上げてきた。絶対叶かなうはずのない想おもいが、もしかしたら諦あきらめなくてもよくなるかもしれない。

　もちろん、最終的にやっぱり駄だ目めだったという可能性の方が大きいが、そこまで千春のために時間をかけてくれるのは嬉しかった。

「構わないか？」

「は、はい」

　反射的に頷いたことで、先ほどの日下部の言葉が現実味を帯びた。

　今日から、いつまでという期間は未定なまま、千春と日下部とのお付き合いのお試しが始まった。










「こんにちは」

「こんにちは、ハル」

　廊ろう下かまで迎むかえに来てくれた秋を抱だきとめ、千春はそのまま小さな身体からだを抱き上げてリビングに向かった。

　日下部とのお付き合いのお試し期間が始まって半月。日下部家への訪問も再開した。

　再開して二、三日は千春の側から離はなれなかった秋も、今はすっかり落ち着いている。最近は声を出して笑うことも多くなった。

「きょうはなに？」

「スイートポテト。美味おいしそうな芋いもを見つけたんだ」

　菓子作りは今も続けている。秋にとっては遊びの延長のようだが、父親に食べてもらうんだと毎回張り切っていた。それには、日下部の手紙の効果もあるはずだ。普ふ段だん忙いそがしくてなかなか顔を合わすこともない父親からの言葉は、秋にとっては一つ一つが宝物になっていると思う。

　そして。

「……お帰りなさい」

「ただいま」

　午後八時半に秋が就しゆう寝しんし、その後日下部が帰宅する。

　出迎える言葉に照れ臭くささを感じる千春とは違い、日下部はいつものクールな表情のままだ。ただし、以前と変化したこともあった。

「秋はどうだった？」

「今日は絵を描かいてました。あ、日下部さんの似顔絵、部屋に置いてありま……」

　言葉が途と中ちゆうで不自然に切れる。

「部屋に置いてあるのか。すぐに見よう」

「は、はい、見てあげてください」

　腰こしに当てられた日下部の手に意識が集中してしまい、千春は少し声が上ずってしまった。

　そのことに気がついているはずの日下部は、まったく気にした様子もない。そればかりか少し顔を近づけてきて、耳元で囁ささやいた。

「今日のデザートは何だ？」

「ス、スイート、ポテト、です」

「そうか。そっちも楽しみだな」

（み、耳元で笑うのは、パスッ）

　低く響ひびく声は、心臓に悪くてしかたがない。

（これも、お試しか……っ）

　いつの間にか日下部に好意を抱くようになり、それが恋れん愛あい感情を含ふくむものだと気づいて告白した。受け入れてもらえると思ってのことではなく、玉ぎよく砕さいしてきっぱり忘れるつもりの告白だった。

　だが、日下部はその言葉を否定しなかった。保留というか、むしろあの言葉の様子だと、前向きに考えてくれているようでもある。

　もちろん、否定されなかったのは嬉しい。その上、可能性まで示してくれた。もう、この後やっぱり受け入れられないと言われてもいいとさえ思った。

　しかし、予想の斜ななめ上を行くというか……日下部の態度は日々積極的になっているのだ。

　今のように腰を抱かれたり、菓子を出す時に手が触ふれたり。頭も撫なでてくれるし、言葉数も以前よりぐっと増えた気がする。

　座る時もソファの向かいではなく隣同士になったりと、状況は日々悪化……いや、親密さを増してきていた。

　日下部の言った《お試し期間》がいったいどこまでを指すのか見当もつかなかったが、積極性においてはとっくに千春を超こえていた。

　千春も、もしも本当に受け入れてもらいたかったら、もっと積極的にアピールをしなければならないのだが、どうしても気き恥はずかしさが先に立ってしまう。ちょっと触れただけでも意識してしまい、態度は硬かたいものになる。

（こ、このままだと、押されっぱなしなんだけどっ）

「しょ、食事は？」

「食べていない。私の分はあるだろうか？」

「あ、あります」

　どちらも男なので、どちらが主導権を握ってもおかしくない。ただ、好きだと告白したのは千春の方が先なので、やっぱりここは自分の方が───そう考えているうちに寝室の前に着いて日下部は立ち止まった。

「着き替がえてくる」

「……っ」

　軽く千春の頰ほおを撫でて部屋に入る日下部を呆ぼう然ぜんと見送ったが、千春はすぐに我われに返ると自分も後に続いた。

「て、手伝います」

　日下部の後ろに回って上着を受け取り、それをハンガーにかける。軽く緩ゆるめてネクタイを外す姿はいかにも大人の男で、千春はハンガーを持ったままぼんやり見つめてしまった。

（……カッコいいなぁ）

　ただネクタイを外すだけで色っぽく見えてしまう。これが好きな相手だからなのかはわからないが、自分には到とう底てい出せない大人の魅み力りよくだ。

「……ハル」

　そして、もう一つ変わったこと。

「見るか？」

「見、見ませんっ」

　シャツのボタンを外しながら言われてしまい、千春は慌あわてて寝室から出た。背後で笑い声がしたが、振ふり返って抗こう議ぎすることもできない。

（名前呼びは反則だってば！）

『秋だけ、狡ずるくないか？』

　そう言った日下部は、自分も千春の名前を呼ぶ許可をねだってきた。そう、あれはまさしくおねだりだったと思う。

　秋も呼んでいるからと何気なくＯＫを出したが、実際日下部に「ハル」と呼ばれた時は背筋に電流が走ったような衝しよう撃げきを覚えた。あまりにも刺し激げきが強すぎた。しかし、だからと言ってやっぱりやめてくださいと後からは言いにくい。何より理由の説明は、できれば避さけたかった。

　なので、いまだ名前呼びは続行中だ。

「……」

　千春は深く息を吐はく。

　少し遊ばれている気もするが、それが嬉うれしいと思ってしまうのだからしかたがない。

　気持ちを切り換かえてキッチンに戻もどると、取っておいた夕食を温めた。

（美味しいといいけど……）

　今まで、日下部は夕食は食べてくることが多かった。千春の負担にならないように考えてくれていたらしいが、最近は接待がなければ夕食は家で食べるようになっている。

『ハルの手作りの方が美味しいから』

　そんな嬉しいことを言ってもらえれば、張り切って作らないわけにはいかなかった。

　今夜の夕食はハヤシライスだ。美味しく食べてもらえたら嬉しいと思いながら支し度たくを終えると、間もなく部屋着に着替えた日下部がやってくる。

　彼の目が、テーブルに並べられた皿を見て緩んだ。

「美味しそうだ」

「ど、どうぞ」

「いただきます」

　食事をとる日下部の前の席に座った千春は、自分用に淹いれたコーヒーを飲む。

「絵を見た。よく描けている」

「そうでしょう？　俺も見た時、似てるって思いました」

「ハルの絵も描いたのか？」

「俺だけじゃなくて、大森さんや善太郎の絵も描いてますよ。そうだ、今日……」

　食事をしている日下部に、今日あったことを話した。今まではノートに書いて報告していたことを、今は口で直接伝えている感じだ。

　日下部に強制されたわけじゃなく、一人でとる食事は味気ないだろうと思い、千春が勝手に始めたことだが、どうやら日下部もこの時間を楽しんでくれているらしく、話を聞いてくれている時はいつも表情が優やさしい。

　帰宅する時間が少し遅おそくなったが、この時間の大切さを思えば何の苦もなかった。むしろ、日下部といる時間がそれだけ増えることで、彼への気持ちが徐じよ々じよに強くなっていくような気もしている。

　デザートまで食べるのを見守り、千春は立ち上がった。食器は日下部が洗ってくれるので、この後千春がすることは何もないのだ。

「今日もありがとう」

「い、いえ」

　玄げん関かん先さきで別れていたものが、今はエレベーターの扉とびらの前まで見送りに来てくれる。その間、日下部の手は千春の身体からだのどこかに触れていた。

　恥ずかしいが、これもお試ためしの一つらしいので何とか受け入れている。

　最初のころ、急に近づいた距離に戸惑うことを告げたが、日下部にお互たがいを知るためには必要だと真面目まじめな顔で言われたのだ。

「ハル」

「え……っ」

　名前を呼ばれて隣となりを見上げると、軽く髪かみをかき撫でられた。

「柔やわらかい髪だ」

「そ、そうですか？」

「硬そうに見えるんだがな」

（し、心臓が、苦しいんだけどっ）

　直接的な言葉を貰もらっているわけでもないのに、全力で口説かれている気がするのは気のせいだろうか。

　本来は、告白した千春の方が日下部を口説き落とす立場だ。それが、今の時点で振り回されて、いつもアタフタとしているしかないのがなんとも情けない。

　やがてエレベーターが来て扉が開き、千春は乗り込んで振り向く。千春よりも高い位置にある眼まな差ざしがじっとこちらを見ていた。

「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　エレベーターが下降してようやく、千春は大きく息を吐いた。これが、ここ最近ずっと続いている。










「ハル、どうしたの？」

「……っ、ううん、何でもない」

　千春はハッとしてぎこちなく笑った。

　今は秋と一いつ緒しよにマジパンを作っていたのに、いつの間にか日下部のことを考えていた。それは今日に限ったことではなく、最近はふと気がついた時には彼のことを考えている。

　日下部本人には好きみたいだという言葉しか告げていないのに、わずかなこの期間で日下部への気持ちがもっとはっきりしたように感じていた。

　こうしてみると、スキンシップというのはかなり重要な手段かもしれない。日下部に触ふれられるたび、恥はずかしいのに嬉しいと思う自分が確かにいるのだ。

「ハル？」

「あ、も、もう、できたのか？」

　秋の手元には、初めよりも数段上手になった善太郎がお座りの形でいる。今日作るおやつのホットケーキに載のせるのだと、張り切って作っていた成果だ。

「秋は本当に善太郎が好きなんだな」

「パパも」

「ああ、日下部さんのこともか」

「ハルも、すき」

「あ、ありがとう」

　曇くもりのない目で見つめられ、真っ直すぐな好意を与あたえられる。千春は照れ臭くささを押し殺し、秋の髪を撫なでた。

（秋には……なんて言うんだろ）

　五歳児に、同性との恋れん愛あい話なんて言うはずがない。ただ、日下部と千春の間には秋がいて、その秋の気持ちは先まず第一に大切にしなければならないものだと二人とも思っている。万が一、自分たちの関係を秋が嫌いやだと、不快だと思ったら、これ以上踏ふみ込まない覚かく悟ごも千春はしておかなければならない。

　お試し期間が始まった当初からそう考えているが、意外にも日下部は楽観的だ。秋が千春を嫌きらうはずがないと断言し、二人のことも隠かくす必要はないと言った。

（関係って言っても、まだお試し期間だけど……）

　日下部は、どこまで千春とのことを真しん剣けんに考えてくれているのか。

　時間をかければ、本当に受け入れてくれる可能性があるのか、時間が経たつにつれて欲が深まってしまったのか贅ぜい沢たくにもそんなことを考える。

　だいたい、少しも女っぽい要素のない千春と、どうこうなろうなんて考えられるはずがないというのに。

「あ」

「ご、ごめんっ」

　ほとんどできていた象のマジパンを手の中で潰つぶしてしまい、千春は慌あわてて謝った。

「ハル、あたまいたい？」

「ううん、痛くないよ」

「……ほんと？」

　どうやら今日の千春は特に変に映ってしまったらしい。子供に心配させてどうするんだと、もう一度謝って手早く象を再生する。

（こんなんじゃ駄だ目めだろ）

　日下部の気持ちが気になってしかたがない。

　こんなにもやもやするなら、いっそ一度ちゃんと確かめた方がいいかもしれない。

　千春も、元々ウジウジ悩なやむ性格ではなかった。むしろ、白黒つけるタイプだ。

　そこまで考えた千春は、この状じよう況きようをどうにか打破しようと、その日の夜日下部に思い切って気持ちをぶつけることにした。お試し期間とはいえ、可能性がないのなら早めに振ふってほしいと。

　万が一、可能性があるのなら───そこまで考えると頭の中が爆ばく発はつしそうで、甘い考えは捨てなければと自分に言い聞かせた。

「……」

　風ふ呂ろに入れた秋をベッドに寝ねかせる。いつもは割とすぐ寝るのに、今日はなかなか目を閉じない。

「どうした？　眠ねむれないのか？」

　ベッドの端はしに座った千春が頭を撫でてやると、秋はじっと大きな目で見上げてきた。

「……ハル」

「ん？」

「だいすき」

　千春のいつもと違ちがう様子に不安になったのかもしれない。もしかしたら、善太郎という心のよりどころが無くなってしまった秋の心に、たまたま千春が滑すべり込んでしまっただけで、好きというより依い存そんという可能性もある。

　それでも、普ふ段だん口の重い秋が、こうして自分の気持ちを告げてくれるということ自体、きっと特別なことだと思うし、その相手が自分だということがとても嬉しかった。

　もちろん、千春の答えは一つだ。

「俺も秋が好きだよ」

　秋が日下部の息むす子こでなくても、秋が好きだから、こうして側そばにいる。

「……おやすみなさい」

　布ふ団とんごと抱だきしめながら言った千春に、秋は嬉うれしそうに笑ってようやく目を閉じた。










「お帰りなさい」

「……ただいま」

　改めて気持ちを固めた自分の顔は、きっと怖こわいくらい険しいのだろう。帰ってきた日下部は一いつ瞬しゆん眉み間けんに皺しわを作ったが、すぐに柔らかい声で挨あい拶さつをしてくれた。

「秋は寝ました」

「そうか」

　廊ろう下かを歩く時、千春は意識して日下部の少し後ろを歩く。その様子に日下部は一度立ち止まったが、千春が動かないのでそのまま歩き出した。

「俺、食事の支し度たくをしますから」

「ああ」

　彼が寝しん室しつのドアの前にきた時、そう言いおいてするりと身をかわしてリビングに向かう。今日、日下部が帰宅してからまだ一度も身体からだが触れていない。そのことを寂さびしく思うが、今日こそはちゃんと話をしたいので、この状況で問題はない……はずだ。

　夕飯は和食にしてみた。鮭さけの塩焼きに肉じゃが。キュウリと貝柱の酢すの物に、わかめの味み噌そ汁しる。そこに茶ちや碗わん蒸むしも付けた。

　ダイニングテーブルの上に並べられた和食を見て、日下部が明らかに口元を綻ほころばせている。普段は秋の好みを重視したメニューが多いが、日下部は和食も好んでいるのだ。

「美味おいしそうだ……いただきます」

　綺き麗れいな箸はし使づかいで食事を始める日下部に、千春は今日の秋の様子を話した。

　いつもと同じ時間だが、どこか張りつめた空気だ。千春はずっと緊きん張ちようしているが、目の前の日下部に変わった様子はない。

　これが経験値の差かと思うと同時に、そこまで自分のことを意識していないのかもしれないと疑ぎ心しん暗あん鬼きになる。

　千春にとっては息が詰つまりそうな食事の時間を終え、日下部は箸を置いて顔を上げた。

「話があるのか？」

「……はい」

「リビングに行こうか」

　立ち上がった日下部の背中を視線で追い、千春もぎこちなく椅い子すを引いた。もう少しだけ時間が欲しいと思った自分は甘かったらしい。

　ソファに座る日下部を見て、どこに座ろうか一瞬迷った。普通なら、向かいの席だ。だが、日下部は軽く自分の隣となりを叩たたいてみせる。

（……隣か）

　ここは迷っていてもしかたがないと思い、千春は一人分のスペースを空けて同じソファに腰こしを下ろした。

「話は？」

「……っ」

　その途と端たん、さっそく日下部は切り出した。千春がまだ落ち着かないのは見ていてわかるだろうに、まるで考える暇ひまを与えないかのような性急さだ。

「ハル」

　それなのに、名前を呼ぶ声に甘さが含ふくまれていると思うのは千春の願望だろうか。

（ちゃんと、言わないと）

　中ちゆう途と半はん端ぱなこの状態では落ち着かないし、長くなってしまうと日下部が撤てつ回かいする時に言いにくくなるかもしれない。

　どんなに時間をかけようと、千春が女になるわけはなく、今がただの好意止まりなら、そこから恋れん愛あい感情に進むのは難しいはずだ。

「ハル？」

　日下部の手が伸のびて、いつものように頰ほおに触ふれる直前、千春はその手首を摑つかんで身を乗り出し、ソファに日下部の身体を押し倒たおした。

　真上から彼を見下ろすのは初めてだ。こんなに近くても格好良いし、手首を摑んでいるだけでもドキドキする。でも、これは千春だけかもしれないと思うと、胸の中に虚むなしさが広がった。

「……俺、あなたを押し倒すこともできます」

「……」

「あなたよりも低いですけど身長はあるし、華きや奢しやでもありません」

　千春は強く目を閉じ、勢いよく日下部にキスした。目を閉じていたので目測を誤り、キスは唇くちびるではなくその端になってしまったが、それも自分らしいかもしれないと苦い笑いが込み上げてきた。

「俺、男ですよ」

「……わかっている」

　ようやく返った言葉は、どういう意味が込められているのかわからない。

　千春はもっと日下部の表情を見ようとしたが、身じろぐお互たがいの下か肢しが密着しているのに気づき、一瞬にして顔が熱くなった。

「お、俺は、キスしたいくらい、あなたのことが好きですけど、あなたは……っ」

　あなたは、どうなんですか。

　その言葉は最後まで言えず、千春はいきなり摑まれた後頭部を引き寄せられて日下部とキスをしていた。

「ん……んぅっ」

　先ほど自分がした、ただ押し当てるキスとはまったく違った。しっかりと合わさった唇は、やがて熱い何かでこじ開けられ、その中にぬるりと侵しん入にゆうしてきたものがあった。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに千春の口こう腔こうを犯おかすのは……日下部の舌だ。重ねるだけではない、もっと濃のう厚こうなキスに、初めての千春は翻ほん弄ろうされ、身体から力が抜ぬけてしまった。

「ふ……んぁ」

　口の中を舌で犯されながら、しっかりと腰が摑まれる。尻しりを揉もまれ、むずかった拍ひよう子しにまた下肢がこすれて、千春は自分のものの変化に気づき、羞しゆう恥ちで涙なみだが滲にじんだ。

　どのくらい経たっただろうか。

　混じり合った唾だ液えきを飲み込めずに口元を汚よごした千春は、自分の身体を乗せたまま身を起こした日下部の腰の強きよう靭じんさに呆ほうけた。こんなに強ければ、隙すきをついたとしても押し倒すことなどできないはずだ。

　先ほどは、わざと千春の好きにさせてくれたのか……そう考えると、初めから日下部の思うように動いていた自分がおかしかった。　>>>♥

「ハル」

　日下部は濡ぬれた千春の口元に舌を這はわせ、今度は軽く唇を押し当てるだけのキスをした。

「すまなかった」

「……っ」

　その謝罪に身が強こわ張ばる。こんなに濃厚なキスをしても、やっぱり恋愛対象としては無理だと言われるのだと……そう思った。

「やり過ぎた」

「……え？」

「私が触れるたびに、びくびくして顔を赤くする姿が可愛かわいくて、君の反応をもう少し見たいと思ってしまった。だが、そのせいで追い詰めたんだろう？　慣れないことまでして」

　千春は赤くなる顔を隠かくすために俯うつむく。キスくらい慣れていると言いたいが、あいにくそこで噓うそがつけない損な性しよう分ぶんだった。

「ハル」

　抱きしめている日下部の手に力が入る。

「答えは、とっくに出ていた」

「……答え？」

「私は、恋愛対象としてハルを見ている。キスも、それ以上もしたいと思っている」

「く、日下部さんっ」　>>>♥

（直球過ぎだってばっ）

　答えが知りたいとは思ったが、それがここまで恥はずかしいことだとは思わなかった。

「ただ、私も男同士の恋愛は初めてなんだ。お互い勉強しながら先に進みたいと思っている」

　生き真面目まじめに告げてくれる言葉。その、内容に見合わない勉強という言葉に千春は笑えみが零こぼれた。

（日下部さんらしい……）

　わからないことは徹てつ底てい的に、人に教えを乞こうことも躊躇ためらわない。そのくせ、天然なのか無意識に口説いてくるのだから質たちが悪い。そもそもの恋愛のスキルが違ちがうのだろうが、初めに好きになった自分が振ふり回されているのは少し悔くやしかった。

　だが、そんなふうに思っても、嬉うれしさの方が強くて文句も言えない。

　千春は恐おそる恐る手を伸ばし、日下部の首に抱だき着いた。傍はたから見たら大おお柄がらの男がそれよりも大柄の男に抱き着いている滑こつ稽けいな姿かもしれないが、ここには自分たち以外の誰だれもいない。

「……好きです」

「……みたい、とは言わないんだな」

「もう、わかりましたから」

　直接的な言葉を交かわさなくても、一いつ緒しよにいる時間が自分の中の不確定な気持ちを強くしてくれた。

　日下部が好きだ。

　もう、はっきりと言えるくらい、想おもいは強くなっている。

「……恋こい人びとに、なれますか？」

　もう一度、確かめるように聞くと、彼は頭をポンポンと優やさしく撫なでてくれた。

「恋人になってほしい」

「……はいっ」

　諦あきらめるためにした告白が、お試ためし期間というわずかな可能性に繫つながった。そしてそれが、今度はこんな泣きそうなほど嬉しい結果になった。

（告白して良かった……っ）

　好きな人に、好きでいてもらえる。

　それがどれほどの幸運なのか、千春は日下部の温ぬくもりを逃にがさないように強く抱き着いた。








第六章









　日下部に恋愛対象として見ていると言われ、初めてのキスもした。

　フワフワな気持ちのまま帰宅した千春だったが、浮うかれた気分は一晩経って見る間に萎しぼんでしまった。秋のことを考えたからだ。

　自分に懐なついてくれているが、そこには当然父親の恋人だという情報はない。食事を作り、一緒に遊んでくれる人。好かれてはいるが、それはあくまで秋の友人として出会ったからで、父親の恋人として認められているわけじゃない。

　もちろん、五歳の秋に本当のことは言えないし、言うつもりはない。ただ、噓がつけない千春の日下部への態度が変化をし、それを見た秋がどう思うのか。年齢よりも聡さとい秋のことだ、絶対に変だと思うに違いない。

「構わないだろう」

「……え？」

　翌日の夜。帰宅した日下部にさっそく自分の感じている不安を話した。

「まだこちらから話すつもりはないが、もし知ったとしたらきちんと説明するつもりだ。秋もわかってくれると思う」

「……日下部さん……」

「それよりも、ちゃんと気持ちを話してくれて嬉しい」

　一人で考え込む前に、まずは言葉にして伝えてほしい。

　それが文句でも、不安でも提案でも構わない。一人で考え込んで、結果離はなれてしまうようなことにならないのなら、どんなことでも受け止める。

　あのキスの夜、日下部は千春の目を見てそう言ってくれた。周りの目より、互いのすれ違いの方が怖こわい、と。

　その言葉は千春の胸の中に強く残っている。秋のことを考えるのはもちろんだが、想いが通じ合った日下部と別れることは考えたくない。

「今度の日曜、一緒に出かけないか？」

「日曜日？」

「秋も一緒に、どこか行こう」

　千春は反射的に頷うなずいた。

「はいっ、一緒に行きましょうっ。秋、きっと喜びますよ」

　日下部は多た忙ぼうだ。一度熱を出して以来、帰宅時間は少し早くなったし、日曜日は休みを取ることも多くなったが、外に出かけるということはなかった。それは日下部の休養日だからという前に、人ひと混ごみが苦手な秋のことを考えてだろうが、最近の秋の様子を見て日下部も気持ちを変えたのかもしれない。

　同どう年ねん齢れいの友達がなかなかいない秋に、その時だけでも遊べる友達ができたら。

　千春はさっそく頭の中で行き先を考え始めた。この時ばかりは、男兄弟が四人もいるとその行く当ても様々ある。

（秋は身体からだを動かすのが苦手だから……動物園とか、水族館とかがいいかも）

　マジパンや折り紙で作る動物たちを実際に見せてやりたい。その時の秋の顔を想像して思わず笑う。

「……わっ」

　その時、いきなり腰こしを抱き寄せられた。

「く、日下部さん？」

　高身長の日下部だが、千春は少し顔を上げれば視線が合う。少しだけ、男同士だから良かったなと思えた。

　ただ、いきなり抱きしめられるのは困る。まだ慣れないし、動どう揺ようして顔が赤くなるのを隠かくせない。

「考えるのは明日にできないか」

「え？」

「今は、私たちの時間だ」

　そう言って、日下部は顔を近づけてきた。反射的に目を閉じると、すぐに唇くちびるに触ふれる感かん触しよくがあった。

「ん……」

　もう何度もキスはしたが、千春はまだ慣れていない。そうでなくても普ふ段だんは口数が少ない日下部が、口説き文句を言う時は饒じよう舌ぜつなのだ。言葉でさえ照れるのに、実際に触れ合うのはいまだハードルが高過ぎる。

　日下部は片手で腰を、そしてもう片方の手で頰ほおを撫でてくる。千春が目を奪うばわれるあの大きな手の感触にうっとりと身を任せたくなるが、ここは廊ろう下かで、側そばの部屋には秋が眠ねむっている。この状じよう況きようで自分の欲だけに走ることはできなかった。

「……っ」

　それでも、しばらくは日下部の与あたえてくれる快感に身を委ゆだね、ようやく身を離した時には千春は顔が熱くてたまらなかった。

「……も、終わりです」

「残念だが」

「……俺も」

　素す直なおに答えると、珍めずらしく驚おどろいたような顔をした日下部が、次の瞬しゆん間かんに嬉うれしそうに目を細めている。自分の言葉一つでこれほど喜んでくれている様子がくすぐったくて、千春は慌あわてて遅おそい夕食の準備を始めるためにキッチンに急いだ。










　日曜日。

　千春は朝から弁当作りに忙いそがしかった。

　秋に日下部の提案を伝えると目を丸くして、行く先が動物園だと知ると飛び上がって喜んだ。これまでテレビや本でしか見たことのない動物を、実際に見ることができるのが嬉しかったようだ。

　そんな秋をもっと喜ばせたくて、千春は弁当を作っていくことを約束した。秋が好きなものばかりを詰つめていると、珍しく早起きしたすぐ下の弟がキッチンを覗のぞいてうわぁと歓かん声せいを上げた。

「何だよ、ハル、美味うまそうなの作ってるじゃん！」

　高校生の四男、智司は食べ盛ざかりだ。さっそく手が伸のびて摘つまもうとするのを、千春はすげなく叩たたき落とす。

「駄だ目めだ」

「え～っ、俺も久しぶりにハルのご飯食べたい～っ」

　大おお袈げ裟さに嘆なげくのが芝しば居いだとわかっているので心は動かされない。ただ、しばらく家族のために食事を作っていないのも事実なので、千春はわざと大きな溜ため息をついて言った。

「揚あげ物は余分に作ってあるから、後で食べていいぞ。雅樹にも分けてやれよ」

「やった～！」

　千春よりも一歳下なだけなのに、まだまだ無む邪じや気きで子供っぽい。ただ、運動部に入っているので、長身の千春よりも体格は良いのだ。

（……日下部さんと同じくらい、か？）

　ふと弟を仰あおぎ見て想像し、次の瞬間、ボッと赤くなる。

「ハル？」

「な、何でもない」

　弟と日下部を比べるなんてどうかしている。千春は浮かれている自分に活を入れた。

　その後は素早く準備を終え、日下部家へ向かった。

「秋、いい天気だぞ！」

「……」

「秋？」

　玄げん関かんまで出で迎むかえてくれた秋の顔はどこか浮かないものだった。体調でも優すぐれないのかと後ろに立つ日下部を見たが、彼は大だい丈じよう夫ぶと言って秋を促うながした。

（……どうしたんだ？）

　最近は見せなくなった顔に不安が過よぎるが、せっかく楽しみにしていた動物園を止やめることも躊躇ためらわれる。実際、秋は出かける準備をしていて、そのまま車に乗り込んだ。

「……」

　後部座席に並んで座ると、秋がギュッと千春の手を握にぎりしめる。不安を堪こらえるかのような行動に心配は消えなかったが、秋がいる場で日下部に尋たずねることはできない。

「秋、着いたぞ」

　日曜日の動物園には家族連れも多く、それぞれが楽し気な歓声を上げて動物を見ている。沈しずんだ顔をしていた秋も、大きな象を間近に見て夢中になったようだ。柵さくを握りしめて一心に見つめている様子を横目に、千春は日下部に小声で話しかけた。

「何かあったんですか？」

「……昨日、両親がきただろう」

「はい、それは聞きました」

　昨日の土曜日、日下部の両親が突とつ然ぜん訪問してきたらしく、ハウスキーパーの大森から連れん絡らくがいった日下部から、千春へと電話がかかってきた。そのため、昨日千春は日下部家に行っていないのだ。

　祖父母がきたのなら、秋も喜んだはずだ。それでどうしてこんな顔をしているんだろうか、繫つながりが見えなくて眉み間けんに皺しわが寄ると、日下部が宥なだめるように軽く背中を叩いてきた。

「私の再さい婚こんを勧すすめにきた」

「……え？」

（再婚？）

　千春は思わず日下部を見る。さっきまで秋を見ていた日下部も、千春と目を合わせてきた。

「秋のためにも、新しい母親を早く迎えるように言ってきた。親の心配はわかるが、今私たち親子はうまくいっているし、何より私にはハルがいる」

　きっぱりと言い切ってくれるが、千春は素直に喜べなかった。

　考えなくても、日下部の両親の申し出はごく当たり前のことだ。まだ幼い秋のために母親を、そして日下部に妻をというのは誰だれが聞いても納なつ得とくできた。納得できるからこそ……胸が苦しい。自分は側にいてはいけないのだと、現実を突つきつけられている気がした。

「ハル」

　周りには大勢の人がいる。そんな中、日下部は千春の指に軽く触れた。それはすぐに離はなれたが、千春の冷えた心を温めてくれたのは確かだ。

「君と付き合うことを簡単に決めたわけじゃない。だからこそ、一度決めたからには撤てつ回かいする気もない」

「……でも」

　それで、本当に日下部は、秋は幸せなのかと考えると素直に頷うなずけない。

「元々、前の妻と両親は合わなかった。だから、今度は自分たちの薦すすめる女性と結婚してほしいんだろうが、素直に言うことを聞くほど私は子供じゃない」

　いつもは絶対に口にしない前の奥さんのことを出してまで、日下部は千春に真しん摯しに思いを告げてくれる。

「……いいんですか？　そんなこと俺に話して……」

「ハルには隠し事はしないと約束しただろう？」

　込み入った家庭の事情を自分が聞いてもいいのかと思ったが、日下部は約束をちゃんと守ってくれている。その気持ちが嬉しかった。

「ハル、ぞうさん」

　その時、満足したのか、秋が振ふり向いて千春の手を握る。日下部によく似た真っ直すぐな眼まな差ざしが、千春だけに向けられていた。

「つぎ、きりんさん、いこう」

「……うん、そうだな」

　千春も強く秋の手を握りしめる。この手を離すなんて、今はとても考えられない。

「パパも」

　そう言って秋が反対の手を差し出すと、日下部が躊躇いなく摑つかんだ。秋を挟はさんで三人、これはまるで───。

「まるで家族だな」

「……っ」

　当然のように言った日下部の言葉に、千春はたまらなくなって俯うつむいた。










　初めての動物園に秋の気分も浮ふ上じようしたのか、昼ご飯を食べるころには表面上は元気になった。

　千春が作ったハンバーグや唐から揚あげ、タコさんウインナーに、動物の顔を模したおにぎりを見て、いつもよりずっと量を食べていた。

　日下部もデコ弁は初めてだったのか、一々これは何で出来ているのかと尋ねてきて、感心しながら食べていた。その顔が秋とそっくりで、千春はまた泣きそうになるのを我が慢まんしなければならなかった。

「お疲つかれ様」

「日下部さんこそ、お疲れ様です。運転して、秋も抱だっこして、今日は疲れたんじゃないですか？」

　夕方帰宅し、早めの夕食をとり風ふ呂ろに入った秋は、早々に眠ねむりについてしまった。眠りに落ちる寸前まで、動物園と弁当のことをずっと話していて、いかに秋が楽しんだのかがわかった。連れて行って良かったと思うが、静かになると昼間の日下部の言葉が頭を過る。

『私の再婚を勧めにきた』

　日下部は受けるつもりはないらしいが、それは本当に秋のためになるんだろうか、昼間考えたことが何度も繰くり返し頭の中を巡めぐって、千春は深い溜め息をついた。

　リビングでは日下部が待っている。話をせずに帰ることはできず、顔を合わせればどうしてもそのことが気になって、責めたり、情けない言葉を言わないという自信がなかった。

　しかし、いつまでも秋の部屋に隠かくれているわけにはいかない。

　千春は覚かく悟ごを決めてリビングに戻もどる。日下部はソファに座っていて、ローテーブルにはコーヒーを入れたカップが並んでいた。

「ハル」

　千春の姿を見た日下部に呼ばれ、その隣となりに浅く腰こしを下ろした。自然と緊きん張ちようし身体からだが固くなったが、すぐに日下部に腰を抱き寄せられる。

「今日はありがとう。秋もとても喜んでいた」

「い、いえ、俺の方こそ久しぶりで楽しかったです」

「弁当を作るのは大変だっただろう？」

「秋も、日下部さんもたくさん食べてくれたんで……作って良かったです」

　会話をしながら、千春は日下部の言葉を待つ。あの話題があれきりで終わるとは思わなかったからだ。

「ハル、まだ気にしているのか？」

「……すみません」

「……ちゃんと言っていなかったな。再婚話は断った。両親には、一生一いつ緒しよにいたいパートナーがいると告げた。会わせろとうるさかったが、ハルの許可がない限りは会わせない」

「日下部さん……」

　ドキッとした。動物園では再婚話があったことを話し、千春とのことを真しん剣けんに考えていると言ってくれたが、話を断ったということは聞いていなかったことに今更ながら気づいたからだ。

（……そっか……）

　その一言がなかったことを無意識に気にしていたことを、千春自身初めて知った。

　日下部はじっと千春を見ている。切れ長の、いつもは冷たくクールに見える目が、明らかな熱を孕はらんでいるのが見えた。

「好きだ」

「……っ」

「私と秋の家族になってほしい」

　胸が苦しくて、息ができないかと思った。でも、その苦しみは悲しさからではない。嬉うれしくて感情が制せい御ぎよできなかった。

「……ハル……」

　ポロポロと涙なみだを流す千春を、珍めずらしく焦あせった様子で日下部が抱きしめてくる。その背をしっかりと抱き返し、千春は震ふるえる声で言った。

「お、俺も、好き、です」

「……嬉しい、ありがとう」

　礼など言われることではないのに、その日下部の《らしさ》に泣きながら笑った。

　そして、ここまでちゃんと二人、いや、三人のことを考えてくれている日下部に、千春も誠意をもって応こたえなければならないと思った。

「日下部さん……俺、バイト、辞やめます」

「ハル、それは……」

　日下部の瞳ひとみの中に、不安が過よぎるのがわかった。だが、まだ伝えたい言葉は終わっていない。

「バイトは辞めて、俺、ちゃんと家族として秋と……日下部さんと、一緒にいたいです」

　目を見み張はった日下部が、やがて嬉し気に笑った。

「……ああ、家族になろう」

　日下部に頰ほおを撫なでられ、目を閉じた千春は、降りてきた唇くちびるを受け止めた。

　出会ってまだ数カ月。そんな短い期間だというのに、千春はこの先もずっと一緒にいたい運命の相手と出会った。不安や誤解もあったが、ちゃんと互たがいに言葉にし、想おもいが通い合ったことは嬉しいが───。

「あ、あの、日下部さん？」

　千春はソファに仰あお向むけに倒たおされた状じよう況きように困こん惑わくした。さっきまではソファに座って抱き合った状態だったのが、いつこんな体勢になってしまったのだろうか。

「ハルが可愛かわいくて」

「か、可愛いって、俺、可愛くないですっ」

　自分の容姿は自分が一番わかっている。可愛いなんて言葉の正反対にいるようなもので、いくら日下部の言葉だからといって素す直なおに受け取ることはできなかった。

　しかし、必死に反論している千春を、日下部はなぜか微笑ほほえましそうに見下ろしてくる。

　そして、そのまま彼の唇が首筋に押し当てられ、そこに鈍にぶい痛みを感じた瞬しゆん間かん、千春は情けなくも自身の下か肢しが反応したのに気づいた。

（う、噓うそだろ……）

　たったこれだけのことに感じている自分が信じられない。

「は、離はなれて、日下部さんっ」

　とにかくいったん離れようと日下部の胸を押しのけようとするが、のしかかる体勢のせいかびくとも動かなかった。千春も、非力な女性ではない。細身だがそれなりの身長もあるというのに、まったく抵てい抗こうできないということが信じられなかった。

　千春が己おのれの非力さに呆ぼう然ぜんとしている間にも、日下部の唇はゆっくりと首筋を滑すべっていく。そのたびに甘く痛む箇か所しよにピクピクと身体を震わせた千春は、どうしようもない状態に縋すがる思いで日下部の髪かみを弱々しく摑んだ。

「日下部さ……」

　情けないほど小さな声だったが、幸いにも日下部の耳に届いたようで、首筋に埋うまっていた頭が持ち上がって視線が合う。

「……日下部さん」

「……すまない。ハルが可愛くて、どうしても欲しくなった」

「ほ……しい、って……」

　正直すぎる言葉に顔が熱くなる。男としての情けなさに泣いている場合ではなかった。日下部はライバルではなく、恋こい人びとなのだ。恋人同士がキスした後、気持ちが高まってその後どうなるか。一瞬で想像した千春は別の意味でパニックになった。

　告白して終わりではない。その後にまだ続きがあるのだということに、恋れん愛あい初心者の千春は今の今まで気づいていなかった。いや、そもそも女でない自分に欲を感じるかどうか、最初に確かめたのは自分だったはずだ。

　困惑し、焦って、千春は落ち着きなく視線をさ迷わせる。だが、先ほど感じた情けなさは既すでに消えていた。

「ハル、嫌いやか？」

「い、嫌じゃ、あの、俺……」

　間近にある整った日下部の顔を真っ直すぐに見ることができない。だが、どうしてここまで躊躇ためらうのか、嫌がっていない理由は伝えなければならない。

「……俺、その……経験、なくて」

　十九歳で未経験というのが遅おそいか早いかはわからない。ただ、同性の日下部に知られるのは女の子に知られる以上の恥はずかしさがあった。

「私も、初めてだ」

　子供までいる日下部のその言葉に戸と惑まどう。それは男同士でということかと思ったが、軽く額に唇が押し当てられた後に言われたのは思いがけない言葉だった。

「こんなに好きになった相手を抱だくのは初めてだ」

　恥ずかしくてたまらない。でも、嬉しかった。古ふる臭くさいかもしれないが、千春も昔から経験するなら結けつ婚こんする相手と、責任をもってと考えていた。

　結婚は無理だ。でも、本当に好きな相手となら……千春の躊躇いは、日下部への強い想いにかき消された。
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『……すまない。ハルが可愛くて、どうしても欲しくなった』

　そう伝えた時の千春は目を見張り、たちまち吊つり目がちの目元が赤く染まったのが艶つやっぽく見え、さらに自分の中の欲が高まった。

　同性との恋愛を、おそらく千春は日下部より気にしていたのだろう。好きだと先に伝えてきたのに、いっこうにこちらに踏ふみ込むようなことはなかった。

　秋の存在が千春の感情のブレーキになっていたかもしれないが、日下部にとってそれは想定の範はん囲い内だった。

　日下部は秋が大切だ。愛して、立派に育てていきたいと思っている。だが、その人生の中に、千春が必要なのだ。親が強ごう引いんに薦すすめる新しい母親、妻は、自分たち親子には必要ない。

　もちろん、同性同士の恋愛が周りからどう見られるのかは想像がつくが、自分なら千春を守れるし、千春も離れずに側そばにいてほしい。

　その気持ちの延長にセックスがあったのだが、どうやら千春は想像以上に初心うぶだった。押し倒してキスをしてきたくらいなのに、自分が押し倒されると半泣きになる。

　精せい悍かんな青年に見える千春のその表情は妙みように加か虐ぎやく心を刺し激げきした。もっと泣かせてみたいと思ったのは……千春には言えない。

　本人は男そのものの自身の身体からだを晒さらすことを躊躇っているようだが、むしろ日下部は見てみたいと思っている。細身でしなやかな体つきは服の上からも十分わかるので、綺き麗れいだろう身体を見て、それが自分のものだと確かめたかった。

「……あの、するん……ですか」

　小動物のような眼まな差ざしで聞いてくる千春に、いやと囁ささやく。

「今日は最後までしない。でも、ハルを感じさせたい」

「か……っ」

（そんな反応をするから、もっとからかいたくなる）

　実を言えば、今日ここまでするつもりはなかった。秋の心理的負担もあり、両親の勧める再さい婚こんの話は告げるつもりだったが、結局は断ったのでそれで終わりと思っていた。だが、千春の不安げな表情に日下部も気持ちを煽あおられ、結局押し倒してしまった。

　狡ずるいという自覚はあるが、千春が可愛いのだからしかたがない。

　あっさりそう受け入れたが、さすがにセックスのことは考えていなかったので何の準備もしていなかった。

　男同士のセックスは初めてだが、千春を好きだと気づき、手に入れたいと思った時点である程度調べた。その結果、それなりの準備も必要だとわかり、手配するつもりだった。

　さすがに、初めてで勢いのままということはできない。その上、千春は女性相手の経験もないと可愛い告白をしてくれた。今後、女性と付き合おうと思わないくらい気持ちよくするためにも、やはり準備は必要だ。

　だが、この可愛い千春に手を出さないでいられるわけがない。

「……あの」

「ん？」

「俺、その……汗あせ、かいたし」

　外出先から帰宅したままでいることが気になるのか、千春はぎこちなくシャツの裾すそを握にぎる。その慣れていない様子に頰が緩ゆるみそうになるのを抑おさえ、千春の身体を抱きしめた。

「く、日下部さん？」

「構わない」

　どうせ汗はかく。さすがに初心者にそんなことは言えないし、正直に言えば日下部がもう待てない。

　こうして抱きしめると、明らかに女性とは違ちがい、腕うでの中にすっぽり入るとは言い難がたい身体だ。しかし、しなやかで細身の身体は腕にしっかり馴な染じんでいる。少しだけ身長の低い千春が、甘えるように肩かたに額を預けるのも、心を許してくれているようで嬉うれしかった。

　日下部は名残なごり惜おしく千春を解放し、そのまま腰こしを抱いてリビングを出る。

　向かった先はゲストルームだ。日下部の寝しん室しつでもいいのだが、そこは秋の部屋に近いので千春が気にするだろう。

　ここに住むようになり、秋に会いに来た両親が数回使っただけのゲストルーム。定期的に大森が空気を入れ換かえて掃そう除じもしてくれるので綺麗だ。

　千春は足を踏み入れたことがないのだろう、控ひかえめだが物もの珍めずらしそうに周りを見ている。少し緊きん張ちようがほぐれたような様子に、日下部は背後から抱きしめて首筋にキスを落とした。

「……っ」

　その途と端たん、千春の身体が大きく震ふるえる。それを宥なだめるように背中を撫なでた。

「ハル」

「そ、の、声っ」

「声？　……この声か？」

　耳元で囁くと、間近にある肌はだが粟あわ立だったように見えた。どうやら、この声を気に入ってくれているようだ。それならばと、日下部はさらに囁いた。

「少しだけ、君に触ふれていいか？」

　返事はなかったが、胸むな元もとに回した手に、まるで縋すがるかのように強くしがみ付いてくる。逃にげないことが答えだと勝手に解かい釈しやくし、日下部は千春をベッドに座らせた。

　怖こわがらせないよう、ゆっくりと仰あお向むけに倒たおすと、不安げな目が見上げてくる。

「怖いか？」

　本当に嫌なら止やめなければならない。大人としての理性を総動員して強がって言えば、千春は一度唇くちびるを引き結んだ後、ゆっくり解いて答えた。

「……怖いです」

「……そうか」

　無む理り強じいはしたくない。日下部は身体を起こそうとした。しかし、その腕を千春の手が摑つかんだ。

「こ、怖いです、けど……嫌じゃ、ないです」

　恥はずかしがり屋の千春の、それが精せい一いつ杯ぱいの誘さそいの言葉だと思うと、胸の中の愛いとおしさがいっそう膨ふくらむ。日下部はキスをしながら、シャツのボタンを外した。

（……綺麗だ）

　初めて見る千春の身体は、日下部の想像以上に綺麗だった。細身だが薄うすく筋肉がついていて、健康的な肌は若々しく瑞みず々みずしい。女性のような柔やわらかさも、豊かな胸も腰もないが、それでも十分、日下部を興奮させた。

　ゆっくり、手て触ざわりを確かめるように肌に指を滑すべらすと、千春が息をのんだのがわかった。

「……っつ」

　視線が合うのが恥ずかしいのか、強く目を閉じてしまった。その瞼まぶたに、唇を押し当てる。

「少し、無理を強いても許してほしい。ハルへの愛情からだ」

　シャツをはだけさせた状態で、今度はジーンズのボタンに手をかけた。そこはわずかに変化している。

　自分以外の男のその変化を見るのは当然初めてだった。改めて、自分が組み敷しいているのは同じ男なのだと思ったが、それでも不快感や嫌けん悪お感かんはない。日下部は千春を怖がらせないよう慎しん重ちように、ボタンを外してできた隙すき間まに手を差し入れた。

「ぅわ……っ」

　千春の焦あせったような声に同調するように、触れた布越ごしの彼のペニスが反応する。手を押し上げるように急激に育つそこに、日下部は自身も下か肢しが熱くなるのを自覚した。触れていないのに勃たつなんて、どうやら自分もまだ若いらしい。

「ハル……」

　自分の声が熱を孕はらんでいるのを自覚しながら、日下部はシーツを摑む千春の手に己おのれのそれを重ねた。

「……触れるか？」

　ねだるように誘いをかけ、触れる手の指を意味深に撫で上げる。しかし、千春はすぐには意味がわからなかったらしい。

「な……に？」

　困こん惑わくするような呟つぶやきに、手を誘ゆう導どうして自分の下肢に押し当てた。

「えっ？」

　その途端、驚おどろいた声が上がる。どうやら、ギリギリ我が慢まんしているつもりが、千春と同じ状態になってしまっているようだ。多少気恥ずかしさはあったが、これは千春の身体に反応している証あかしだ。男同士でも、ちゃんと欲情できる。

　愛情を確かめ合うために、セックスもできる。

　お互たがいの反応で忌き避ひ感がないことに心から安あん堵どして、日下部は千春を感じさせることに意識を集中することにした。

「あ、ま、まって、くださっ」

「待てない」

　下着の上からペニスをなぞるように手を動かすと、千春が焦ったように身を捩よじった。しかし、それはかえって強く日下部の手を下肢に押し当てる体勢になってしまい、千春はさらに声を上げた。

「んぁっ……あっ」

　鼻にかかった、艶つやっぽい声。普ふ段だんの千春からは想像できない色を含ふくんだその声をもっと聴ききたくて、日下部はさらに手を動かし続ける。下着越しのもどかしい刺し激げきと、羞しゆう恥ちが相まって、千春は驚くほど早く頂点に達したらしい。

「……！」

　小さな悲鳴とともに、じんわりと下着が濡ぬれたのがわかる。猛たけっていたペニスも射精によっておとなしくなっていった。

　中ちゆう途と半はん端ぱに乱れた服を見ると可か哀わい想そうになるが、それがかえって性急だった自分の欲も見せつける結果となった。

「……ハル」

「……ぁ……」

　自然と甘くなる声で名前を呼ぶと、固く閉じられていた千春の目が開いた。涙なみだで濡れた目と、赤く染まった目元。凄すさまじい色気に、ドクンと大きく心臓の鼓こ動どうが響ひびいた。

　緩やかに勃ち上がっていた自分のものが、さらに勢いづいて頭をもたげる。ここで千春に触れてもらったら、それこそ情けなくもすぐにイってしまいそうだ。

　しかし、既すでに千春は限界のようで、ぐったりとベッドに身体からだを預けている。その様子を見てもなお要求することなどできるはずもなく、日下部は自身で己の欲望を吐はき出すべく、千春の顔を見ながら手を動かした。　>>>♥
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　目が覚めた時、千春は見知らぬ天てん井じようを見て当惑した。

「……ど、こだ？」

　モノトーンの、シックで上品な部屋。横になっているベッドも柔らかくて、自分がなぜここで眠ねむっていたのかもわからなかった。

　とにかく起きなければと身体を起こすと、見下ろす服も初めて見るものだった。自分の身体のサイズよりも少し大きめのＴシャツに、下は……穿はいてない。

「えぇっ？」

　さすがに驚き、千春は脱ぬいでいるはずの下着を探した。しかし、ベッドの端はしにジーンズとシャツはあったが、下着は見つからなかった。

　これではベッドから出ることができない。下半身丸出しの状態にパニックになった時、数回のノックとともにドアが開いて日下部が入ってきた。

「おはよう。起きていたか」

「お、おはようございます」

　とっさに下半身を上掛けで隠かくすが、どうしようかと焦りは高まるばかりだ。

「ここのバスルームを使ってもいい。昨日は軽く拭ふくしかできなかったからな」

「……拭く？」

「可愛かわいいハルを見せてもらった」

　そう言って口元を和やわらげる日下部に当惑していた千春も、

「新しい下着を持ってきた」

　そう言って差し出された下着に、瞬しゆん時じに昨夜ゆうべの出来事が頭に思い浮うかんだ。

（そ、そうだ、俺っ、昨日……っ）

　三人で動物園に行って、その時に日下部の再さい婚こんの話を聞いた。ショックを受けた千春を、マンションに戻もどった日下部がしっかりと慰なぐさめてくれて───そして、彼に欲しいと言われ、そのまま───。

（うわっ、俺、一人だけっ）

　キスされ、下着越しにペニスを刺激されて、あっけなくイってしまった。その後の記き憶おくはまったくなくて、多分そのまま眠ってしまったのだろう。

　日下部に応こたえるつもりだったのに、彼を置いて眠ってしまったなんて酷ひどい話だ。日下部はどう思っているのか、きっと怒おこっているのでは……恐おそる恐るその顔を見たが、日下部の表情に怒いかりは見えない。むしろ、どこか上じよう機き嫌げんな様子だ。

「どうした？」

「あ……の」

「……腰こしが立たないなら、抱だいて連れていこうか？」

「大だい丈じよう夫ぶですっ」

　抱っこされて連れて行かれるなんて情けなさすぎる。反射的に答えたが、千春の返事は予想できたのか、日下部は今度こそはっきりと笑い、手にした下着をベッドの端に置いた。

「私はリビングにいるから」

「わ、わかりました」

　すぐに出ていくと思ったが、日下部は千春の側そばまでやってくると、軽くキスをした。

「また後で」

　そして、ようやく部屋を出ていく。一連の彼の行動に、千春は時間を置いてじわじわと顔が熱くなってきた。

「……甘過ぎるだろ」

　恋こい人びとになってから、日下部はとても優やさしく千春に接してくれる。普段のクールさはどこに行ったかと思うほどの変わりようになかなか慣れないままだったが、今日は一段と視線が甘かったように思う。

　考えたくはないが、身体を重ねたからだろうか。しかし、昨日のあれはとてもセックスと言えるものではなかった。千春だけ感じて、イかされた状態で、千春は日下部に何もしていない。

　男同士のセックスがどこまでやるのか、千春はよく知らないままだ。これではしてもらうばかりで、対等な恋人とは言えない。

　一度ちゃんと勉強しなければと思うが、まずは風ふ呂ろだ。

　軽く拭いてくれたと言っていた通り、下か肢しにベタつきなどの違い和わ感かんはないが、昨日出かけたままなのでシャワーくらいは浴びたい。

　千春は飛び込むようにしてバスルームに向かった。








第七章









　シャワーを浴びてとりあえず身み支じ度たくを整えた千春がリビングに行くと、そこには日下部と秋がいた。壁かべ時計を見上げると、時刻は午前八時過ぎだ。

　ハウスキーパーの大森が来るまでにはまだ間があるが、秋がもう起きていたことに千春は動どう揺ようしてしまった。

　シャワーを浴びて、昨日の行為の名な残ごりはちゃんと洗い流したはずだが、子供は敏びん感かんなものなので何か気づいてしまうかもしれない。悪いことをしていたわけではないが、秘ひめなければならない行こう為いなので知られるわけにはいかなかった。

「おはよう、ハル」

「お、おはよう」

　千春の後ろめたい気持ちとは裏腹に、秋は可愛らしい笑え顔がおで挨あい拶さつをしてくれる。そして、近づくと強くしがみ付いてきた。

「秋？」

「ありがとう、ハル。どうぶつえん、たのしかった」

　おそらく、秋にとって初めての動物園は、どうやら楽しい思い出として記憶されたらしい。千春も身を屈かがめて秋を抱きしめた。

「俺も楽しかった。一いつ緒しよに行ってくれてありがとう、秋」

　二人で顔を合わせて笑い合っていると、いつの間にか側にきていた日下部が秋ごと千春を抱きしめる。

「私も楽しかった。秋、ハル、ありがとう」

「日下部さん……」

　これでは礼の言い合い合戦だ。なんだか楽しくなって、千春はさっきまでの緊きん張ちようが身体からだから消えるのがわかった。

　昨夜ゆうべ、日下部との関係が進んだことで、秋との関係も変化してしまうのではないかと怖こわかった。無む邪じや気きに慕したってくれる秋の父親と恋れん愛あい関係になるなんて、そうでなくても日下部の再婚話に動揺するような繊せん細さいな秋には受け止められないと思った。

　だが、もしかしたら、変わらなくて済むのかもしれない。千春と日下部の間には最初から秋がいた。これからも秋がいるのだ、それが当たり前の形になる。

　千春はそんなことを考えながら日下部を見上げた。

「日下部さん、ありがとうございます」

　シャワーを借りたことと、下着のこと。とにかくいろいろ合わせて礼を言うと、日下部は抱ほう擁ようを解かないまま軽く頰ほおにキスをしてくる。

「く、日下部さんっ」

　父親の行動に目を丸くしている秋の姿が視界に入り、千春は居たたまれなくてたまらない。千春は秋と日下部を何度も交こう互ごに見て、彼に秋の存在に注視するよう促うながした。

「よく眠ねむれたか？」

「……はい、すみません」

　猛もう烈れつな羞しゆう恥ちに俯うつむくと、日下部は千春の肩かたを抱き寄せる。

「私の方こそすまなかった。疲つかれていないか？」

　疲れているはずがない。それよりも、これ以上秋の前で際きわどいことを言わないでほしい。

「結局、昨日は無断外がい泊はくをさせてしまった。今日は私も一緒に行って謝罪したい」

「……え？　一緒って……」

「ハルの家族に会いたいんだが。駄だ目めか？」

　予想外のことに、千春は驚おどろき過ぎて声も出なかった。

　たかが一日の外泊だ。社会人でもあった千春がそのくらいのことをしても家族は驚かないし、多少心配されるくらいだ。むしろ、日下部のような男が同行する方が驚かれる。

　そもそも、どうして千春の家族に会いたいと思うのか。

「日下部さん、あの、どうしてうちの家族に会おうと思ってるんですか？」

「交際の挨拶はしておいた方がいいだろう？」

「えぇっ！」

　今度こそ千春の声は裏返り、まじまじと日下部を見た。

　二人の関係は世間的には秘密にするのが当然で、日下部がわざわざ千春の家に行く必要などない。千春自身、日下部とのことは絶対に誰だれにも、それこそ家族にも言うつもりはなかった。

　それなのに、日下部はごく当然の顔をして自分たちの関係を公表すると言う。千春よりはるかに責任のある立場の日下部に迷めい惑わくにならないかとの心配はもちろん、突とつ然ぜんのことに動揺してしまっているので、千春自身まだ時間が欲しかった。

「ちょ…ちょっと待ってください。うちの親何も知らないから腰抜かしちゃいますよ」

　もちろん、そう考えてくれている日下部の気持ちは嬉しい。千春も、自分の好きな人を家族に受け入れてほしいとも思っている。しかし、その前にもっと大切なことがあるのだ。

「それに、うちの家族の前に、ちゃんと認めてもらわないと……」

　そう言いながら秋を見ると、日下部も千春の伝えたいことがわかったらしい。

「……そうだったな」

　二人の視線を感じたのか、秋が期待を込めた目を向けてきた。

「ぼくも、ハルのうちいきたい」

「あ、あのな、これは遊びに行くとかじゃなくて、その、えっと」

　どう説明していいのか悩なやむ千春を置いて、日下部が秋の前に屈みこむと視線を合わせてゆっくりと告げた。

「秋、これから大事な話をするから、パパの話をしっかり聞いてほしい」

「日下部さんっ」

　まだ早いんじゃと不安に思う千春とは裏腹に、秋は父親の真しん剣けんな雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、黙だまって真っ直すぐな視線を向けている。父と息子の強い繫つながりが垣かい間ま見みえ、千春は口を挟はさむのをやめた。

「秋、パパは、ハルと家族になりたいとお願いしに行くんだ。秋が行くのはその後が良い」

「かぞく？」

「ああ。パパはハルが好きだから、秋と三人で家族になりたいと思っている。秋はどうだ？　ハルが家族になるのは嫌か？」

　千春は息をのんで日下部親子を見つめた。

　まさか、日下部がこんなにストレートに秋に話すとは思わなかった。五歳の秋に恋愛の、それも同性同士の恋愛の話をしてもわからないはずだ。しかし、日下部ははっきりと好きだと言い、家族になりたいと言った。それは、千春に対して言ってくれたのと同じくらい、真しん摯しな響ひびきを伴ともなっていた。　>>>♥

　こんなにも千春のことを考えてくれている日下部の言葉を否定することなどできず、言葉が出ないまま秋の反応を固かた唾ずをのんで見守る。

　秋はじっと日下部の顔を見つめた。

「かぞくになると、ずっといっしょ？」

「ああ。一緒だ」

「パパと、ハルと、ぼく？」

「秋と、ハルと、パパと、三人ずっと一緒だ」

「いっしょ……」

　その言葉を嚙かみしめるように呟つぶやいた秋は、やがてこくんと頷うなずいた。

「ハルと、かぞくになる」

「しゅ、秋」

「ぼく、ハルがだいすき。パパも、だいすきだから、だいすきなふたりも、だいすきどうしになってほしい」

　千春の手を取り、秋は珍めずらしくおねだりをしてくる。

「ハル、かぞくになって」

「……っ」

　父親の日下部とよく似た表情で言う言葉のシンクロに涙なみだが零こぼれそうだ。

　男同士の恋愛はわからなくても、日下部が千春のことを好きだというのは理解してくれ、応おう援えんしてくれている。そればかりか、秋自身、千春を家族として望んでくれている。

「日下部さん……」

　答えが見つからなくて情けない声で好きな人の名前を呼ぶと、いつものクールな口調で言われた。

「大切なものを手に入れるためには全力でいく主義なんだ」

　全力というのがどこまでのことを言うのか少し怖いが、それほど欲しがってくれているのは素す直なおに嬉うれしい。

　ただ、続く言葉は不ふ穏おんなものだった。

「逃にげ道はすべて塞ふさぐぞ、覚かく悟ごしろ」

「く、日下部さん」

　千春の目に、自信たっぷりに笑う日下部の姿が映った。










「……」

　できる男というのは、仕事も早い。

　千春はそれを思い知りながら、見慣れた雑然としたリビングにいた。隣となりには高級スーツを着こなした日下部がいる。ごく一いつ般ぱん的な家にそぐわないなと他人ひと事ごとのように思った。

　千春と秋の意思を確かく認にんし、言げん質ちをとった日下部は、その後来た大森に特別な仕事を依い頼らいした。千春の家に行く時、やはり今回秋は同行させるつもりはないようで、その間マンションで面めん倒どうを見てもらうという。

　日下部自身は仕事を早く切り上げてくると言い、その間千春はこのマンションでゆっくりしていてほしいと言われた。くれぐれも一人で先に帰宅し、一人で家族と向き合わないようにとお願いされた。

「行ってくる」

　見送りに玄げん関かん先さきに行くと、当然のようにキスをされた。その場面を、同じように見送りにきた秋と大森にしっかりと見られてしまい、残された千春は猛烈な羞恥に襲おそわれる。

　秋は、父親と千春が仲が良いのが嬉しいようでにこにこ笑っていて、大森はベテランのハウスキーパーらしく見ないふりをしてくれた。

　両りよう想おもいになってから、日下部は想像以上に積極的になった。目に見える言動で想いを伝えてもらうのは嬉しいし、安心もするが、それまでのクールだった日下部の姿を考えるとあまりのギャップに戸と惑まどうこともある。

　意外にも、恋れん愛あいに関して日下部は情熱的な男なのかもしれない。

「いってらっしゃい」

「行ってくる」

「上手うまくいくよう、祈いのっていますよ」

「お、大森さん」

　秋と大森に見送られ、約束通り早く帰宅した日下部と自宅に向かった。

　午後七時。両親は帰宅している時間で、兄弟も用事がなければそろっている時間だった。

　案の定、帰宅した千春を出で迎むかえてくれた母は、その後ろに立っていた日下部の姿に驚おどろきつつも招き入れてくれた。

　そして今、リビングに日下部と並んで座っている。

　向かいに腰こしを下ろす両親は、テーブルに置かれた名めい刺しの内容の華はなやかさと、いかにもエリートといった容姿の日下部に、何を話していいのかわからないような様子だ。

　すると、まず日下部が頭を下げた。

「昨日は千春君を外がい泊はくさせてしまい、申し訳ありませんでした。私の方から連れん絡らくすべきだったと思います」

「い、いいえ、この子も社会人として働いていましたし、男ですからそこまで心配していませんから」

　五人の息むす子こを持つ母はおおらかに笑いながら言う。

「そんなことでわざわざうちまで来ていただかなくても良かったのに。良い雇こ用よう主さんね、お父さん」

「ああ。わざわざすみません」

　千春と日下部の関係を知るはずもない両親は感心したように言うが、千春はいつ日下部が話を切り出すのかとずっと落ち着かなかった。

　覚悟を決めてきた……いや、どちらかというとあっという間に流されてここまで来た感じなので、どんな両親の反応でも受け止めるといった覚悟は正直に言ってまだない。それでも、ここまできてくれた日下部の想いが嬉しくないわけがなく、ずっと緊きん張ちようしたまま正座している状じよう況きようだ。

　ふと、日下部が千春を見た。横顔に感じる視線に顔を上げると、眼鏡めがねの奥の目が甘やかに細められる。その格好良さに思わず見み惚ほれてしまった千春は、両親に向き直るその横顔から目を逸そらせなかった。

「それと、一度ご挨あい拶さつに伺うかがおうと思っていました」

「挨拶ですか？」

「はい。私は千春君とお付き合いさせていただいています。この先もずっと共にいますので、ご両親のご理解を頂けたらと思っています」

　あまりにもきっぱり言い切ったせいか、一いつ瞬しゆんその言葉の中におかしな意味があるようには思えなかったのだろう。両親は互たがいの顔を見合わせ、「付き合いって言った？」「言ったな」などと、吞のん気きな反応を見せた。

「付き合い……って、あの、それはどういう……」

「恋こい人びととしてです」

　しかし、さすがにここまで言うと、日下部の言葉の意味がわかったらしい。驚きよう愕がくに目を見開く両親と視線を合わせることはできず、千春は目を逸らした。

「あ、あの、この子、男ですよ？」

「わかっています」

「顔だって怖こわいし、背も高いし、綺き麗れいなんかじゃないと思うんですけど」

　母親としては、女性のような見た目ならまだしも、どう見ても男の千春が日下部のような恵めぐまれた容姿と地位のある男と恋愛関係になるとは想像できないらしい。

　そこは、男同士の恋愛に引っ掛かかってほしかった。

　複雑な心境の千春の髪かみを一ひと撫なでし、日下部はきっぱりと告げる。

「千春君はとても可愛かわいらしく、何に対しても一いつ生しよう懸けん命めいな素晴らしい青年です。私には別れた妻との間に秋という子供がいますが、引っ込み思案な秋を沢山の愛情で笑え顔がおの多い子供にしてくれたのも千春君でした。私達にとって千春君は、家族同然の存在です。これからも彼と一緒に過ごすことをお許し頂けませんか」

　重ねて言う日下部に本気を感じ取ったのか、両親の目が千春に移った。

「千春、あんた……本気なの？」

　両親に対して、自分の恋愛の話をするのはたまらなく恥はずかしい。だが、日下部はここまで覚悟をして言ってくれたのだ、自分も覚悟を決めたかった。

「……うん。俺、日下部さんと付き合ってる。男同士なんて認められないかもしれないけど、すぐには無理でも……いつか、俺たちのこと認めてほしい」

「ハル」

　日下部が宥なだめるように背中を撫でてくれる。それだけで安心してホッと息がつけた。

　この後、どんな反対の声があっても、日下部がいてくれるなら大だい丈じよう夫ぶだ。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、母が言った。

「私たちには他ほかに息子が四人いますし、一人くらい結けつ婚こんしなくてもまったく構わないんですけど……本当に、この子でいいんですか？　日下部さんのような方なら、もっと他にいい方がいると思うんですけど」

「母さんっ」

「お父さんもそう思わない？」

「そうだな……まだよく理解できないが……この子は口うるさいですよ？」

「父さん……」

　予想外の二人の反応に、覚悟をしていた気持ちがたちまち緩ゆるんでいく。忘れていた。こんなふうに吞気で楽観的な両親だからこそ、千春が代わりのように口うるさく家の中を取り仕切っていたのだ。

（もうちょっと、息子を褒ほめてもいいだろ……）

　口を尖とがらせたくなるが、その前に頰ほおは緩んでいく。一大決心をして告げた決意を前にしても、いつもの両親のままだというのが嬉うれしかった。

「まあ、雅樹たちがいなかったのは幸運だったわね。いたら大変だったわよ？　みんなにはあんたから言いなさいよ。みんなブラコンだから、結構大変だと思うけど」

「……うん」

　両親は一応受け止めてくれたが、兄弟の反応は想像するだけで気が重い。特に弟たちは絶対に反対をしてくるはずだ。

（どうやって懐かい柔じゆうするかだよなぁ）

　好きなおかずやデザートだけでは足りないだろうと思うと道のりは長いが、それでも確かに一歩踏ふみ出すことができた。

「母さん、俺たちにはもう一人家族がいるんだ。今度会ってくれるかな」

「……家族ね。あんたの家族が増えたのねぇ」

　目を閉じ、何かを飲み込むような表情になった母は、次に目を開けるといつものように吞気に笑った。

「母さん……」

「連れてらっしゃい。楽しみにしてるわ」










　思いがけなくあっさりと二人の関係を認められ、千春は秋にもいい報告ができて嬉しかった。もしかしたら、この先反対の声が上がる可能性もあるが、正面から両親に向き合ってくれた日下部の姿を思い出せば頑がん張ばれると思った。

「ハル、ハルもここにすむ？」

「それは……まだかな」

　家族は一いつ緒しよに住むものだと思っている秋は、さっそく千春を可愛らしく誘ゆう惑わくしてくる。さすがにそれは気が早すぎるので、いつかはなと宥めた。

　興奮する秋はなかなか寝ね付つけず、いつもより少し遅おそい時間にようやく寝息を立て始め、千春はそっと部屋を出てリビングの日下部のもとに向かった。

「寝ましたよ、秋」

「ずいぶん興奮していたからな。よほどハルが家族になったのが嬉しいらしい」

「……俺も、嬉しいです」

　そこまで欲しがられた経験がないので照れ臭くさくて頰が緩む。そんな自分を優やさしく見つめる日下部の眼まな差ざしにも気恥ずかしさを感じて、落ち着かない気分になった。

「……そろそろ帰ります」

　秋の顔を見て報告をしたかったので一緒に戻もどってきたが、そろそろ午後九時半になる。明日も仕事がある日下部を早く休ませたくて、千春はソファから立ち上がろうとした。

「……え？」

　その腕うでを、日下部が摑つかんだ。振ふり向いた千春は、見上げてくる目の中に、温かさ以外のものがあるのにようやく気がついた。

「く、日下部さん？」

「ハル」

　先ほどまでの会話のトーンから変化し、日下部の声に艶つやが含ふくまれる。そのまま立ち上がった日下部に引き寄せられた千春は、耳元で甘く囁ささやかれた。

「帰らないでくれ」

「あ……の……」

「ハル」

　昨日の今日で、また外がい泊はくするとは考えていなかった。それに、日下部との関係を知った両親が外泊する千春をどう思うのか。

「ハル」

　だが、千春は日下部の手を振りほどけなかった。それほど強い力ではないのに……逃にげたくなかった。

　黙だまったまま立ち止まった千春は、そのまま手を引かれてリビングを出る。昨日入ったばかりのゲストルームに促うながされ、足を踏み入れると背後でドアが閉まった。

　照明が点つくと、目の前の大きなベッドがすぐに目に入る。昨夜ゆうべここで何をしたのか、千春は思い出していた。

（きょ、今日は、俺もっ）

　ただされるがままでいた昨日のことを考えると、自分も何かしなければと内心焦あせる。男同士なのだ、すべてを任せるのも嫌いやだった。

「……っ」

　千春は思い切って振り向いた。そして、すぐ後ろにいた日下部の頰を両手で挟はさみ、勢いよく唇くちびるを押し当てる。今度は上手うまく唇に当たって安あん堵どしていると、強く腕を引かれ、そのままベッドに倒たおされた。

「く、日下部さん」

「可愛いことをされて、我が慢まんできなくなった」

　技ぎ巧こうも何もないキスだったが、どうやら日下部は喜んでくれたようだ。

　自分も何かできるんだと、少し余よ裕ゆうが生まれたのはここまでだった。

「あっ」

　無言のまま重なってきた唇は角度を変え、息苦しくなって開いた隙すき間まから堂々と舌が入り込んできた。所有権を主張するかのように傍ぼう若じやく無ぶ人じんに口こう腔こうを犯おかす様は、普ふ段だんのクールな日下部からはとても想像ができない。

　なかなか解放されないキスに苦しくなって喘あえぎ、自然と身体からだから力が抜ぬけた。感覚を追うように無意識に目を閉じてしまい、手は縋すがる場所を求めてシーツを握にぎりしめる。すると、まるでその隙をつくかのように、手て際ぎわよくシャツが脱ぬがされ始めた。

「ん……っ」

　千春はキスに応こたえるのに精せい一いつ杯ぱいで、今自分が何をされているのかに意識が向かない。そのうち、

「ひゃぁっ」

　素す肌はだに冷たい感かん触しよくがあって慌あわてて目を開くと、いつの間にかシャツのボタンが外され、素肌に日下部の手が触れている。下半身もジーンズのファスナーまで下ろされていた。

「……っ」

　解放されてしまったそこからは、既すでに勃たち上がってしまった自分のものが見える。とっさに隠かくそうと手を伸のばしたが、寸前でその手は日下部に押さえ込まれた。

「ハル」

　日下部はまたキスをしてくる。しかし、今度は下か肢しに触ふれてくる手の感覚に意識が向いた。下着の上から形をなぞるように動く指先の刺し激げきに、無意識に腰こしが揺ゆれてしまう。その反応に気づいてたまらなく恥はずかしく、逃のがれようとするが、日下部は手を止めてくれなかった。

「ん……ぁっ、んぅっ」

　声を押し殺そうと唇を嚙かみしめると、今度はそれを責めるように舌で舐なめられる。そうすると悔くやしいが唇は解け、我慢できずにまた腰が揺れた。

　その反応に煽あおられるように日下部の手の動きが激しくなっていき、自分の喘ぎ声が耳に届く。その声と、腰の動きが次し第だいにリンクしていき、

「このまま、イっていい」

「……っつ」

　唆そそのかすような優しい声に従い、千春は触れる手に腰を押し当てながら射精していた。

「……は……はぁ……」

　イったばかりの倦けん怠たい感で身体からは力が抜け、千春はただ呼吸を整えることしかできない。下着の中がグチャグチャに濡ぬれているのが気持ち悪い。すると、今度は両足が子供のように持ち上げられた。

「そのまま任せてくれていいから」

「は……い」

　抵てい抗こうはできなかった。力が入らないし、日下部が酷ひどいことをしないのはわかっているので、襲おそってくる羞しゆう恥ちを堪こらえるしかない。

　持ち上げられた足から、下着ごとジーンズを脱がされた。中ちゆう途と半はん端ぱだったシャツも引き抜かれ、あっさり裸にされる。

　寒くないのに心細く、ブルっと震ふるえてしまった千春を、日下部は抱だきしめてくれた。

「ハル」

「……ずる、い」

「ん？」

　自分だけみっともない姿を晒さらしている。セックスをするのは初めてなので普ふ通つうがどんなものなのかわからないが、少なくとも千春は日下部と対等でいたかった。だが、裸になっているのは千春だけだ。

　その気持ちをどう伝えていいのかわからないまま、千春は目の前のシャツを引っ張る。すると、すぐにその行動の意味がわかったらしい日下部が、苦く笑しようしながら身体を起こした。

「……」

　ベッドから立ち上がった日下部は、躊躇ためらう様子もなく服を脱いでいく。露あらわになっていく身体は、いつか風邪かぜの時に見た印象通り、いや、その時よりいっそう逞たくましく、綺き麗れいに見えた。

　引き締しまった腰に、長い手足。身長は十センチも違ちがわないはずの日下部の身体が、自分よりもはるかに大きく感じる。そして確かに、千春も日下部の身体に欲を感じていた。

　対等でいたいのに、あの腕に抱きしめられた時の心ここ地ち好よさを思った。普段は守る側の自分が、日下部には守られている。その特別さが嬉うれしい。

「……あ……」

　綺麗な身体をうっとり見つめていると、その視線がある一点で止まった。

（ちゃんと……勃ってる……）

　日下部のペニスは腹につくかと思うほど勃っていた。涼すずやかな容よう貌ぼうとは裏腹の、生々しいそれ。大きさが気になってしまうのは男同士だからかもしれないが、見るだけでも自分よりも大きく、長いのは確かだ。

　貧弱な自分の身体を前にして、欲情していることを隠さずに見せてくれる日下部に、千春も恥ずかしがってばかりではいられないと思った。

　千春も、あっけなく射精してしまうほど日下部に感じているし、日下部にも気持ちよくなってほしい。

　千春は思い切って手を伸ばした。それに日下部は嬉しそうに笑えみ、ゆっくりと近づいて覆おおいかぶさってくる。直じかに感じる肌の熱さに、思わずほうっと息が漏もれた。

「落ち着いたか？」

「……落ち着きたくないです」

「ん？」

　理性を取り戻してしまったら、それこそ羞恥ばかりが先に立つ。

　その前に、千春はさっき感じた思いのまま、日下部の背中に手をまわし、すっと背中を撫なでおろした。

「……っ」

　逞しい腰に触れた時、日下部が小さく息をのんだ気配がする。太ふと腿ももにこすりつけられたものがさらに存在を主張するようにぐっと押してきて、濡れたそれの正体を想像し、千春の下腹部も熱くなった。

「ハル……」

「日下部、さん」

「章仁、だ」

　あきひと───。名前は知っているが、今まで口にしたことがない大切な名前。本当に呼んでいいのだろうかと確かめるようにその顔を見上げると、少しだけその眉み間けんに皺しわが寄っているのが見えた。

（……拗すねてる）

　日下部らしくないが、彼らしくない子供っぽい感情の表現が可愛かわいい。千春は思わず笑い、それでも焦じらすことなく口にした。

「章仁、さん」

「……ハル」

　緩ゆるく解ける眉間の皺を見ながら目を閉じると、すぐに温かなものが唇くちびるに押し当てられ、千春は躊躇いなく唇を開く。確かめるように絡からめ合う舌に、甘い唾だ液えきが口腔に溢あふれて、千春の身体にまた熱が灯ともった。

　今度は自分だけではなく、日下部も一いつ緒しよに気持ちよくなりたい。

　千春は背中にあった手を前へ移動し、勃ち上がっている日下部のペニスに触れた。

　ぴくっと、手の中で反応を示すそれ。指に絡まる粘ねばついた液を、慎しん重ちように塗ぬり付けるように指を動かしてみた。自分とは違うペニスに触さわるのはもちろん初めてで、自じ慰いの時とは勝手が違いどう動かせばいいのか最初は戸と惑まどった。だが、次第に頰ほおに感じる日下部の息が熱くなっていくのがわかり、引き結ぶ唇から微かすかに聞こえる艶つやっぽい声がもっと聴ききたくなって、徐々に大だい胆たんに動かしていった。

　そんなふうに日下部を感じさせるのに夢中になっていた千春は、伸びてくる手にまったく気がつかなかった。

「……ぅわっ」

　突とつ然ぜん、自分のペニスに濡れた感触がした。一いつ瞬しゆん、自分が漏らしてしまったのかと思ったが、どんどん注がれ、双そう玉ぎよくまで滴したたるそれに、何か別のものかとようやく我われに返る。

「な、なに？」

　日下部が乗っているのであまり身を起こせないが、かろうじて見えた彼の手に、見慣れぬボトルが握にぎられていた。

「それ……？」

「どうやったら痛みがなくハルを抱だけるか、調べた」

「い、痛み、とか……」

「このジェルを使えば痛みは薄うすれるらしい。……あくまでも、まったくなくなるとは言えないかもしれないが……」

　そこまで言った日下部は、珍めずらしく言いよどんだ。

「……ハル」

「ありがとう、ございます。俺、そこまで考えてなくて……」

　男同士のセックスが、男女のセックスとは違うことはわかっているつもりだったし、どうにかできる方法があるかもしれないとも思っていた。しかし、正直に言えばセックスするまではまだ時間があると思っていたので、千春はまだ調べてもいなかったのだ。

　そんな自分とは違い、日下部はきちんとその方法を調べてくれていたらしい。昨日の今日でとはさすがに驚おどろいたが───嫌いやだとは思わなかった。むしろ、ここまでちゃんと考え、調べてくれたのが嬉しい。

「じゃあ、続けても？」

「……はい」

　大きく深呼吸して、千春は意識して身体からだの力を抜ぬいた。この後、どんなことをされるのかわからないが、日下部に任せておけば大だい丈じよう夫ぶだと無条件に信じられた。










　クチュクチュと、妙みように水っぽい音が部屋の中に響ひびく。

　ボトルの半分以上は垂らされただろうジェルが、ペニスばかりではなくその下の双玉、そして尻しりの狭はざ間ままでしとどに濡ぬらした。

　そして、今はその尻の奥、普通なら絶対誰だれにも触らせないそこに、骨ばった指が入っている。

　最初の一本が入った時は、さすがに引き攣つった痛みを感じた。だが、ジェルのおかげか、その痛みはすぐに霧む散さんして、指はゆっくり差し入れされ、動かされる。内ない壁へきを指の腹で押され、爪つめで引っ搔かかれて、千春は何度も浅い呼吸を繰くり返した。

　指は二本目、三本目と、驚くほど慎重に、千春の反応を見ながら入ってくる。三本目を含ふくんだ時は圧あつ迫ぱく感かんが酷ひどかったが、それでも我が慢まんできないほどではなかった。

「……んっ、はっ」

　千春は、必死に目を開いた。目を閉じてしまうと、感覚に引きずられてどうにかなってしまいそうだった。

「ハ、ルッ」

　見下ろしてくる日下部の額にも汗あせが滲にじんでいる。その汗が千春の身体に落ちて、反射的に中の指を締しめ付けていた。

「ハル、いいか？」

　腹に押し当てられる日下部のペニスは、もう弾はじけそうなくらい張りつめていた。それなのにまだ、千春の気持ちを優先してくれる。その優やさしさに、千春は早く日下部を身体の奥で感じたくなった。

「は……いっ」

　ズルリと中から指が引き抜かれる。それまであった圧迫感がなくなり、そこに妙な空くう虚きよ感を覚えた。しかしそれは一時で、すぐに小さく開いたままのそこに、熱くて硬かたいものが押し当てられる。

「……あ……ぁ……はぁっ」

　先せん端たんで狭せまい場所を強ごう引いんに押し広げながら、日下部のペニスは千春の中に侵しん入にゆうしてきた。

　指とは比べ物にならないほど大きなものに、許容量を超こえた痛みが走って目じりに涙なみだが浮うかぶ。

「ハル、ハルッ」

　どこまで入ってくるのか、まったくわからなかった。ただ、どこまでも熱いものが身体の奥に入ってきて、千春の官能を刺し激げきしていった。

（い……た、あつ……っ）

　痛いのか、熱いのか。

　もうどちらかわからず、千春は目の前のものにしがみついた。その途と端たん、耳元で息をのむ気配がし、中のものが大きくなる。

「……っつ」

　その刺激に千春も腹に力が入った。

「ハル、大丈夫か？」

　その言葉にも、千春は頷うなずくことしかできなかった。

　口を開けば、変な声が出そうだったからだ。

　しがみつく手に力を込め、その衝しよう撃げきに耐たえてしばらく───腹に、濡れた感かん触しよくがした。

「全部、入った」

「……は、い」　>>>♥

　互たがいの下腹が触ふれている。

　あれほどの大きさのものが、自分のあそこにすべて入ったらしい。頭のどこかで思っていたが、人間、やればできるのかと、なんだか笑いたくなった。

「……動いていいか？」

　日下部も限界だったのだろう、今度は千春の返事を聞く前に腰こしを引いた。先端近くまでゆっくりと引き出されたものが、今度はそれよりも速く奥に押し入ってくる。何度か繰り返された抽ちゆう送そうは徐じよ々じよに早くなっていき、すぐに激しく揺ゆさぶられるようになった。

「はっ、はっ、あっ」

　痛みは麻ま痺ひし、今千春が感じているのはじわりとした快感だ。痛くて、気持ちよくて、気持ちよくて、痛い。

「あぁっ」

　不意に片足が持ち上げられ、より深く日下部が身体の中に入ってきた。日下部の力強い腰の動きに引きずられるまま、揺れる自分の足を涙で滲む目で見上げる。

「もっ……もっ」

　これ以上刺激されたら、どうにかなってしまいそうだ。

　そう思った次の瞬間、痛いほど腰を摑つかまれたかと思うと、これまでで一番奥を突つき上げられ、ジワリと温かなものが内うち襞ひだを濡らしていく。

　日下部もイってくれたのだ───そう思った千春は、ぐったりとベッドに沈しずんだ。










「大丈夫か？」

「……はい」

　千春は小さな声で答えた。

（こ、この体勢……）

　初めてだから続けてはしない方がいい。

　そんなことを言った日下部は、まったく力が入らない千春の身体を抱き上げてバスルームに入った。それなりの体格の自分を軽々と抱き上げる日下部の体力と筋力がすごいと思う。

　今、大人二人がなんとか入れる浴よく槽そうに、後ろから抱かかえられた状態で入っている。顔を合わせないのが良いかどうかわからないが、千春はセックス後の恥はずかしさで、なかなか日下部と顔を合わすことができなかった。

「……あの」

「ん？」

　こんな時、どうだったかなんて聞くのは野や暮ぼかもしれない。だが、男の自分を抱いてどう思ったのか、また次があるのかどうか、千春は気になってしかたがなかった。

　心配なのに、黙だまったまま温かい湯につかっていると、その気がなくても眠ねむくなってしまう。普ふ段だん使わないような筋肉を酷こく使ししたせいか、それとも緊きん張ちようが途と切ぎれたせいか……そんなことをぼんやり思っていた時だ。

「ハル」

　耳元で、日下部が囁ささやいた。

「次は、一度で終わりそうにない」

「……」

（え……？）

　それはどういう意味なのか。

　ちゃんと聞いていた方が良いと思うのに、緩ゆるく瞼まぶたが下りてくる。

　次し第だいに眠りに引き込まれていく千春は、後ろから強く抱だきしめてくれる腕うでの力強さに安心して身を委ゆだねた。








エピローグ









「ハル、かわい？」

「ああ、すごく可愛かわいい」

　何度も自分の服を確かく認にんしている秋が微笑ほほえましく、千春は笑って髪かみを撫なでる。しかし、あまり強くするとせっかくの艶つややかな髪が乱れてしまうので、心持ち力を抜ぬいた。

「行こうか」

「はい」

「うん」

　日下部の運転する車に乗り込んだ秋は、どこかワクワクと期待を込めた目で窓の外を見つめている。

　今日、秋と日下部を連れて千春の家に行くことになった。

　両親が早く千春の新しい家族に会いたいと言ったし、日下部との関係を頭から反対する弟たちも一度会わせろとうるさいからだ。

　秋と千春の家族を会わせることには、千春自身あまり悩なやまなかった。口ではうるさいことを言っても、弟たちは年下の子供を虐いじめるようなことをしないとわかっているからだ。

　それに、一人っ子の秋に、兄弟というものを味わってほしいとも思う。うるさいくらい構ってくる兄弟に最初は戸と惑まどうだろうが、きっと仲良くなってくれるはずだ。

「楽しみだな、秋」

「うん」

　日下部の問いかけに、秋も弾はずんだ声で答える。

　微笑ましい様子に、千春は数日前の日下部の言葉を思い出した。

『私の両親にもハルを紹しよう介かいしたい』

　思いがけず千春の両親が日下部を受け入れてくれたことで、日下部も自分の両親に二人のことを話そうと思ったらしい。

　その話を、千春は慌あわてて止めた。

　今の千春は無職の状態だ。来年学校に行くつもりだが、今現在の自分を思うとどうしても胸を張って会うことはできなかった。きちんと学校を卒業し、就職してから向き合いたい。

　自分の両親のように受け入れてくれるかどうかはわからなかった。むしろ、秋のために別れてくれと言われる可能性の方が高いかもしれない。

　それでも、千春は諦あきらめないつもりだ。

　千春を選んでくれた日下部のためにも、懐なついてくれている秋のためにも、堂々と彼らの前に立ちたかった。

「手て土産みやげはあれで良かったのか？」

「はい。うちの家族は花より団子ですから」

　千春の家族に気を遣つかった日下部に、手土産は肉でいいとアドバイスした。文句を言いつつも肉の争そう奪だつ戦を繰くり広げる光景が目に見えるようだ。

「日下部さんも、出で遅おくれないようにしてください」

「……それほどか？」

「はい」

　笑いながら頷うなずくと、ちょうど車が信号で停とまった。すると、日下部が不意にポケットから何かを摑み、後部座席に座る千春に差し出してくる。

「何ですか？」

「ハルのものだ」

「俺の？」

　反射的に受け取ったものを見ると、それはカードキーだった。見覚えがあるが、今まで千春が持っていなかったもの───日下部のマンションの鍵かぎだ。

「これ……」

「いつでも来ていいぞ。部屋はある」

「……気が早いですよ」

　最近、日下部はそれとなく同居の話を持ち出す。来年、千春が学校に行くようになればなかなか会えなくなるので、一いつ緒しよに暮らした方が合理的らしい。

　日下部らしい物言いに千春は笑った。そう考えてくれるのは嬉うれしい。日下部と、秋と、三人で本当の家族のように暮らしたいとも思う。

　しかし、やっぱり、まだ早い気がした。

　話はそこで終わったと思ったが、日下部はこうしてマンションの鍵を渡わたしてきた。どうやらまだ諦めてはいないようだ。

「……」

　じっと千春を見つめていた日下部の眉み間けんには皺しわが寄っている。その皺を見返していたが、信号が変わったことで彼は前を向いた。

　手の中の鍵を握にぎりしめ、千春はまた笑った。一緒に暮らすのはまだ先のつもりだが、これはその約束の印として持っていたい。

「……ありがとうございます」

「受け取ってくれるのか？」

「はい。嬉しいです」

　バックミラーに、明らかに安あん堵どした表情の日下部の顔が映った。

「ハル、それ、おうちのかぎ？」

「ああ。パパがくれた」

「ハルのかぎだね」

　自分のための鍵。

　千春は大切に握りしめた後、笑いながら鞄かばんにしまった。








ｅｎｄ　










あとがき






　こんにちは、ｃｈｉ─ｃｏです。今回は『若社長とおいしい子育て日記』を手にとっていただいてありがとうございます。

　今回は、私が書くものの中で一、二を争うほど男っぽい受け君、千春が登場です。

　綺き麗れいな子も、可愛かわいい子もいいですが、少し強こわ面もての男っぽい子もなかなかいいです。

　反対に攻せめの日下部はかなり不器用で、初の子持ちです。子供が出る話は自然とほんわかして、書いていて和なごみますが、子供の目の前であまりイチャイチャするのは教育上良くないので、ほどほどに……まあ、夜は大人の時間ですが。

　話の中に出てくるマジパン。大人になりきった私はさすがにマジパンが載のっているケーキを食べることはありませんが、今回調べてみてかなり芸術的な作品もあるんだなと知りました。手先の不器用な私には作るのは無理そうですが、今後は気にかけてみようと思います。

　そして、最後まで書き上げて初めて、今回は主な登場人物が三人しかいないことに気づきました。千春の弟たちの出番をもっと増やしたかったです。




　イラストを描かいてくださったのは、毎回頭が上がりません、お世話になっています、陵みささぎクミコ先生です。

　今回のイラストは、特に説明することもなく、私のイメージ通りの三人を描いてくださいました。子供の可愛らしさはもちろん、男らしい千春がいい！　すごくカッコいいです。

　眼鏡めがねフェチな私の好みズバリな日下部といい、本当に満足させてもらいました。




　恋こいに落ちるというのとは違ちがうかもしれませんが、ゆっくりと互たがいを知り、家族になっていく三人を見守ってください。




　サイト名『your songs』


http://chi-co.sakura.ne.jp
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